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　　　　　　　　　　　　　　　　　要約
本研究は、保育士が行う保護者支援業務である保育相談支援の体系化を図ることを目的とする3か年研究

継続研究である。第1年次目は、以下の3つの研究を実施した。

研究1は「保育相談支援（保育指導）における保育技術の活用実態に関する研究」であり、エピソード事例

から、保育相談支援に用いられた保育技術を抽出し、保育所保育指針解説書に示された保育士の専門的技術

の枠組みに従って分析した。その結果、保育相談支援においては関係構築の技術、生活援助の技術、発達援

助の技術が多用されていることなどが把握された。

研究2は「保育相談支援における動作的援助の把握に関する予備的研究」であり、次年度に実施予定の観
察調査における標的行動、観察の視点（カテゴリーの検討）、観察調査の方法を捉えることを目的として予備

調査を行った。

研究3は「施設保育士の保護者支援、保育相談支援の実態把握に関する予備的研究」であり、施設保育士

の保育相談支援業務について先行研究のレビューを行うとともに、施設保育士に対する半構造化インタビュ

ーを通じて考察を行った。次年度は、2つの予備的研究を踏まえた調査研究につなげていくこととしている。

キーワード：保育指導技術、保育技術、保育所保育士、施設保育士、児童福祉施設
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Abstract : This three-year continued study aims at formulating a system for child rearing guidance supports operated by��nursery teachers in the duties of supporting parents. In the frrst year study, three mam researches have done as the��

following:

Research 1: ' A research on a practical state of nursing skills in the child rearing guidance support' has sampled��nurse skills used in child rearin guidance sup orts through episodes, then analyzed them by usmg a framework of��specia ized skills for nursery teac ers shown in e manual for nursery school nursing guidelines. As a result, it was��understood that there were three skills used much frequently in the child rearing guidari:ce support, such as, relationship��building, Iiving supports, and developmental supports.

Research 2: 'A preliminary research on gestured assistances in child rearing guidance support', has piloted for the��purpose to find out the targeted gestures in the observation research, those view points used for examining the��categories, and the method of observation research used for the second year stud .

Research 3 : ' A preliminary research on understanding the present state o support for parents and child rearing��guidance operated at residential care institutes for children where nursery teachers are posted ' , has reviewed the��previous literatures about the duties on child rearing guidance support operated by nursery teachers work for residential��care institutes for children, and considered them througll the senu-structured interviews.��The second year study will be continued based on those piloted researches above.

Keywords : Nursery Guidance Skills, Nursery Skills, Nursery Teacher, Nursery Teacher at Residential Care Institute for��Children, Residentral Care Institute for Children
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1．研究の背景と必要性並びに研究の全体概要

　平成15年11月から実施された保育士資格法定化にお

いて保育士の業務に保護者支援業務が正式に規定され、

平成21年4月から施行された保育所保育指針において

「保育士の専門性を生かした保護者支援」の必要性がう

たわれた。さらに、その解説書において保育士の保護者

支援業務がr保育指導」と規定されている。また、保育

士養成課程等検討会中間まとめは、保育士の専門性を生

かした保護者支援を「保育相談支援」1）とし、演習形態

で1単位の履修を求める提言を行った。提言に基づけば、

早ければ平成23年度入学生から、全国の保育士養成校に

おいて、当該科目が教授されることとなる。しかしなが

ら、その業務の社会福祉の援助技術における位置づけや

当該業務に必要とされる基礎的知識、技術の体系は明ら

かにされていない。ソーシャルワークやカウンセリング

の専門性とも近接するため、その体系化が早急に求めら

れる現状にあるにもかかわらず、先行研究もほとんど認

められない。

　そこで、本研究においては、保育士に固有の専門性と

される保育相談支援（保育指導）のための知識や技術、態

度等に関する主任研究者らの先行研究を踏まえ、子ども

家庭福祉分野におけるケアワーカーとしての保育士が行

う保護者支援業務である保育相談支援（保育指導）の体系

化を図ることを目的として、3か年研究継続研究を実施

するものである。

　おりしも、保育制度改革や社会的養護改革、地方分権

改革等において、保育所をはじめとする施設最低基準の

地方移譲や保育の担い手や施設設備基準等の規制緩和そ

の他保育の質の低下が懸念される一方で、保育所保育指

針を担保するための保育士の質の維持・向上、施設保育

士の質の向上が大きな検討課題とされている。そのなか

にあって、保育士の専門性を生かした保護者支援業務で

ある保育相談支援（保育指導）業務の構造化・体系化と養

成教育への導入は緊急の課題である。

　現在、厚生労働省においては保育制度改革が進められ

ており、少子化対策特別部会の議論にっいて事務局が平

成21年12月に取りまとめた資料では、保育所利用のあ

り方について、介護保険制度を模した保護者と保育者と

が直接に向き合う関係を基本としている。また、保育サ

ービスの量と質の整備を図るための財源の拡充及び統合

を提言している。また、保育の質の向上や保育士養成の

あり方も大きなテーマとされている。これを受け、平成

21年11月からは保育士養成課程等検討会も開催されて

いる。こうした動向のなかで、保育士の専門性を生かし

た保護者支援、検討会においてr保育相談支援」とされ、

保育所においては「保育指導」と定義される業務に必要

とされる知識、技術の体系化が急がれる。

　さらに、それらはいわゆる施設保育士においても必要

とされる業務、技術であるが、その活用実態については、

通常、施設の保護者支援やソーシャルワーカーの保護者

支援として検討されており、子どもの保育と保護者に対

する保育に関する指導を行う専門職である保育士がどの

ような技術を活用して保護者支援を行っているかという

実態については、これまでほとんど把握されていない。

そのようななかで、いわゆる家族再統合の導入が進めら

れているのである。

　主任研究者らは、これまでの研究2）3）において、保育所

保育士が用いている保育士の専門性を生かした保育相談

支援、すなわち保育指導の技術についてこども未来財団

の助成を受けて研究を進め、保育所保育士は、保育技術

を基盤としてその上に保育指導技術を組み合わせて保育

指導業務を展開していることを明らかにしてきた。現在

のところ、保育相談支援に用いられる保育技術は5つ、

保育指導技術を26抽出している。ここでは、保育士は保

育士に固有の、あるいは他の対人援助専門職と共通の保

護者支援のスキルを有しているが、それが可視化されて

いないとの前提に立って研究を進めている。そして、そ

のことは、保育所保育士においてはかなりの程度実証す

ることができている。しかし、児童指導員等他の専門職

との同化が進んでいる児童養護施設等の児童福祉施設に

おいて、それらを前提とすることができるかどうかは不

明である。したがって、いわゆる施設保育士については、

先行研究のレビューから進めていかなければならない。

こうして、保育所や他の児童福祉施設における保育士の

保育相談支援の実態や用いられている技術が整理できれ

ば、子ども家庭福祉におけるソーシャルワークとケアワ

ークの整理ができ、かつ、保育士の専門性向上に大きく

寄与すると考えられる。また、今後、保護者と保育者と

が直接に向き合う関係となる保育所における保護者との

向き合い方、児童養護施設等における家族再統合、家族

関係調整支援における保育士の役割の明確化に資すると

考えられる。

　そこで、本研究では、3か年継続研究として、まず、

主任研究者らが、平成20年度にこども未来財団の委託研

究として行った『保育指導技術の体系化に関する研究』

において集積した保育所保育士の保育相談支援（保育指

導）事例をさらに詳細に分析し、保育所保育士が保育相談

支援（保育指導）を行うに当たって活用している保育技術

について整理を行う。具体的には、委託研究において実

施した保育所保育士の保育指導実践記録（保育指導事例

記述シートに記入）のより詳細な分析を進め、意味内容

の類似性に基づき類型化を行う方法を採る。

　第二に、保育所保育士の保育相談支援（保育指導）技術

の一類型である動作的援助についてさらに詳細に把握す

るため、保育所のお迎え時の観察調査を実施することと

する。それにより、先行研究において抽出した26の保育

相談支援（保育指導）技術の精査と体系化を進める。

　そして、第三に、乳児院、児童養護施設、障害児関係

施設等の施設保育士の保育相談支援（保育指導）技術に関
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柏女他1児童福祉施設における保育士の保育相談支援（保育指導）技術の体系化に関する研究（1）

する先行研究のレビュー並びに活用実態について調査し、

その後、施設保育士の保育相談支援（保育指導）技術にっ

いてその類型化を進めることとする。それらをあわせ、

保育士の保育指導の専門性にっいて体系化を進め、子ど

も家庭福祉におけるソーシャルワークとケアワークとし

ての保育相談支援（保育指導）技術との異同等について総

合的検討を進めることとしている。なお、これらの研究

の年次計画とその具体的内容は、図．1のようにまとめら

れる。　　　　　　　　　　　　（柏女霊峰・橋本真紀）

皿．研究対象及び方法

1．研究1：保育技術の活用実態に関する研究

　主任研究者らが平成20年度にこども未来財団の委託

研究として行った『保育指導技術の体系化に関する研究』

において集積した保育所保育士の保育指導事例シート

148枚について、使用されているr保育技術」に着目し

て再集計と再分析、技術の抽出を行う。

註

1）本研究は保育士の専門性を生かした保護者支援を保育所保育

指針解説書の定義を用いて「保育指導」としてきたが、このた

び、保育士養成課程等検討会が提言した保育士養成課程の見直

　しにおいては「保育相談支援」の用語が用いられている。本研

究班では保育所以外の保育士のスキルについても対象として

いるため、今後は「保育相談支援」の用語を用いることが適当

であるが、保育所保育士の場合は厚生労働省編の解説書におい

て「保育指導」とされているため、便宜的に「保育相談支援（保

育指導）」の用語を用いることとする。なお、この点について

は、総合的考察の6において、別途、言及している。

2）柏女霊峰・橋本真紀．保育者の保護者支援一保育指導の原理

　と技術．フレーベル館．2008

3）柏女霊峰・橋本真紀・西村真実・高山静子・山川美恵子・小清水

　奈央．保育指導技術の体系化に関する研究．子ども未来財団．

　2009

H．研究目的

　本研究においては、保育相談支援（保育指導）（以下、そ

れぞれの研究論文中においては、『保育相談支援』と略記

する。〉のための知識や技術、態度などについて主任研究

者らの先行研究を踏まえ、子ども家庭福祉分野における

ケアワーカーとしての保育士が行う保護者支援業務であ

る保育相談支援（保育指導〉について、その体系化を図る

ことを目的として、3か年研究継続研究を実施する。第

1年次目は、3つの研究を実施する。

　研究1では、主任研究者らが平成20年度にこども未来

財団の委託研究として行った『保育指導技術の体系化に

関する研究』において集積した保育所保育士の保育指導

事例シートに関し、意味内容の類似性に着目して、使用

された「保育技術」の類型化を行う。これにより、保育

技術と保育相談支援技術の組み合わせによる保育相談支

援業務の構造化を図る。研究2では、保育相談支援技術

の大きな特徴であるr動作的援助」をさらに詳細に把握

するための観察法について、先行研究や予備観察調査を

もとに検討する。研究3では、施設保育士の保育相談支

援業務について先行研究のレビューを行うとともに、施

設保育士に対する半構造化インタビューを通じて考察す

る。　　　　　　　　　　　　（柏女霊峰・橋本真紀）

2．研究2：保育相談支援（保育指導）における動作的援

　助の把握の方法に関する予備的研究一予備的観察調

　査の結果から一

　保育相談支援に関する動作的援助を把握するための観

察法に関する先行文献研究を行うとともに、候補として

挙がった「事象見本法」の採用適否に関し、2か所の保

育所に対して予備観察調査を実施のうえ検討し、次年度

の調査方法を確定する

3．研究3＝施設保育士の保護者支援、保育相談支援（保

　育指導）の実態把握に関する予備的研究一先行研究調

　査並びにインタビュー調査を通して

　いわゆる施設保育士の保育相談支援業務の把握のため

先行研究レビューを行うとともに、児童養護施設、知的

障害児施設等5種別の施設保育士に半構造化インタビュ

ー調査を実施し、施設保育士の保育相談支援業務の実態

把握と次年度の事例調査のための知見を得る。

倫理的配慮：それぞれの研究に関する固有の倫理的配慮

については、別途、記載しているが、研究計画全体にっ

いて、日本子ども家庭総合研究所研究倫理委員会の承認

を得ていることを付記しておく。

　　　　　　　　　　　　　（柏女霊峰・橋本真紀）

N．研究結果

研究1：保育技術の活用実態に関する研究

1．研究の目的と方法

（1）研究の背景と目的

　平成20年度にこども未来財団の委託研究として行っ

た『保育指導技術の体系化に関する研究』1）では、保育

士による保育相談支援事例から抽出した保育相談支援技

術を26の保育相談支援技術と5つのカテゴリに類別し、

保育相談支援技術の類型化試案を提示した。調査で集積

された148枚の調査票に記載された主たる場面、対象お

よび記載内容の主題からは、保育士は親子関係、生活習

慣、子どもの発達等に着目して援助を行っていることが

把握された。これらの着目点が、保育士の専門的技術の

分類と重複する点は、興味深い結果であった。また、ヒ

アリング調査を通して事例を詳細に聞き取る中で、実践
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事例では、保育相談支援上の目の前の課題に対し、子ど

もを対象とした保育活動においても何らかの反映がなさ

れていた。保育相談支援実践においては保育技術を活用

した援助が行われることも推察され、保育相談支援の成

立には、保育技術が関係することが示唆された。柏女・

橋本2）は、保育技術が保育相談支援の基盤となるとし、

「保育技術と保育指導技術の組み合わせ図」を提示した。

この概念図は、昨年度調査の結果においても有効である

と考えられた。保育相談支援技術の体系化を進めるにあ

たっては、そこで用いられる保育の視点や保育技術を明

確化する必要が認められた。

　本研究の目的は、昨年度調査研究で収集した保育相談

支援実践事例から、保育相談支援で活用される保育技術

を把握することにある。なお、本研究における保育技術

とは、「国家資格である保育士資格所有者が、子どもを対

象として、養護と教育を一体的に行うために用いる技術。

保育実践において、保育の専門的視点に裏付けられた言

動を含む行為」と定義する。

（2）研究の方法

　2008年に実施したr保育指導技術の体系化に関する研

究」の際に収集した148件の保育相談支援実践事例から、

保育の視点が含まれる行為と判断される記述を抽出した。

抽出作業には、15年以上の保育実践経験を有する2名が

あたり合計357の記録単位を抽出した。

　次に、抽出した記録単位を保育所保育指針解説書に示

された5つの保育技術を枠組みとし、先の2名が個々に

分類を行った。両者の分類結果から一致率を算出し、妥

当性を確認した。

　さらに、2名の研究者の分類で一致しなかった記録単

位を再分類し、各カテゴリー内の記録単位を意味内容の

類似性に基づき分類と命名を行った。精査を行う中で、

ひとつの記録単位に複数の保育技術が含まれるものにつ

いては、保育技術の数に分割して分類を行い、最終的な

記録単位の総数は365単位となった。

（3）倫理的配慮

　2008年度の質問紙調査実施の際には、調査の趣旨とと

もに、個人情報の管理と、研究目的以外にデータを用い

ることはない旨を明記し、協力を依頼し、調査用紙の返

送により、同意を得たと判断した。また、本研究にっい

ては、目本子ども家庭総合研究所研究倫理委員会の承認

を得た。

2．結果

（1）5つの保育技術分類

　保育技術の定義に則り、2008年度調査票より保育技術

を抽出し、5つの保育技術の枠組みに従って　分類を行

った結果は以下のとおりである。分類に関する一致率（ス

コットの計算式）は0．891、カッパー係数は0．851と算

出され、一定の信頼性を確保したと判断した。

①保育技術の類型化

　5つの保育技術の枠組みに従って分類された記録単位

を精査し、各カテゴリー内で意味内容の類似性に基づい

て分類と命名を行った。その際、客観性の担保に留意し、

各記録単位から推察される意図等は勘案せず、記述され

た保育士の反応のみに着目し、分析を行った。そのため、

本研究の結果は、記述式調査によって収集したテキスト

データの分類であるという限界を有する。

　その結果、発達援助の技術、生活援助の技術ではそれ

ぞれ9グループ、環境構成の技術では8グループ、遊び

の展開の技術では6グループ、関係構築の技術では16

のグループが構成された。さらに、各カテゴリー内に現

れたグループを、柏女の「保育士の技術の枠組み」図2

－1を援用して「受信型技術」と「発信型技術」に大別

し、整理を行った。

②各類型の特徴と命名

【発達援助の技術】

グループ1「一般的な発達についての見解』

　ここには、「3歳児という年齢は、まだ特定の子と遊べ

ることは少ないと伝え」というような保育士が子どもの

発達を判断する際に用いる一般的な発達の状態像につい

ての見解が集約された。そのため「一般的な発達につい

ての見解」と命名した。

グループ2r発達の状態像の把握』

　rNちゃんも保育者が言っていることを真似して言う

こともある」など、保育士が、具体的な子どもの姿から、

現在の発達の状態像を把握することを示す記述が集約さ

れた。これらを「発達の状態像の把握」と命名した。

グループ3r一般的発達から個別の状態像を捉える』

　これは「一般的な発達についての見解」を勘案し、個

別の子どもの状態像を発達の状態像として捉えるもので

ある。「反抗期があって自我が育ってくるので、自分を出

してくれてるっていうのはいいことだと思いますよ」等、

「発達の状態像の把握」とは発達把握の順序が逆となる

ことが特徴的である。これらを「一般的発達から個別の

状態像を捉える」と命名した。

グループ4「発達的変化を捉える』

　r先生にお話ししようとする姿が見られてきました

ね。」等、具体的な子どもの姿の変容から、発達的な変化

を捉えるものが集約された。それらを「発達的変化を捉

える」と命名した。

グループ5「発達状態の分析」

　ここでは、「きっと、いろいろ上手に話せるようになっ

て話すことが楽しいんでしょうね」というように、具体

的な子どもの姿から発達の状態と子どもの心情を勘案し、

個別の子どもの状態像について分析を行うものが集約さ

れた。これらをr発達状態の分析」と命名した。

グループ6r発達を見通し待つ」

　これは、「そのかかわりの中から○○ちゃんも感じて、

一緒に遊んで少しずつ分かっていけると思います」等の

ように、具体的な子どもの姿に対し、現状の分析を基に
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発達を見通して現時点での関与を継続させるものが集約

された。保育士の特徴的な行為ともいえ、「発達を見通し

待つ」と命名した。

グループ7「発達を見通し受け止める』

　これは、「それもKくんの成長の一歩ですしKくんの一

生懸命な自己主張を受け止めてあげましょうね。」という

ような、保育士が把握・分析した子どもの状態像に対し、

発達の見通しをもって意図的な「受け止め」を行うもの

である。「発達を見通し受け止める」と命名した。

グループ8「行為を引き出す」

　ここには、「来ていた洋服のキャラクターを指さして

「OOちゃん、これなあに？」と、問いかけると嬉しそ

うな、はっきりした口調で「わんわん」と応える」など

のように、子どもの主体的な行為によって発達に伴う機

能獲得が行われるような配慮に基づく保育士の関与にっ

いての記述が集約された。これらを「行為を引き出す」

と命名した。

グループ9「発達の喜びの意図的な表出』

　これは、子どもの行為に認められた成長に対し、保育

士が意図的に喜びを表出するものである。「ついに寝返り

しましたよ。皆で拍手して大喜びしました。Rの両手を

もちバンザイしました」等、成長や行為の獲得について、

保育士の直接的な関与による援助行為ではなく、子ども

自身が感じる喜びをより増幅させ、子どもにとってさら

なる動機を誘発するような保育士の特徴的な行為であり、

「発達の喜びの意図的な表出」と命名した。

【生活橿助の技術】

グループ10「子どもの状態・心情の把握』

　ここには、「Sちゃんお姉ちゃんパンツとっても嬉しそ

うでしたものね。それが、ぬらしたらダメと思い負担に

なっているのかもしれません。」というような、生活場面

における子どもの行為や様子から、個別の子どもの日常

的な状態や変化、個別の子どもの心情を把握する内容の

記述が集約された。これらをr子どもの状態・心情の把

握」と命名した。

グループ11r子どもの状態像の見通し』

　ここには、「今はこぽすことも多いが、徐々に口に入れ

る量もわかってきて、こぽす量も少なくなり、毎日の積

み重ねにより、こぽさず上手に食べられるようになるの

だと伝えた。」というような、子どもの生活行為の獲得に

ついて、現在の状態像を踏まえて次の行為の獲得を見通

す内容の記述が集約された。これらを「子どもの状態像

の把握」と命名した。

グループ12「生活行為獲得のための介助」

　ここには、「手をつなぐことから始めタオルをかける行

為そのものを見せ、次にA男の手にタオルを握らせ、そ

の手を保育士が一緒に握り、フックまで離さないように

する。」等、生活場面における保育士の直接的な介助につ

いての記述が集約された。場面ごとの単なる介助にとど

まらず、子ども自身が生活行為を獲得することを指向す

るものも含まれるため、これらを「生活行為獲得のため

の介助」と命名した。

グループ13「行動見本の提示』

　ここには、r少しでも食べられるように保育者がおいし

そうに食べたり「おいしいね」と会話をしながら楽しい

雰囲気で食事を進めていくことで食べる意欲が少しずつ

見られるようになる」等、子どもの生活場面において、

見本となる行為を提示する内容のものが集約された。見

本となる行為は、保育士が行うものと意図的に視界に入

れる他児の行為も含まれる。模倣から行為の獲得を促す

ことを指向した保育士の直接的関与といえる。これらを

「行動見本の提示」と命名した。

グループ14「適応行為の伝達』

　ここには、「1歳でも善いこと悪いことの区別はつくよ

うに園でもほめたり怒ったりの繰り返しなんです」等、

子どもが生活する上での社会的適応に必要となる行為を

伝達する、保育士の直接的関与についての記述が集約さ

れた。これらを「適応行為の伝達」と命名した。

グループ15「子どもの生活体験の保障』

　ここには、「妹の服を着ようとしたら、止めずにやらせ

てみてください。「Kちゃん（妹）の服着れないね。Aち

ゃんがKちゃんと同じくらい小さい時着れたのにね。A

ちゃん大きくなったんだね」という感じで話してみたら

～」等、失敗も見込んで子どもが自ら生活行為を行う体

験を保障することに関する記述が集約された。これらを

「生活体験の保障」と命名した。

グループ16「状態の見図り』

　ここには、「今はオムツはきたいときはオムツをはいて

少しずつ様子を見ながらすすめていきましょう」等、個

別の子どもの状態を勘案し、タイミングを見計らうなど、

子どもの生活行為の獲得を目的とした個別援助の判断に

かかわるものが集約された。これらを「状態の見図り」

と命名した。

グループ17「生活行為や内容の調節」

　ここには、「お腹が満たされれば遊んでしまうことも多

いので、お子さんの様子を見て、もう食べそうでなけれ

ば早めに切り上げることも必要」など、子どもの主体的

な生活行為可能になるよう、保育士がその行為や内容を

選択、限定、調整するなどの援助が集約された。これら

を「生活行為や内容の調節」と命名した。

グループ18r子どもの主体的な行為の誘発』

　ここには、r食べられた時は、おたより帳にシールを貼

って十分にほめていく」等、子どもの行為がより主体的

に行われることで生活行為の獲得を促す働きかけについ

ての記述が集約された。これらをr子どもの主体的な行

為の誘発」と命名した。

【環境構成の技術】

グループ1g　r人的環境の位置取り』

　ここには、r落ち着くのを見守りなるべく近くに居られ

るようにする」など、子どもを取り巻く人的環境として、
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保育士と子どもの物理的距離やポジショニングヘの配慮

についての記述が集約された。これらをr人的環境の位

置取り」と命名した。

グループ20「言語環境の整備』

　ここは単一の記録単位で構成されるグループである。

「お母さん今の会話S男ちゃん全部聞いてるよ。物の取

り合いはするがそれでダメな子という思いをS男ちゃん

が持たないようにしてほしい」に現れているように、子

どもの周囲で発せられる言葉も、子どもを取り巻く環境

要因として捉え整備を行うものである。保育士による特

徴的な配慮、行動としてグループを構成し「言語環境の

整備」と命名した。

グループ21「時間の保障（待つ）』

　ここは単一の記録単位で構成されるグループである。

「Aちゃんはおたより帳にはるシールをじっくり選んで

いる」に現れるよう、子どもの行為時問を、保育士は待

つことで保障する。「時間」を環境の構成要素の一つと捉

えると、子どもの行為のための時間の保障は環境構成の

技術に属すると判断し、これを「時問の保障（待つ）」と

命名した。

グループ22「時間の可視化』

　こちらも単一の記録単位で構成されるグループである。

「時計の「5」までにやろうね、なんていうのも子ども

は好きですよ」に現れるような、子どもが主体的な活動

の中で時間の区切りを容易に理解することを指向した援

助行為である。保育環境の構成要素である時間を可視化

することは保育環境構成の技術と判断し「時間の可視化」

と命名した。

グループ23「空間の特徴付け」

　これは、「空き箱にしきりをつけて、コップ、箸、ナフ

キン、ハンカチを必ずそこに入れるようにする」等、子

どもの視界に手がかりを組み込み、使用空間の特徴を強

調し子どもの主体的な生活行為を援助する環境構成の技

術である。これらを「区問の特徴付け」と命名した。

グループ24「親和空間の活用」

　これは、「慣れるまでは、すみれ組から入り少しずつS

ちゃんに「もみじ組のお友達と遊んでみようか」と声を

かけていきながらもみじ組へと行く」に現れるような、

子どもの情緒の安定を確保し、その上で主体的な活動を

構成するために、子どもが従来慣れ親しんできた空問を

活用する内容のものが集約された。これらをr親和空間

の活用」と命名した。

グループ25「場面の転換」

　これは単一の記録単位で構成されるグループである。

rAちゃんを抱っこして、ベランダに出て気分転換し、

落ち着いたら部屋に戻り」に現れるような子どもの情緒

の安定を確保し、主体的活動を促せるよう一時的に場面

を転換することは、保育環境構成における空間を活用し

た技術であると判断した。これをr場面の転換」と命名

した。

グループ26「視覚媒体の活用』

　ここには「画用紙で小さなハンコ帳を作る」等、行為

の結果を子どもが視覚的に理解し、さらに主体的な活動

を誘発するために子どもの視界に入る媒体を利用するも

のが集約された。これらを「視覚媒体の活用」と命名し

た。

【遊びを展開する技術】

グループ27r遊びの状態の把握」

　ここには、「確かにごっこ遊びでなりきったり、一人で

遊ぶことはありますね」等、子どもの遊びに焦点化し、

個別の状態を把握するものが集約された。これらを「遊

びの状態の把握」と命名した。

グループ28r遊びへの勧誘』

　ここには、「Yくん、一緒にOOしない？Yくん上手だ

よね。やってみる？」と誘いかける」等、保育士が直接

的に子どもを遊びに誘う働きかけが集まった。これらを

「遊びへの勧誘」と命名した。

グループ29「遊び行為の意識づけ』

　ここには「いつも描いているときに褒め言葉を入れて、

声をかけています」等、子どもの遊びにおける行為を子

ども自身に意識づけ、子どもが自信を持っことで、さら

に遊び行為を促すような働きかけが集約された。これら

を「遊び行為の意識づけ」と命名した。

グループ30「遊び体験の提供』

　ここには、「赤ちゃん体操をすると、とっても気持ち良

い表情をします。コチョコチョとこそばすと大声で笑い、

続きを待っているので何度も繰り返しました。」等、保育

士から子どもに遊び行為を働きかけ、子どもがそれを楽

しむ、という保育士から働きかける遊びによる体験の提

供に関する記述が集約された。これらをr遊び体験の提

供」と命名した。

グループ31「遊び体験と体感の提供」

　ここには、「一緒に遊ぶことで関わり方や楽しさを知ら

せていっているんですよ」等、子どもの主体的な行為で

ある遊びを子どもの体感として提供する中に、保育士の

配慮を介在させるものが集約された。これらを「遊び体

験と体感の提供」と命名した。

グループ32「遊びの連続性の保障』

　これは単一の記録単位で構成されるグループである。

rSちゃんが好きだった遊び等をもみじ組の担任にも伝

え」というように、環境の変化を経ても、子どもが主体

的に取り組む遊びの継続が可能になるような保育士の働

きかけである。

【関係構築の技術】

グループ33「性格傾向の把握」

　ここには「Aはとても繊細で感受性豊かな子。大人の

態度により不安になったり、自信をなくしてしまう子で

ある。」など、子どもと保育士との関係を基盤として個々

の子どもの性格傾向を把握することに関する記述が集約

された。これらを「性格傾向の把握」と命名した。
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グループ34（生活）行為に表出する心情の把握

　ここは、「まだ遊びたかったAくんは、母親の方をちら

っと見て、すぐには立ち上がろうとせず遊び続けた」等、

子どもと保育士または保護者や友だち等の関係性を踏ま

えた上で、子どもの行為に現れる心情の把握についての

記述が集約された。これらを「（生活）行為に表出する心

情の把握」と命名した。

グループ35（生活）行為からの関係把握

　ここは、「S児が登所すると、保育と一緒にN児も「お

はようSちゃん」と声をかけるようになりS児も喜んで

母親と別れられるようになって」というように、子ども

の生活行為から子ども同士や親子の関係性を把握するこ

とに関する記述が集まった。これらを「（生活）行為から

の関係把握」と命名した。

グループ36「日常行為を用いた心情の確認」

　ここには、「じゃあ、一緒にバイバイする？と誘う」等、

保育士と子どもの関係性を基盤とし、尋ねる、誘う、と

いった日常的な行為を用いた子どもの心情確認について

の記述が集約された。これらを「日常行為を用いた心情

の確認」と命名した。

グループ37「身体接触を伴う受容』

　ここには、「しばらく抱いたり、手をつないでいると」

等、子どもの情緒の安定を図るために抱っこやおんぶな

どの身体的接触を伴う受容を行うことについての記述が

集約された。これらを「身体接触を伴う受容」と命名し

た。

グループ38「身体接触による感情・心情の伝達』

　ここには、「抱っこしたらRは嬉しそうに笑顔を見せ頭

をもたれて安心しきった表情、あんまりかわいくって思

わず「チュ」としちゃいました」等、抱きしめる、撫で

るなどの身体接触を用いて保育士の心情を伝達すること

についての記述が集約された。これらを「身体接触によ

る感情・心情の伝達」と命名した。

グループ39「情緒的接触』

　ここには、「新しいクラスや環境などで疲れていること

を伝え、一緒にいることが実感できる時間が少しでもで

きれば」等、子どもとしっかり向き合う、二人で話をす

る、といった必ずしも身体接触は伴わずとも、情動的な

交流によるふれあいに関する記述が集約された。これら

を「情緒的接触」と命名した。

グループ40「儀礼の活用（握手、いただきます、挨拶な
ど）』

　ここには、「母親と握手で別れ、ほめて一緒に遊ぶ」等、

子どもの生活の中で行為の区切りとして日常的に用いら

れる儀式的な行動様式を援用し、子どもが気持ちを切り

替えられるような援助についての記述が集約された。こ

れらを「儀礼の活用（握手、いただきます、挨拶など）」

と命名した。

グループ41r迎え入れ」

　ここには、「Aちゃん、おはようと声をかける」等、そ

の日最初の子どもとの対面の際に、単なる　挨拶ではな

く、積極的に迎え入れ子どもの意識を保育士に向けるよ

うな働きかけについての記述が集約された。これらを「迎

え入れ」と命名した。

グループ42r気持ちの調整』

　ここには、「お母さんが不安な顔でいるとOOちゃんも

不安になるので元気に送り出してみて下さい、と伝える」

等、子どもの情動の動きに対して、大人も情動を動かせ

て子どもの情動を膨らませたり、鎮静化させるための働

きかけ4）についての記述が集約された。ここでは、これ

らをr気持ちの調整」と命名した。

グループ43「心情の言語化」

　ここには、「Rちゃん、ママが大好きで離れたくないん

だね」等、保育士が子どもの心情を理解し、言語化して

子どもに返すような働きかけについての記述が集約され

た。これらを「心情の言語化」と命名した。

グループ44r代弁』

　ここには、rまた、そんなやって逃げて本当はお迎えに

来てもらって嬉しいくせに、わざとするんだから。と一

言」等、保育士が理解した子どもの心情を他者に伝える

ことに関する記述が集約された。これらを「代弁」と命

名した。

グループ45「関係の中の行為の意識づけ』

　ここには、rお母さん、約束守ってくれたね、良かった

ね。と、保育者が声をかけ」等、保育士と子ども、また

保護者も含めて2者間もしくは3者間の関係の中で行わ

れた行為を対象者に意識づけるような働きかけが集約さ

れた。これらを「関係の中の行為の意識づけ」と命名し

た。

グループ46r関係性における見通しの提供」

　ここには、「保育者がAちゃんを抱き上げ、「お迎え早く

来てくれるからね」と、声をかけ、母親にも「大丈夫です

よ」と声をかける」等、保育士と子ども、また保護者も含

めて2者間もしくは3者問の関係を基盤とし、それらの関

係がどのように展開するかを子どもに提示することに関

する記述が集約された。子どもが安心して関係を継続させ

ることが可能になるよう配慮された援助である。これらを

「関係性における見通しの提供」と命名した。

グループ47「行為を通して関係をつなぐ』

　ここは、rみんなの中に入れるように遊びの中に一緒に

入ったり」等、保育者が子どもと他者との関係をつなぐ

ことを目的とし意図的に子どもの行為を構成する内容に

関する記述が集約された。これらを「行為を通して関係

をつなぐ」と命名した。

グループ48「他者との関わりを誘発する行為を促す」

　ここは、「お母さん喜ぶから見せてね」等、保育士が直

接的に介在せずとも、子どもの主体的な行為が他者との

関係を結ぶ、または強化するような仕掛けを施す内容の

記述が集まった。それらを「他者との関わりを誘発する

行為を促す」と命名した。

37



日本子ども家庭総合研究所紀要　第46集

③受信型技術と発信型技術

　5つのカテゴリーのうち環境構成の技術を除く4つの

カテゴリーにおいて、それぞれ受信型技術と発信型技術

に大別された。結果を「表2保育技術類型表札」に示す。

　全体の度数をみると、受信型援助の総数は144、発信

型援助の総数が221で発信型援助が多い傾向にあるが、

ほぼ4割を受信型援助が占めることも特徴的である。

【発達援助の技術】

　発達援助技術では、9項目のうち7項目が受信型援助、

2項目が発信型援助に大別された。度数を見ても受信型

援助40、発信型援助2と受信型援助が顕著に多いことが

見て取れる。

【生活援助の技術】

　生活援助の技術では、9項目のうち、受信型援助が2

項目、発信型援助が7項目となった。度数をみると受信

型援助が28、発信型援助が78で発信型援助が顕著に多

い結果となった。

【環境構成の技術】

　ここでは8項目（度数18）すべてが発信型援助となっ
た。

【遊びを展開する技術】

　遊びを展開する技術では、6項目のうち受信型援助は1

項目のみで発信型援助は5項目であった。度数をみると、

受信型援助7、発信型援助14と項目数での割合に比べ、

受信型援助の度数が比較的多いことも特徴的である。

【関係構築の技術】

　関係構築の技術では、16項目のうち、受信型援助は5

項目、発信型援助は11項目となった。度数をみると受信

型援助は69、発信型援助は96である。

3．考察

（1）保育指導における保育技術の活用傾向

　分類の結果、保育相談支援においては、関係構築の技

術、生活援助の技術、発達援助の技術が多用される傾向

にある一方で、環境構成の技術や遊ぴの展開の技術が顕

著に少ない傾向にあることも把握された。保育相談支援

事例場面の約半数が、送迎時であったことから、送迎時

における保育相談支援の特性であるとも考えられた。し

かし、それを勘案しても、遊びの展開や環境構成に関す

る技術の使用は、他の保育技術に比較して極端に少ない

傾向にあるといえる。従って、保育相談支援においては、

より子どもの生活に密着した関係構築や生活援助、発達

援助の保育技術が活用されやすい傾向を示唆するものと

捉えられえた。従来、保育士による子育て支援の特性と

して、「大人と子どもの遊び」が強調され、出前保育や遊

びサークル等が実施されてきた。しかし、分類の結果か

ら、保育士による保護者支援とは、子どもの生活とより

密着した事象を通した支援であると考察された。その中

でも、関係構築の技術の占める割合は最も多く、本調査

で収集された保育相談支援事例で活用される保育技術の

半数近くに上ることも特徴的といえる。関係構築の技術

は、保護者支援において重要な役割を有する技術である

可能性も示唆された。

（2）保育技術の類型化

①受信型技術と発信型技術

　分類の結果、保育技術は環境構成を除く他の項目すべ

てにおいて受信型技術と発信型技術に大別された。保育

実践において、どの保育技術においても受信型技術と発

信型の技術の存在を示した柏女の示唆とも合致する3）。

　受信型技術は、子どもの状態像や心情の把握、分析等

が各項目間でも共通する技術として存在し、日常的な保

育実践の中で実施されていることを示唆するものと考え

られた。これまで、保育技術という文言の定義や、保育

の実践現場と研究者間で共有される認識が存在したとは

言い難い。保育士が、基本的姿勢とされる「受容・共感」

を、どのような技術で体現するかを示すには、子どもを

対象とした保育技術を改めて抽出することを目的とした

調査が必要で、さらに具体的技術を精査し、受信型技術

の内容を明らかにすることが重要課題と考えられた。

　本調査において、受信型技術と発信型技術の度数を単

純に比較した場合、発達援助の技術においてのみ、受信

型技術が顕著に多く現れた。生活援助の技術、遊びの展

開の技術、関係構築の技術においては、発信型技術の方

が多く見られ、環境構成の技術における受信型技術の抽

出は0であった。環境構成の技術や遊びの展開の技術は、

母数そのものが些少であること、そもそも本調査が保育

士の保護者支援である保育相談支援事例であること、記

述者の意図的な行為のみが記述される文書であることな

ど本調査の有する限界からの影響もあると考えられる。

それらを踏まえた上で、受信型援助は発達援助の視点を

持って行われるアセスメントに類似し実際の援助は生活

援助、環境構成や遊びなどの技術が用いられるのではな

いかとも推察できる。また、分析対象とした調査票が収

集された保育相談支援事例の主たる場面は、朝夕の送迎

時56．7％を占めたことも、各保育技術の抽出数の多寡に

影響を及ぽしていることが考えられる。そのため、環境

構成の技術や遊ぴの展開の技術に関する記述が少ない結

果となった。

②5つの保育技術内の傾向に関する考察

・保育技術の命名と定義

　本研究では、実践事例より保育の視点が含まれる行為

と判断される記述を抽出し、保育技術の定義に則り、2008

年度調査票より保育技術を抽出し、5つの保育技術の枠

組みに従って分類を行った。さらに、5つの保育技術カ

テゴリー内で、内容の類似性に基づいて分類を行い、各

グループに共通する内容から技術名を付帯し、定義を検

討した。現段階における各技術の命名と定義を表3に示
す。

【5つの保育技術内の傾向】

　5つの保育技術項目に属する細目となる保育技術は、
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大カテゴリーの特性に沿って用いられる。事例の対象年

齢ごとに展開される技術や事例の文脈、保育所保育指針

における保育の実施上の配慮事項などから、細目を保育

士の関与の様態によって列挙すると、それぞれに一定の

方向が示唆された。

【発達援助の技術】

　発達援助の技術としては、9つの技術が抽出された。

発達援助の技術には、受信型技術が比較的多く出現した

ことは記述のとおりである。

　ここでは、一般的な発達の把握から、個別化を図り、

見通しを定め、子どもの行為を引き出し、子どもの変化

や働きかけに意図的に反応を示す、という関与形態の推

移がうかがえた。冒頭に列挙された「一般的な発達にっ

いての見解」に関しては、保育士が発達を捉える基準と

なるものではあるが、検討の結果、r見解」は技術体系に

属するものではなく、むしろ技術の基盤となるr知識」

であるという結論を得た。

　ここに属する受信型技術は、発達援助の知識を基盤と

して、状態像を把握、分析し、子どもの成長発達を見通

すものであり、発達援助にはこういった受信型の関与形

態が必須となることが示唆された。そして、発信型技術

による子どもの発達援助を目的とした直接的関与は、生

活援助や環境構成、遊びの展開において体現されるもの

と推察された。保育所保育指針に示される教育とは、子

どもが健やかに成長し、その活動がより豊かに展開され

るための発達である。したがって、これらの技術は、保

育士の行う教育的関与に必要な技術として捉えることが

可能である。保育所の教育的機能の明確化を進める上で

も、保育士によって、これらの技術が目的を伴って用い

られることが重要と考えられた。

【生活援助の技術】

　生活援助の技術としては、9つの技術が抽出された。

関与形態としては、子どもの状態・心情の把握、見通し

を持つという受信型援助を経て、行動見本の提示等の直

接的関与から、状態の見図りや生活内容の調節等の間接

的関与、そして子どもの主体的行為の誘発へ推移すると

考察された。保育士による子どもの生活援助とは、一場

面において、子ども自身が出来ない行為に対し手を貸す

ことで完結するものではなく、子どもが主体的に生活す

るカを酒養することを指向するものであることが確認さ

れた。それは子どもの成長発達に伴う生活技法の獲得に

対する援助である。したがって、保育士による子どもの

生活援助には、教育的配慮が存在すると考察された。

【環境構成の技術】

　環境構成の技術としては、8つの技術が発現した。保

育士の位置取りや言語環境等の人的環境、そして時間の

保障や可視化といった、時間を環境の構成要素と捉えた

働きかけ、さらに親和空間の活用や視覚媒体の活用など、

空間の活用の技術が存在し、子どもの安定を図るための

環境から、徐々に子どもが主体的に活動できるような環

境構成へと続く傾向がうかがえる。環境構成については、

他の技術のように子どもに対する直接的関与があるわけ

ではない。しかし、保育所保育指針の示す保育の特性で

ある環境を通して行う保育を実施する上で、環境への働

きかけは不可欠である。環境構成においても、子どもの

情緒の安定を図った上で、主体的活動を導くことを指向

する。環境構成は、保育士による養護的配慮、教育的配

慮を伴う技術の一つと推察する。ここに発現した8つの

技術は環境構成の技術の一部であり、既述のとおり、実

際の保育場面を対象とした更なる調査研究が必要である。

【遊びを展開する技術】

　遊びを展開する技術としては、6つの技術が抽出され

た。状態の把握から遊びへの勧誘、体験の提供、そして

遊びの連続性の保障へと、保育士が提供する遊びから、

子どもの主体的な活動としての遊びへと段階的に移行す

る。受信型技術に位置づくものは、遊びの状態像の把握

のみであるが、発信型技術と捉えられがちな遊びの展開

の技術に、受信型技術が存在することが把握されたこと

の意義は大きい。遊びが子どもの主体的な活動として展

開されるには、個々の子どもの嗜好や遊びの様態を把握

することに起点を置くことを示唆するものである。それ

は　同時に、遊ぴにおける子どもの情緒的安定の様態の

把握である。したがって、遊びの展開においても、養護

的配慮に基づく援助が行われていると考察された。

【関係構築の技術】

　関係構築の技術としては、16の技術が抽出された。性

格傾向や心情の把握等、個別化にかかわる技術が受信型

技術として存在する。そして、情緒的接触等の情緒の安

定を図るための働きかけ、儀礼の活用、迎え入れ等によ

る子どもの気持ちの転換、さらに代弁や関係の中の行為

の意識づけ等によって子どもと他者を媒介し、徐々に子

ども自身が他者との関係を構築する方向へ援助が展開さ

れることが示唆された。

　関係構築における受信型技術は、子どもの性格傾向や

心情の把握、確認など、子どもの現在の状態をありのま

まに受け止めるものである。保育士による子どもとの関

係構築は、何らかの働きかけから開始するものではなく、

子どものありのままの姿を理解することから始まるもの

であることが把握された。発信型に分類された技術を見

ると、情緒的接触や儀式の活用等、子どもの情緒的安定

の確保に関わる技術が現れた。そして、子どもの気持ち

を調整や、心情の言語化等、子どもの心情に働きかける

技術が現れ、子どもの心情をごまかさずに働きかける関

係構築の様態が把握された。これは、保育士が子どもと

の信頼関係を構築する際の特徴的な様態とも推察された。

さらに、関係の中の意識づけや、行為を通して関係をつ

なぐ等の技術は、保育士と子どもの2者の関係から、子

どもと他者の関係に保育士が介在する3者の関係に関わ

るものとして関与の様態を変化させ、子どもに関わる関

係援助が展開されると考察された。3者の関係において
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は、子どもがより主体的に他者との関係を取り結ぶこと

を指向した援助がなされることが特徴的といえる。

　この3者の関係を念頭に置いて、抽出された関係構築

の技術を概観すると、子ども同士の関係および保護者と

子どもの関係をよりよいものに導こうとする意図が推察

される。特に保護者と子どもを含む3者の関係を焦点化

すると、心情の言語化によって、「ママがしばってくれた

の？かわいいね」と子どもに言葉を返す際には、子ども

から保護者への良い感情が強調される。このように保育

の中で行われる、子どもを保護者に近づけるための配慮

に基づく行為は保護者を対象とした行為とは言い難いが、

子どものみを対象とした保育行為とも断言できない。こ

れらは「子どもと保護者を対象とした」行為であり、子

どもを保護者により近づけることで、保護者から子ども

への良い感情を生起する、という循環を作り出すものと

も考えられた。こういった働きかけが、子どもを対象と

した保育行為なのか、保護者を対象とした保育相談支援

なのか、という問いには、保育と保育相談支援を実践す

る保育士が、働きかけの意図をどちらに置いているかが

分水嶺となる。現在のところ、明確な意図をもった働き

かけであるとは言い難い。それは、親子への支援を行っ

ていないことを示すものではなく、むしろ両者を総合的

に捉えて実践が行われているのではないかと推察された。

保育相談支援には、子どもに対する働きかけも含まれる

ことを踏まえると、今後、保育士が対象者を意識して、

固有の技術を意図的に使い分けることが求められる。

【保育技術の様態の変化】

　各カテゴリー内の、保育技術の様態の変化には、共通

した傾向が見いだせる。それは、受信型技術による受容

的援助を経て、保育士の直接的かつ主導的援助から、子

どものより主体的な行動を導く問接的援助へと展開する

点である。保育技術は、5つのカテゴリーそれぞれにお

いて、子どもの情緒の安定を確保し、子どもが主体的に

人や環境に関わるカを育てるための段階的な活用が示唆

された。養護と教育が一体的に展開されるという保育所

保育の特性が、技術面からも把握された。

【事例の検討】

　保育技術の様態変化について、昨年度調査研究で事例

を詳細に聞き取ったヒアリング調査事例から、保育技術

を抽出し、時系列に沿って列挙し、保育技術の様態変化

について検討を試みた。以下、表4に結果を示す。

　本事例は、乳児クラスでのトイレトレーニングを主題

とした保育相談支援実践事例である。ここから保育の視

点の含まれた言動を含む行為を抽出し、それぞれ本研究

によって得た保育技術類型について、カテゴリー毎にア

ルファベットA－Eを付帯、各カテゴリー内の列挙順に番

号を付帯したものから、各技術に合致するものを付した。

　その結果、トイレトレーニング開始前はB1からB3、

つまり生活援助の技術のうち受信型技術を含む初期のも

のが現れた。トイレトレーニング開始時は、A2およびB

7、B8が出現した。発達援助の技術の初期段階の受信型

技術と、生活援助技術の後期段階のものである。トイレ

トレーニング初期には、B1、B8およびE2が現れた。生

活援助の技術の受信型技術と後期段階の技術、そして関

係構築の技術の受信型技術である。トイレトレーニング

中期では、A6、発達援助の技術の後期段階に用いられる

技術が位置する。トイレトレーニング終了期には、A5、

発達援助の技術の後期段階のものである。

　これらの結果を概観すると、保育技術は、初期段階に

位置する受信型技術を常態的に用い、状況を参酌しなが

ら発信型技術が適宜援用されており、また、5つのカテ

ゴリーの技術を複合的に使用していることがうかがえた。

したがって、保育技術の段階的使用については、緩やか

な段階的使用が行われているのではないかと推察された。

　ヒアリング事例はあくまでも保育相談支援実践に関す

る調査であり、保育実践の詳細な聞き取りを目的とした

ものではなく、実践事例の時間的経過について厳密な確

認を行ったものではない。さらには調査対象者の意図的

な行為のみがデータ化され、それ以外のものが抽出され

ていないこと等の限界を有する。保育技術の段階的使用

についての検証には、実際の保育場面からの実証的研究

の実施が必要である。

（3）保育相談支援（保育指導）における保育技術の活用

　　　実態

　本研究の結果、保育相談支援実践において、多岐にわ

たる保育技術が用いられていることが明らかとなった。

その中でも、より子どもの生活に密着した関係構築や生

活援助、発達援助の保育技術が活用されやすい傾向が示

唆された。

　保育相談支援において活用される保育技術の類型から

は、5つのカテゴリー内の保育技術の様態の変化には、

受信型技術による受容的援助を経て、保育士の直接的か

つ主導的援助から、子どものより主体的な行動を導く間

接的援助への展開が共通した傾向として現れた。保育技

術は、子どもの情緒の安定を確保し、子どもが主体的に

人や環境に関わるカを育てるための段階的な活用が示唆

された。それは、保育所保育指針の明示する保育の特性

である「養護と教育の一体的実施」が技術面からも展開

されていることを示すものでもある。

　このような保育技術を基盤として行われる保育相談支

援技術は保育士固有の技術である。保育士固有の技術で

ある以上、これらが意図的に活用されていることが、保

育士の専門性を確立する盤石な礎となる。

　　　　　　　（西村真実、山川美恵子、橋本真紀）

1）柏女霊峰（主任研究者）．保育指導技術の体系化に関する研

　究．財団法人こども未来財団．2009

2）柏女霊峰・橋本真紀．保育者の保護者支援．フレーベル館．2008

3）柏女霊峰．子ども家庭福祉サービス供給体制一切れめのな

　い支援を目指して一．211．2008
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柏女他：児童福祉施設における保育士の保育相談支援（保育指導）技術の体系化に関する研究（1）

4）鯨岡峻．ひとがひとをわかるということ間主観性と相互主

　体性．ミネルヴァ書．172．2006

研究2：保育相談支援（保育指導）における動作的援助の

　　　把握に関する予備的研究一予備的観察調査の結

　　　果から一

1．研究の目的

　本研究の目的は、保育所保育士の保育相談支援技術に

おける動作的援助技術を把握することにある。本稿では、

次年度に実施予定の観察調査における標的行動、観察の

視点（カテゴリの検討）、観察調査の方法、分析視点を捉

えることを目的として行った予備調査の結果を報告する。

　主任研究者らは、先行研究Dにおいて保育相談支援に

おける言語的、動作的援助技術を抽出したが、エピソー

ド記述の分析であったことも影響し、動作的援助技術の

把握に限界を有していた。しかし、保育相談支援の基盤

となるr保育」は、身体接触を含む直接的援助であるこ

と、保育所保育はその方法において環境を通して行うな

どの特徴があり、動作的援助の重要性は看過できない。

そこで本研究では、保育相談支援における動作的援助の

把握を目的として観察調査を行うこととし、本年度は予

備的調査を実施し、保育相談支援の動作的援助の把握に

関する妥当な調査方法を検討することとした。

　なお、保育相談支援の動作的援助をより幅広く検討す

る手段として、観察調査の一つである事象見本法を採用

する。観察法における事象見本法とは、ある特定の行動

に焦点をあて、その行動の生起の過程、経過、さらに結

果と影響をその時の状況の文脈のなかで組織的に観察す

る方法である2）。事象の過程を観察したい場合に用いら

れ、文脈的・質的なデータの収集に適している。本研究

班が確認した範囲では、事象見本法による保育相談支援

の研究は認められなかったが、一過性の行動をより忠実

に記録する本調査法を用いることで、保育相談支援にお

ける動作的援助のより詳細な抽出が可能になると判断し

た。ただし、事象見本法には、①事象の設定、②カテゴ

リの作成、③予備観察、④③に基づく②の修正、⑤観察、

⑥分析までの手順がある3）。事象見本法を用いる際には、

先行研究のみに基づき作成されたカテゴリでは分析に不

十分な場合があり、分析カテゴリの妥当性を、予備的観

察を通して吟味しておく必要がある。

　そこで本年度は、予備調査結果から事象見本法による

観察調査で採用するカテゴリ、標的行動、観察の方法に

ついて検討を行う。次年度研究の分析視点については、

本研究結果や先行研究を踏まえ総合的に考察を行う。

2．研究の方法

　観察調査に際しては、事前に施設長宛に「観察調査ガ

イド」（巻末資料参照）を送付し、電話でガイドを手がか

りに観察調査開始、終了時間、手続き、観察調査対象等

打ち合わせを実施した。当目は、観察時間30分前に対象

クラスに入室、保育士、子どもを対象に観察調査への協

力依頼と説明を行った。時間配分、観察位置、手順は、

現場の状況に合わせ対応した。

（1）調査対象

　都市部の公立保育所、私立保育園各1箇所。

（2）調査方法

　調査方法：自然観察法における組織的観察。

　調査期問：平成21年9月30日（水）、10月16日（火）

　調査時間：通常保育時間から延長保育時間2時間

　　　　　（16：00～18：00）。なお前年度の先行研究に

　　　　　おいて、夕方の送迎時の事例が43．9％を占め

　　　　　たことから、夕方送迎時に観察調査を行った。

（3）分析方法

①次年度調査の分類カテゴリの検討手続き

　本調査は、次年度の事象見本法による観察調査の予備

調査の位置づけにあり、次年度調査の際に用いるカテゴ

リの検討を一っの目的としている。そこで、本調査の8

事例を分析し次年度の本調査において行為、動作等を分

類するカテゴリ試案を作成した。DVDの映像から主とし

て対象保育士の動き（行動、姿勢、表情等）を抽出し記

録。記録内容を、保育士の一つの行動（動作、表情、行

為、視線の動き等）を単位として分割し、記録単位とし

た（例：「笑う」）。記録単位を内容の類似性で分類し、分

類ごとに表札を付帯。表札の抽象度を検討し、下位カテ

ゴリ、中位カテゴリ、上位カテゴリを作成した。

②次年度調査における標的行動と分析視点の検討手続き

　観察された8事例の対象（保護者、子ども）、観察場所、

観察時間、開始と終了時の状況を分析フォームに抜粋、

データとし、本調査の標的行動を検討した。さらに、8

事例の中で保育士の動作が多く観察されていると研究員

が判断した1事例を選定しエピソード記録を作成、本調

査の分析視点について討議を行った。

③次年度調査の方法の検討手続き

　本調査を行った調査員4名が、調査終了後に課題を記

述。記述された課題の内容を整理し、本研究班で検討を

行った。

（4）倫理的配慮

　観察調査にあたっては、事前に調査対象園の施設長宛

に調査の趣旨と目的、倫理的配慮、調査手順を記載した

依頼文を送付した。依頼文発送の数日後に、電話により

再度、調査の目的、手順及び以下の倫理的配慮の詳細な

説明を行い、ビデオカメラによる撮影を含む調査への協

力と、報告書並びに研究における事例の分析結果の公表

の了解を得た。倫理的配慮としては、得られたデータは

個人情報の厳密な管理を行い研究以外の目的には用いな

いこと、本調査の目的は保育相談支援技術の抽出にあり、

保育士個人の資質や能力等に言及するものではないこと、

結果は報告書を作成し送付することの3点を伝えた。
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3．結果

（1）保育相談支援事例の検討

①本調査で把握された保育相談支援事例の概要

　本調査では、私立園で3事例、公立園で7事例、計10

事例が観察された。本調査の目的が、保育相談支援にお

ける動作的援助技術の把握にあることから、観察時問が

2分以上に及び、保育士の保護者への働きかけが明確に

把握された8事例を分析対象とした。各事例の属性は表

5のとおりである。

　8事例中、1事例は父親を対象とした事例であった。

倫理的配慮から事前に被観察者を選定していただくよう

依頼したことが影響し、保育士の年代は20代が8事例中

6事例を占めた。観察された保育相談支援の所要時問は、

2分～22分と幅が認められ、平均8．6分であった。事例

は、保育士からの接近や挨拶から開始され、挨拶で終了

することが多い（8事例中6事例）ことが把握された（表

6）。観察場所は、保育室（延長保育時の場所を含む）、

廊下であった。

②保育相談支援事例の検討

　保育相談支援における動作的援助の範疇には、「うなず

き」等仕草のレベルから、先行研究で抽出した「行動見

本」等行為レベルまでが含まれる。本研究において動作

的援助をどのレベルで捉えるか検討が必要である。そこ

で、兄弟喧嘩への対応という複雑な要素を含み、保育士

の多様な動作が観察された1事例のエピソード記述とそ

の解説を作成、検討した。結果は、巻末資料に添付した。

③保育相談支援における動作の検討

　観察事例の動作に着目して分析を行った結果（表6）、

下位カテゴリは14の中位カテゴリに、中位カテゴリは6

つの上位カテゴリに集約された。上位カテゴリは、「距離」、

「姿勢」、「行為」、「表情・視線」、「言語的援助」、「その

他」であった。

　動作的援助の下位カテゴリの記録単位で最も多かった

のは、「身振り」33記録単位であり、「笑顔」（29記録単

位）が続く。中位カテゴリにおいても、「身振り」が18，4％、

「表情」が13．8％と動作的援助の中で高位となった。保

育相談支援においても、言語以外の表現方法を積極的に

用いる保育士の様子が窺えた。本調査の観察事例の多く

は、保育士から対象者への接近で開始され、保育相談支

援開始時の接近方法、姿勢取りの型が把握されている。

また、最も多くの型が捉えられたのは視線であった。特

にクラス担当の保育士の視線は、保育相談支援の開始、

終了前後は、対象の親子と他の児童の交互に行きかう様

子が認められた。一方で、クラス担任ではない保育士の

視線は、終始対象の親子に向けられていた。クラス担任

は、他の子どもと対象となる親子の状態を見極めながら

介入のタイミングを見計らうことが必要になる。多様な

視線の型は、保育と並行して実施されることが多い保育

所の保育相談支援の特徴といえる。

（2）観察方法について

　観察方法の課題については、研究会で検討された意見

を下記に列挙する。

・保育室では他児の声や保育室の音をマイクが拾い、会

　話が録音できていない事例が多かった。

・映像が保育士に焦点化しすぎて、保護者の反応が把握

　できない事例もあった。音声を確実に拾う、保育士と

　親子の全体を一定して捉えるため、撮影の時間、場所、

位置、機材の検討が必要である。

・被観察者がビデオを意識し言動が制限された事例もあ

　った。

・観察された10事例の中には、挨拶や簡単な立ち話と解

　釈される事例もあった。保育士が共有する動作的援助

　の技術を抽出するためには、一定の事例数が必要であ

　り、かつ援助の意図を確認するための事後のヒアリン

　グが必須である。

・予備調査では、被観察者を限定したため、対象保育士

　の経験や援助対象となる子どもの年齢が限定され、保

　育相談支援の事例を十分に観察できない事態が生じた。

　調査対象選定への配慮が必要である。

・掲示、空問配置等も、録画しておく必要がある。

4．考察　事象見本法による観察調査に向けて

　本年度の調査結果を踏まえ、次年度の観察調査に向け

て、標的行動、観察視点、観察方法の検討を行った。

（1）標的行動一観察事例と対象一

①対象者の選定

　本研究の目的は、保育士が共有する保育相談支援技術

の抽出にある。看護領域では、技能習得段階を実践経験

が無い初心者レベル、新人レベル、一人前レベル（同様

の状況で2～3年の勤務経験有）、中堅レベル（全体を認

識できる）、達人レベル（膨大な経験を有し直感的に状況

全体の深い理解から行動する）に類型化している4）。この

段階を敷術して本研究の被観察者を検討すれば、一人前

から達人レベルに共有される保育相談支援技術の抽出が

必要となる。そこで次年度は、1園で一人前と達人レベ

ル2名の保育士に観察を依頼したい。

②分析単位

　次年度の観察調査では、本調査事例の概要を踏まえ、

保育士が保護者に接近、関与を開始してから内容が継続

している一連の過程を分析単位とする。本調査の事例が、

最大22分であったことから、事例の撮影時間は20分を

目安とする。

（2）観察の視点

　本調査の結果から把握された中位カテゴリ、上位カテ

ゴリを他の先行研究の結果を踏まえて精査し、次年度の

観察調査で採用する動作的援助の分類カテゴリを作成す

る。詳細は、分析視点と合わせ他の先行研究も踏まえ、

総合的考察3において論述する。なお、冒頭でも述べた

ように、環境構成は保育所保育士の専門的技術として重

要な位置を占めている。次年度は、掲示物、空間配置等
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も専門的技術の範疇と捉え分析対象とする。

（3）観察方法

①観察場面

　本調査が対象とした送迎時の保護者対応は、保育の延

長上に位置づけられる保護者との連携行為ともいえる。

また、クラス担任保育士による保育相談支援は、保育と

並行して実施される。そのため、保育士側に保育相談支

援という明確な意識がない事例、保育、保育相談支援い

ずれを目的とする動作か判断不能な事例も捉えられた。

そこで次年度は、保育人数が少なくなる延長保育の遅い

時間帯で観察を行い、観察後にインタビューを実施し保

育士の意図を聞き取ることによって、観察状況の統制や

意図の把握を行うこととした。

②事例の観測数

　専門的技術は、意図的な働きかけであるため、意図の

有無と内容の確認が必要である。そこで、本研究班では、

保育相談支援における動作的援助技術の仮説生成を目的

として、少数の事例から動作的援助技術の抽出とその意

図の把握を行う。

③観察時の配慮事項

　次年度の観察調査においても、同時的な記録の保管、

一過性の行動の正確な記録を目的とし、ビデオ録画を採

用する。ただし本調査の結果、目常行動が抑制されるこ

とが把握された。本調査では、2時間に渡り撮影を行っ

た結果、被観察者が徐々に撮影に慣れることが観察され

ている。次年度は、より自然な状況を捉えるため、観察

前に保育所の訪問する、観察調査対象時間の1時間以上

前から撮影するなどの工夫を行う。さらに音声の収録に

は、ビデオカメラに合わせてI　Cレコーダー使用許可を

得ると共に、撮影位置等にも留意したい。

　　　　　　　（橋本真紀、水枝谷奈央、高山静子）
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研究3：施設保育士の保護者支援、保育相談支援（保

　　　　育指導）の実態把握に関する予備的研究一先

　　　　行研究調査並びにインタビュー調査を通して

1．研究の目的

　保育士の働く職場は、保育所だけでなく、多岐にわた

っている。しかしながら、生活施設や通園施設など、保

育所以外の施設に配置されている保育士の保護者支援、

保育相談支援（保育指導）（以下、「保育相談支援」と略

記する。）に関しては、保育所保育士と同じキーワードで

検討が加えられることは少ない。しかしながら保育士と

いう専門職の専門性を問うためには、保育所とそれ以外

の施設における保育士の役割と専門性全体を捉えるため

の枠組みを検討する必要がある。

　従って研究3では、施設種別にかかわらず、保育士と

いう職種の専門性を検討するための準備段階として、各

施設種別における保育士の役割と専門性について、その

概観を把握することを目的とした。　　　　　（有村大士）

2．研究の方法

　研究3では、以下の2種類の研究を行った。

（1）施設保育士に関する文献研究

　施設保育士の役割や機能に関する文献研究を行った。

本研究においては、以下の4点に焦点をあて、各施設種

別ごとに保育士に求められている役割について整理する

ことを試みた。

　①保育士が備えておくべき資質、知識、技術など

　②実際に施設保育士が行っている支援内容

　③施設利用者の二一ズと施設保育士が果たすべき役割

　④施設で行う家族支援

（2）施設保育士に対するインタビュー調査

　児童養護施設、乳児院、母子生活支援施設、知的障害

児施設、知的障害児通園施設の5種別の施設に勤務する

保育士を対象にインタビュー調査を実施した。

　インタビューに際して、事前に表1に示す「インタビ

ューガイド」を送付し、ガイドに沿ってインタビューを

行うこととした。しかし、インタビューの過程において

は、ナラティヴ・アプローチの考え方に基づき、相手の

語りたいこと、語ろうとすることに重点を置きインタビ

ューを進めたため、順序が逆転したり、ガイドに示して

いない内容が語られたりすることもあった。

　インタビューは、いずれの施設においても、調査者2

名、回答者1～2名で、半構造化面接の方法で行った。

各施設のインタビュー目時については、後述する研究結

果の項において明示する。

　インタビュー内容については、知的障害児施設およぴ

母子生活支援施設においてはICレコーダーで録音する

ことを事前に説明し了承を得た。しかし、乳児院におい

ては録音を断られたため、その施設においては録音せず

筆記記録のみを行った。また、児童養護施設および知的

障害児通園施設においては、録音機器は使用せず筆記記

録のみを行った。　　　　　　　　　　　（伊藤嘉余子）

3．倫理的配慮

　先述のように研究班全体としては、日本子ども家庭総

合研究所倫理委員会に諮り、研究の妥当性については確

認を得ている。研究3について特記すると、インタビュ
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一においてえられた結果については、インタビューを受

けていただいた保育士に記載内容を確認してもらい、記

載について許諾を得ることとした。　　　（有村大士）

4．結果

（1）先行研究レビュー

①施設保育士の役割

a．施設保育士の援助内容

　保育士は児童福祉法第18条の4にて都道府県知事へ

の登録を得て、「保育士の名称を用いて、専門的知識及び

技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保

育に関する指導を行うことを業とする者」となっている。

この保育士の根拠法である児童福祉法制定直後は、保母

という名称で呼ばれていた。児童福祉法制定前後に厚生

労働省の担当者が共同執筆して出版された『児童福祉の

諸問題』の中では、保母に求められる役割を網羅的に以

下のようにまとめている。

　しかしながら、施設種別ごとに切り分けた議論が中心

を占め、施設保育士に限定した役割や専門性そのものに

ついての議論は少ない。加えて、それぞれの福祉施設は

時代の要請にあわせて、その目的を変化させている。例

えば、平成9年の児童福祉法等の改正により、教護院が

児童自立支援施設へと名称が変更となり、児童養護施設、

児童自立支援施設の目的に児童の自立支援が加わった。

また、乳児院や児童養護施設に家庭支援専門相談員が配

置され、地域や家庭に関する援助が行われるようになっ

た。従って、施設ごとに求められている役割を踏まえ、

その上で保育士の保育相談支援等について細かく検討す

る必要がある。

b．具体的な業務内容について

　1970年代より職務内容や勤務状況についての文献が

多くなる．その後，数は多くないもののタイムスタディ

法を使用した調査が行われ業務内容の客観的な把握が行

われていた。

　浅井（1987）は，目本社会福祉労働組合六踏園分会調

査研究部が実施した労働実態調査を分析した．その結果，

r全業務中、生活指導が38．3％を占め、労働内容の中心

となっている。施設での団らん的雰囲気を作るためには

6．1％しかあてられていない」ことを指摘している。また、

この生活日課について、保育相談支援と直接的な関わり

が推測される部分は、r家庭との連絡」で、業務に占める

割合としては、全体：0．7％、保育士：0，3％、幼児寮：

1．1％、学童寮：0．5％であった2）。

　吉沢（1989）らは，ある法人内に設置されている保育

所，養護施設，母子寮，精神薄弱者更正施設を比較調査

した，共通性として、「洗面・食事・掃除・洗濯・入浴他、

基本的生活が営まれている。この目常生活が保障される

ことによって、基本的欲求が充足され」、また①「各施設

毎に独自の目課が組まれていること」、②集団処遇と個別

処遇が両者のバランスの配慮のもとになされているこ

と」、③r基本的欲求の充足をはかり、さらに心理・社会

及び文化的欲求の充足をはかるために、専門的援助が期

待されていること、④「施設処遇は人問関係の密度を深

めること、すなわち入所者・児一職員相互関係の創出が

その基本とならなければならない」、⑤他の社会資源との

接触を積極的に図っていることを挙げた．逆に，相違性

として、①「入所者・児の状況による専門分化されてい

ること」、②施設によって用語が違うようにr日常生活処

遇及ぴ専門処遇の具体的展開に相違がある」、③「措置機

関との連携体制の違い」、④「職員構成の違い」などを挙

げた。具体的な業務内容についてデータから読み取ると、

特に保育相談支援と直接的な関わりが予想される部分で

は、「家族関係調整」で存在する可能性があると考えられ

るが、保育所では恐らく平日と考えられるが、16時から

19時まで必要に応じて家庭訪問、個人面談を実施してい

た。また、養護施設においては主に土曜日の午後に13

時から20時まで、面接応対、相談を受けていた。また、

母子寮では「日常生活援助」において、病児の昼食指導、

夕食補助、あるいは「家族関係調整」において「夫との

関係について等相談・助言」（19時から22時）を実施し

ていた。また、「アフターケア」として「退寮者からの相

談」（17時から20時）もあった。これ以上詳しいデータ

が示されていないため、更に細かく読み取ることは不可

能であった3』。

　またその次年度に吉沢らが行った研究では，「家族関

係」については、交流の場の設定や援助が行われており、

家族との連絡調整、家族の問題とその原因の発見、そし

て家族の状況理解への援助が含まれていた。項目として

は、①家族調整の実施、②個別的対応、③連携が挙げら

れていた4）。

　さらに1991年には，3か所の総合施設を調査し，家族

関係にっいては、①計画的実施、②個別的対応、③連携

について調査した．保育士（当時は保母）が在籍するこ

とが予想される施設は、養護施設3、乳児院1、保育所1、

母子寮1であった。それぞれ3％前後の割合を示してい

たが、児童養護施設では平均4％弱と若干高くなってい
た。5）

　才村（2003）らは，2002年度の1週間について、タイ

ムスタディ方式により調査した。調査対象施設は、乳児

院、児童養護施設、児童自立支援施設、情緒障害児短期

治療施設それぞれ10カ所であった。そのうち，保護者指

導と関係が深そうな項目として，①併設の児童家庭支援

センターの運営（乳児院8．2％、児童養護施設14，6％）、

あるいは②地域住民の子育て相談の実施（乳児院62．2％、

児童養護施設40．0％、児童自立支援施設9，5％、情緒障

害児短期治療施設52。9％）、③ショートステイ及びレス

パイト事業の実施（乳児院8L4％、児童養護施設68．1％、

児童自立支援施設7，1％、情緒障害児短期治療施設

10。5％）、③トワイライトステイ事業（乳児院1L2％、

児童養護施設40．2％）、④里親家庭への支援（乳児院
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50．0％、児童養護施設29．3％、児童自立支援施設14．3％、

情緒障害児短期治療施設10．6％）等が挙げられた6）。

　以上の検討の結果、保育士（保母）の役割として特化

した業務が把握できる訳ではないものの、保育士を含ん

だ直接処遇職員がどのような業務を担っているのかは把

握されていることが分かる。また、割合に差はあるが、

保護者支援あるいは自立支援等に具体的な時間が割かれ

ていることが把握できた。　　　（有村大士・板倉孝枝）

②乳児院における保育士の役割

a．乳児院の概要と先行研究の傾向

　乳児院は、乳児（保健上、安定した生活環境の確保そ

の他の理由により特に必要のある場合には幼児を含む）

を入院させて、これを養育し、あわせて退院した者につ

いて相談その他の援助を行うことを目的とする施設であ

る（児童福祉法第37条）。また、乳児の心身の特性を考

慮して、特に医学的配慮がなされており、医師、看護師、

保育士、栄養士等の職種が配置されている。

　2004（平成16）年の児童福祉法改正により、入所児童

の年齢が幼児にまで延長されるとともに、退所児童のア

フターケアが施設業務の一つとして位置づけられた。ま

た、入所児童の早期家庭復帰等に資するために、施設入

所前から退所まで、さらには退所後のアフターケアに至

る総合的な家族調整を担う職種として家庭支援専門相談

員（ファミリーソーシャルワーカー：FSW）が配置される

こととなった。

　乳児院に関する先行研究としては、アタッチメント（愛

着）形成の視点から、乳児院における援助のあり方や建

物設備のあり方などについて考究するものが多いという

特徴がある。また、入所理由の変化や面会頻度の増加、

さらには保護者特性の変化（知的障害や精神疾患のある

親の増加等）に伴い、家族関係調整や保護者支援のあり

方について論じる研究が増えてきている。

b．乳児院における家族支援

　庄司・帆足（1995）は、ある乳児院における家族の面

会について、1970年（第1期）、1979－1980年（第2期）、

1988－1989年（第3期）の3つの時期における親子面会

の頻度と頻度に影響を及ぼす要因について検証している

7）。その結果、面会頻度に影響を及ぽす要因として入院

理由、在院期間、退院先、居住地域が示唆されるととも

に、面会頻度は年々増加している実態が明らかとなった。

こうした結果を受けて、頻繁な親子面会を想定していな

かった乳児院の設備や職員配置について、面会室の整備

や心理指導員やケースワーカーを配置する等といった改

善の必要性を指摘している。

　窪田（2004）は、乳児院における家族再統合に向けた

取り組みについて検討している8）。自身がFSWとして勤

める乳児院における事例検討を通して、家族再統合に向

けた取り組みにおける施設と家族との間で信頼関係を構

築することの重要性を再確認するとともに、入院中の子

どもにとって親・家族とは何かについて施設職員がどう

捉えているかという職員がもつ家族観や親子観の重要性

を指摘している。

　中山（2007）は、乳児院における家族再統合への取り

組みとFSWの役割と働き方についてモデル作成を試みて

いる9）。その結果として、施設（FSW）と児童相談所（児

童福祉司）との関係性や、施設内における保育士・看護

師とFSWとの連携の質が非常に重要であることを指摘し

ている。

　石田ら（2007）は、乳児院の施設長とFSWを対象とし

た質問紙調査結果から、乳児院におけるFSW実践につい

て考察しているlo）。研究の結果から、乳児院内でFSWを

中心に早期家庭復帰に向けた支援が進められている現状、

管理職をはじめとする他職種からFSWに寄せる期待の高

さが明らかとなった。その一方で、地域子育て支援や里

親支援といった役割については期待度、実施度ともに低

い結果となり、今後の課題として挙げられた。

　以上から、乳児院における家族関係調整に関する先行

研究はFSWの役割に焦点をあてたものが多く、保育士な

ど直接処遇職員が保育指導技術を用いてどのように保護

者とかかわりをもっているかについて検証されているも

のは少ないことがわかった。

c．乳児院の保育士の役割

　乳児院における保育士の役割としては、保育所保育士

よりも「親の代替機能」を高く期待されているといえよ

う。全国乳児福祉協議会（2002）の『乳児院養育指針』

においても「保育」ではなく　「養育」という言葉を用い

て、乳児院保育士の役割や条件、養育の原理や目標にっ

いてまとめられている。

　乳児院における保育士の役割については、対象とする

子どもの年齢が乳幼児であるためか、保育所保育士との

比較を通して考察しようとする研究が少なくない。

　山縣（1986）は、保育士（当時の名称は保母）養成の

視点から、乳児院保母と保育所保母の勤務実態や意識等

における差異について検証しているm。その結果、保母

資格の有効性について肯定的に感じている者は保育所保

育士に多かった一方で、離職希望者は保育所保育士が9

割に対して乳児院保育士は6割弱であった。また乳児院

保育士は保育所保育士よりも「世間や保護者からの理解

が低い」と認識するとともに「発達の場としての適性が

保育所よりも施設は低い」と感じている実態が明らかと

なった。

　若井と小河（2009）は、乳児院の子どもたちの看護二

一ズに着目し、乳児院における直接処遇職員（保育士・

看護師）の役割について検討している12）。その結果、施

設乳児の看護二一ズが高いにも関わらず、乳児院におけ

る看護師就業数が少なく保育士による業務の補完が非常

に大きい現状が明らかとなった。乳児院保育士に看護に

関する知識が求められる現状がうかがえる。また、乳児

院における実践は「子どもの健全な成長発達を促す日常

生活援助」と　r家族再統合に向けた子育て支援」に大別
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することができ、後者は主にFSWが担うものと現場では

認識されており、保育士を含む直接処遇職員の果たすべ

き職務は前者の日常生活援助であり、その中で、看護師

と保育士それぞれの専門性を発揮できるような連携のあ

り方が鍵となることが示唆された。

　立元（1997）は、乳児院において保育士が親代わりと

して果たす重要な役割として「子どもの愛着対象者とな

ること」を挙げ、乳児院において愛着形成の度合いを測

定するためのツール：Qソートの活用可能性について探

っている13）。立元以外にも、乳児院における子どもと保

育士間の愛着測定にっいて研究している者は大勢いる

（田爪：2000，金子：2000，斎藤：1997など）。

　これらから、乳児院保育士に求められている役割は、

本来の養育者である保護者への関わりにおいてよりも、

親と離れて生活する子どもに対する親代替機能に重点が

置かれていることがわかった。　　　　　（伊藤嘉余子）

③児童養護施設における保育士の役割

a．児童養護施設の概要と関連する先行研究の傾向

　児童養護施設は、「保護者のない児童（乳児を除く。た

だし、安定した生活環境の確保その他の理由により特に

必要のある場合には、乳児を含む。以下この条において

同じ。）、虐待されている児童その他環境上養護を要する

児童を入所させて、これを養護し、あわせて退所した者

に対する相談その他の自立のための援助を行うことを目

的とする施設」として児童福祉法に規定されている。1997

年の児童福祉法改正により、「養護施設」からr児童養護

施設」に名称変更となった。

　児童養護施設における先行研究では、1970年代以前は

保母、児童指導員で大まかな区分があった。しかしなが

ら、1970年代後半より、職名より直接処遇職員としての

役割として述べられるようになった。結果的に保育士と

しての役割や専門性について個別に示されていない。ま

た、保育相談支援や家庭復帰等を担う家庭支援専門相談

員（ファミリーソーシャルワーカー）が配置された。そ

の結果、近年では施設や家庭支援専門相談員の保護者支

援業務については検討されているものの、直接処遇職員

の保護者支援業務の議論は目立たない。

b．児童養護施設における保育士、および直接処遇職員の役割

　先行文献の検討の結果、1970年代以前は保育士（保母）、

指導員の役割がある程度切り分けられて論じられていた。

しかしながら、1970年代以降は直接処遇職員としてまと

めて論じられている傾向があった。

　大谷（1969）は、「ケースワーク、グループワークの技

術と施設養護との関連において、従来、保母と指導員の

うち、どちらがケースワーカーであってどちらがグルー

プワーカーであるべきか、といった議論が行なわれてき

ている」ことに対して、「保母はケースワークやグループ

ワークの技術について基礎的知識を持っており、時には

必要に応じてケースワーカーあるいはグループワーカー

として行動しなければならない場合もある」とした。し

かし、「その基本的役割は、児童に対する日常生活養護を

通しての児童の目常生活技術の基本（物的技術や人問関

係づけの技術、価値判断や行動の基準など）を習得させ

てゆく、生活指導の技術こそ保母の役割」と位置づけて

いる。凶

　また、大谷（1974）によると、具体的な保母の業務に

ついては、「保母は大小の違いはあっても，常に集団とし

ての一定数の児童たちを担当し取り扱っているから，グ

ループワーカーであるという安直な受け止め方をしては

ならない。先にも述べたように，保母には日常生活指導

の技術という固有の領域があり，そこでケースワーク的

あるいはグループワーク的方法技術の応用は大いになさ

れるとしても，保母すなわちケースワーカーでもなけれ

ばグループワーカーでもない」と示し、保母はケアワー

カーとしての役割を担う職種であると示した。それは、

「目常処遇面をになう保母ケースワーク，グループワ

ーク面をになう指導員たち」という用語の使用からも読

み取ることが出来よう。15）

　一方、大谷（1976）は、昭和49年の施設研修参加者、

109施設112名（男性72名、女性40名）に対して調査

を行った。その結果、保母のあり方について尋ねたとこ

ろ「出来るだけ，いわゆる雑用から解放せられるべきで

ある」7人（6％）、「雑用と呼ばれる働きのうちに，育

児養護の重要な中味を認め，これこそが日常生活指導の

中に活用せられるべきである」78人（75％）、「指導員・

保母という分け方自体が不自然で保母もケースワーカー，

グループワーカー等ソーシャルワーカーとして機能すべ

きである」18人（17％）であった。そのまとめとして、「保

母のあり方について，従来のいわゆる保母雑用係論的意

識がかなり後退して，施設養護の面から“雑用”なるもの

の持つ意味が，再びとらえ直されつつあると見るのは筆

者の性急な独断であろうか。それとも，これこそが，保母

の専門固有の働きの領域としてとらえられるべきである

とするならば，最後の質問項目に対する回答と関連して，

児童指導員・保母を一本化して，「児童養護職員」として

整理し直してみようとする最近の動向とも照らし合わせ，

今後大いに検討せられるべき点である」と指摘する。16）

　近年の先行文献をみてみると、例えば山口（1999）は、

児童養護職員の役割として、①相談援助業務、②日常生

活支援、③家事的業務、④余暇活動、⑤健康観察、⑥環

境・安全管理、⑦社会生活準備指導、⑧その他の業務に

分け、それぞれ下位項目を示し、具体的な業務内容と結

びつけて説明している17）。

　しかしながら、多くの文献では、直接処遇職員、ある

いは児童養護施設職員という切り分けさえもなく、児童

養護施設に求められる援助についてまとめられているも

のが多かった。その理由として、施設ごとに職員配置や

役割が大きく異なり、またグループホームなど形態の種

類も広がったことが考えられる。この結果、児童養護施

設に求められる役割は論じられても、職員の役割として

46



柏女他：児童福祉施設における保育士の保育相談支援（保育指導）技術の体系化に関する研究（1）

はまとめにくいことが考えられる。　　　（有村大士）

④知的障害児施設／通園施設における保育士の役割

a．知的障害児施設／通園施設の概要

　知的障害児施設は、「第一種・入所・児童福祉法42条

＝知的障害のある児童を入所させて、これを保護するとと

もに、独立自活に必要な知識技能を与えることを目的」

として児童福祉法に定められた児童福祉施設である。知

的障害児通園施設は、盲ろうあ児施設、肢体不自由児施

設又は重傷心身障害児施設を含むr第一種・通所・児童

福祉法43条＝知的障害のある児童を目々保護者の下から

通わせて、これを保護するとともに、独立自活に必要な

知識技能を与える」児童福祉施設である。

　知的障害児施設には、嘱託医、児童指導員及び保育士

（児童指導員及び保育士の総数は、通じておおむね障害

児の数を四．三で除して得た数以上）、栄養士、調理員等

が配置されている。知的障害児通園施設には、嘱託医、

児童指導員及び保育士（児童指導員及び保育士の総数は、

通じておおむね障害児である乳児又は幼児の数を四で除

して得た数の合計数以上）、栄養士、調理員等が配置され

ている。

　知的障害児施設に関する先行研究としては、在籍期間

の延長に触れているものがある。「在籍期間10年未満が

42．4％で前年度より1，6％ポイント減少し、10年以上の在

籍者は平成11年度調査以後5割を超え、今回も2．6％ポ

イント増加し57．2％を占めた。また、20年以上の長期在

籍者も28．8％で前年度より2．4ポイント増加するなど、

入所型施設ではどの指標をとっても長期滞留化現象がま

すます進行していることが窺える」（日本知的障害者福祉

協会：14）18）。

b．知的障害児施設／通園施設における家族支援

　「行動障害への対応に困難を伴うのは、家庭でも、施

設でも同様である。強度行動障害ともなれば、容認しが

たい激しい問題行動が頻発することとなり、関わる者の

負担は大きい」（岩田他、2003：108）19）といわれている。

その他経費に係る負担もある。

　児童福祉法第27条では、同法第26条の第1項第1号

の規定による報告又は少年法第18条第2項の規定による

送致のあった児童について措置を採る旨記されてあるが、

それ以外の場合には、各自治体の事情にもより契約とな

る場合が多い。契約となった場合の利用者の負担は多く

の場合、「国の示した基準額に準じているが、負担軽減を

含めて低く抑える傾向がみられる。光熱水費単価は一目

300円一400円の設定が多い。日用品費は無回答が多いが、

日額・月額等の定額負担金を定めず実費負担にしている

施設が多いためと思われる」（日本知的障害者福祉協会：

187）。

　知的障害児施設では、「児童福祉法は対象年齢が満18

歳未満であるが、法制定時に第31条において満20歳ま

で、昭和42年の改正において附則の第63条の2による

満20歳以上の措置延長の規定が設けられている。これら

の延長規定により法定年齢を超過した満18歳以上（加齢

児）の在籍率が、平成5年以降50％を超え、さらに満20

歳を超える在籍率が50％を越えようとしていた。その対

策として成人施設への転換や児者併設型施設への移行が

図られてきたことにより加齢児率が平成14年以降、年々

減少し平成18年には37，4％となっているが児童施設の基

本課題であることに変わりはない」（目本知的障害者福祉

協会：179）。満20歳以上が在所延長して在籍する理由は、

「保護者が成人入所施設しか念頭になく入所するまで待

機」が108施設（57．4％）922人（48．9％）と最も多く、r保

護者が慣れた施設を希望し成人施設への移行を望まな

い」が57施設（30．3％〉474人（25．1％）で、児童期に施設

入所した70％以上が引き続き成人入所を希望し待機して

いる傾向にある（目本知的障害者福祉協会：181）。

　こうした背景から、家族支援はいかに施設入所を安定、

継続させるのかを希望する家族と向き合うことだといえ

る。

c．知的障害児施設／通園施設職員の機能・役割

　重症児のコミュニケーションについて、先行研究では

「重症児は、重度の知的障害と運動障害のため、言語や

行動によって応答表出が著しく制限されるため、意思表

出が不明瞭であったり困難になったりする。それによっ

て、周囲の介助者の理解が難しく、コミュニケーション

が制限される」と述べられている（金丸、
2009：Abstract）20）。そのような子どもが日常生活や社会

生活において、あるいは生涯にわたって必要なスキルを

身につけることを視野に入れ、支援が行われることが重

要であるといえる。

　また、「社会保障審議会障害者部会報告書（平成20年

12月）には、児童施設に入所している18歳以上の障害

者（いわゆる加齢児）は児童福祉法ではなく、障害者施

策で対応すべきとの方向性が明記されており、今後、加

齢児にっいての具体的な対策が講じられるものと思われ

る」（日本知的障害者福祉協会：179）。具体的な対策とし

ては、「満18歳の高校卒業に向けて保護者や児童相談所、

市町村担当課との問で協議や調整をしている」が117施

設（62．2％）と最も多く、次いで「満20歳を越えてから

も定期的に児童相談所や関係機関と協議をしている」が

81施設（43．1％）、「児童相談所と進路対策の協議を進め

ている」が73施設（38．8％）という回答であった（日本知

的障害者福祉協会：182）。実際に、施設職員が果たしてい

る機能や役割は、18歳未満の知的障害児童の発達を日々

訓練することの他に、加齢児となった障害者が児童福祉

施設から退所して進路を決めるまでのサポートが考えら

れる。　　　　　　　　　　　　　　　（板倉孝枝）

⑤母子生活支援施設における保育士の役割

a．母子生活支援施設の概要と関運する先行研究の傾向

　母子生活支援施設は、「配偶者のない女子又はこれに準

ずる事情にある女子及びその者の監護すべき児童を入所

させて、これらの者を保護するとともに、これらの者の
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自立促進のためにその生活を支援することを目的とする

施設」として児童福祉法に定められた児童福祉施設であ

る。

　1997年の児童福祉法改正に伴い、それまでの「母子寮」

から名称変更するとともに、施設の目的として「母子の

自立支援」が明確化された。さらに2000年の児福法改正

では、それまでの措置制度から、利用者が施設を選択で

きる利用契約方式に切り替えられた（2001年施行）。母

子生活支援施設には、施設長、母子指導員、少年指導員、

嘱託医、保育士等が配置されているが、そのうち、母子

指導員はその任用資格として保育士資格が規定されてい

る。

　母子生活支援施設に関する先行研究としては、母子寮

時代から継続する課題である「遊休」が激しい施設（充

足率が全国平均を下回る施設）の多さを反映して、また、

法改正に伴う施設の機能・役割の変化などを受けてか、

施設の存在意義や存廃に関する研究が多い。

　施設名称の変更後は、DVによる入所や母が精神・知的

障害を有するケースの増加を背景として、施設における

援助方法に関する調査研究が以前よりも増えてきている。

b．母子生活支援施設における家族支援

　母子生活支援施設における家族支援の実態について明

らかにすることを目的として、堀場（2006）は、母子指

導員（10施設18人）を対象に聞き取り調査を実施して

いる21）。この結果から、母子生活支援施設に入所する母

子のほとんどが、子どもの問題行動や母子の共依存とい

った問題を抱えている実態が明らかになった。また、母

親のほとんどが安定した職に就けておらず低所得にある

ことや、精神疾患などケアや治療を必要としていること

等も明らかになり、母子関係調整の前段階として、母親

のケアや安定を実現できるような支援が必要である実態

が浮き彫りとなった。

　大塩（2007）は、「母子生活支援施設における家族支援

はソーシャルワークである」とした上で、家族支援の場

（母子生活支援施設内）が母子の生活の場そのものであ

るという特性から、母子の生活ぶりを目の当たりにしな

がら具体的に家事・育児について支援しなければいけな

いために、職員自身がもつ「こうあるべきだ」という家

族観や生活観がもっ危険性および重要性や、押し付けや

転移を防ぐためのスーパービジョンの重要性を指摘して

いる22）。

　母子寮時代の古い研究になるが、松本（1995）は、母

子寮入所中の母親の生活困難と意識に関する質問紙調査

を実施している23）。その結果、半数以上の母親が子ども

の健康状態や学力・進路問題について心配しているとと

もに、子どもの就職、結婚といった将来のことを心配し

て心を痛めている実態が明らかとなった。また40％強の

母親が、実家との関係に問題や悩みを抱えており、実家

からの経済的・精神的支援を期待しながらもそれが叶わ

ない現状に苦しんでいた。こうした調査結果を受け、松

本は、母親の支えとなるとともに家族関係の調整を行う

ことのできる母子寮職員の役割を指摘している。

　また、松本（1992）は、母子寮に入所中の子どもに対

しても質問紙調査を実施している24）。この中で、子ども

にとって母親はrいろいろ苦労してくれる人」との回答

が最も多い一方で、母親のことを「一緒にいるとほっと

する人」と回答した子どもは僅か4．3％であった。このこ

とから、母子寮の子どもにとって母親は必ずしも安心・

安定をもたらしてくれる存在ではない現状が明らかとな

り、母子の精神的安定を図るような支援の必要性が示唆

されたといえる。

c．母子生活支援施設職員の機能・役割

　「母子寮」から「母子生活支援施設」への名称変更や、

DVケースや障害ケースの増加といった二一ズの変化に

あわせて、施設職員として果たすべき機能・役割につい

て考察する研究が多い。例えば、DVやPTSDなどの経験

によって精神的ケアを必要とする母子生活支援施設入所

母子への支援について検証するものとして、上野（2007）

や砂川（2008）が挙げられる25）。また、山崎ら（2003）

は、母子生活支援施設における知的障害をもつ母親の子

育て支援について継続的に検証している26）。

　その一方で、施設あるいは職員として求められる普遍

的な役割について検証しようとする研究も少なくない。

松本（1993）は、施設入所児童が抱く職員像について、

養護施設、母子寮、教護院（すべて調査当時の名称）の

比較調査を行っている27）。その結果、子どもがもつ理想

の保母像としてr何でも話せて頼りになる人」が26．5％

と最も高かったが、養護施設や教護院と比べて15％ほど

低い数値にあることが興味深い。母と生活をともにして

いるため、他施設の子どもと比べて職員に期待する役割

や距離感が異なることがうかがえる。また、同じく理想

の保母像としてrあなたを好きなようにさせてくれる人」

が約25％と、他の2施設の子どもと比して高い結果とな

った。現実の保母像として「わずらわしくうっとうしい

人」と回答した母子寮の子どもは約30％と、他の施設よ

りも多かったことからも、母子寮の子どもたちは、もう

少し保母である職員との距離を遠くとりたいと感じてい

ることがうかがえ、「親代わり」としての役割を期待され

る養護施設の保母とは違う機能が母子寮の保母に求めら

れていることがわかる。

　岩田（2008）は、母子生活支援施設職員がもつ「貧困

観」について、シングルマザーや勤労者層との比較検証

を行っている28）。その結果、援助者である施設職員は、

他のグループと比して、「貧困」に対しても「生活保護制

度」に対しても「依存を助長している」等といった厳し

く批判的な意見をもつ人が多いとともに、貧困の要因と

して「貧困にある当事者本人にある」と考える人が多い

ことが明らかとなった。こうした結果の背景には、目々、

貧困問題と向き合い、葛藤やストレスを抱えているから

こその職員の視点や思考による影響が大きいことがうか
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がえる。

（2）施設保育士へのインタビュー調査

①乳児院T
a．施設の特性と保護者の特性

（伊藤嘉余子）

　丁乳児院では、子どもの養育を担当する保育士は原則

として子どもの保護者とは関わりをもたない方針で援助

を進めている。つまり、入院（入所）中の子どもの養育

は保育士、里親支援を含めた保護者支援については、家

庭支援専門相談員（FSW）、心理職等の保護者担当職員、

院長、事務員が担当するという施設内の役割分担がなさ

れていた。

　子ども担当の保育士を保護者支援に関わらせない理由

として、入所中の子どもへの配慮が挙げられる。乳児院

の子どもたちにとって保育士は親の代わりの役割を果た

す存在である。親と離れて暮らす中で保育士と愛着を結

び始め、徐々に安定した状態で生活できるようになって

きた段階で、実親と面会するだけでも子どもにとっては

混乱を招きやすい状況であり、その場に日常一緒に過ご

す保育士が同席すると子どもの混乱はさらに大きくなる。

また、そのように混乱状態になった子どもの姿を目の当

たりにすることは、面会に来た保護者にとってもショッ

クの大きい出来事である。自分との面会で笑顔も見せる

ことなく、混乱し泣き叫ぶ我が子の姿をみて「子どもに

嫌われた」と悲観し、その後の面会の足が遠のいたり、

家庭引き取りの意向が弱くなったりする保護者も多いと

いう。こうしたことに配慮し、少しでも親子面会が親子

にとって楽しく有意義な時間となり、引き取りに向けて

徐々に親子関係を構築していくことを手助けするために

も、あえて子ども担当の保育士には親子面会に同席させ

ない方針とのことであった。ただし、家庭復帰の見込み

が確実なケースにおいては例外的に子ども担当保育士が

保育相談支援を行うことがあるのとことであった。具体

的には、保育室に母親が入り、保育士と一緒に自分の子

どものおむつ交換などの身辺介助のほか遊びや寝かしつ

け等を行うが、その際の他児の反応へのケアに苦慮する

とのことであった。

　近年のケースの傾向として、大きく2つのポイントが

指摘された。1つは、精神疾患のある保護者の増加傾向

である。そのため、保護者支援を担当する職員間で、精

神疾患に関する知識や有効な対応・コミュニケーション

に関する知識・技術の習得が課題となる。2つめは、家

庭復帰の見込みのあるケースが以前よりも減少傾向にあ

るとのことであった。そのため、児童養護施設や里親へ

の措置変更を視野に入れつつ、子どもの保育や家族支援

にあたっている現状にある。

b．実際に行う保育相談支援の内容と工夫している点

　丁乳児院の場合、実際に行う保育相談支援の内容にっ

いて、対象が保護者の場合と里親の場合とがあるため、

それぞれに分けて述べる。

＞b－1．保育相談支援

　先述したとおり、精神疾患のある保護者が増えている

ため、それぞれの保護者の病状や特性に合わせた関わり

が必要になることが繰り返し強調された。具体的には、

助言指導内容の抽象度を下げてなるべく具体的でわかり

やすい説明を心がける、被害妄想の強い保護者へのフォ

ロー一、一つひとつの言葉遣いへの配慮（例：複数の意味

にとれる言葉や曖昧な表現は用いない等）などの配慮を

しているとのことであった。これらの配慮のどれもが非

常に個別的であり、保育士がいかに一人ひとりの保護者

の特性をつかんだ上で対応方法を選択することができる

かという点にかかっているといえる。

　精神疾患の有無にかかわらず、すべての保護者に関わ

る上で必要な配慮として、子どもを産んだことや親であ

ることを否定しない関わりや、これから親であり続ける

ことを前向きに捉えることができるような関わりが必要

であるとのことであった。

　また、どの保護者にも「子どもを預けている負い目・

罪悪感」があるということを忘れずに関わることの重要

性についても語られた。保護者に不快な思いをさせない

よう保護者指導／援助を行うには、保育士もそれなりの訓

練を積む必要があるとの意見であった。さらに、親の前

で子どもと保育士の仲の良さや愛着が形成されている様

子を見せつけない、子どもの前で悪口を言わないといっ

た配慮もしているとのことである。面会の少ない保護者

に対しては、手紙や子どもの写真、施設だよりの送付な

どを通して、子どもの生活や成長に関心をもってもらえ

るよう働きかけている。

＞b－2．里親委託ケースにおける保育相談支援・

　　　里親支援

　里親委託ケースにおいては、実親のもとへの家庭復帰

ケースよりも、子ども担当保育士が積極的に関わる場面

が多いという。里親支援と保育指導において最も配慮し

ている点として、里親への里子予定児に関する正しい情

報提供を挙げていた。里子を気に入ってもらうためにと、

子どものポジティブな面ばかりを強調して説明するので

はなく、あえてネガティブな面を強調して説明して里親

の反応を見ながら慎重にマッチングを行うことも大切で

あるとのことであった。里親委託には里親だけでなく、

里子の人生がかかっているため、里子になる子どもの情

報提供を行う施設側の責任は非常に重大である。子ども

に関するあらゆる情報を提供していく過程の中で、里親

の様子の観察と理解、里親子関係の理解に努め、委託が

うまくいくよう支援する役割を乳児院保育士として果た

していることがわかった。

　また、特に、面会を開始した初期段階においては、子

どもの表情のかたまり、里親になつかない等といった、

里親を不快にするような子どもの反応が目立ちやすい。

そのため、保育士が里親の立場にたって、子どもの反応

の理由や背景について丁寧に説明することが重要とのこ

とであった。
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　さらに、丁乳児院においては、里親マニュアルの作成・

配布、里親家庭への訪問等を通して、委託後も里親への

アフターケアを行っているとのことである。

c．保育相談支援の中で感じるやりがい

　日々子どもとかかわる時間が長く、やはり子どもが好

きでこの仕事に就いたこともあって、「子どもとのかかわ

り」を通して感じるやりがいや喜びの方が思いつきやす

いとのことであった。しかし、子どもがまったく実親に

なつかないようなケースの親子関係を調整する関わりに

おいて、保育士が行った保護者指導／援助の結果として、

子どもが面会終盤に親を後追いする等子どもから親に歩

み寄る姿がみられた時に、大きな喜びややりがいを感じ

るとのことであった。

　また、里親委託ケースの場合、委託後に里親から施設

に送られてくる手紙や写真の中で、委託された子どもの

成長や幸せな生活を確認することができる時、よろこび

ややりがいを感じるとのことであった。

d．保育相談支援の中で感じる苦労や負担感

　保育相談支援の中で感じる苦労や負担感として大きく

2点が語られた。

　まず、保育士として担当する子どもに対する思いが強

すぎて私物化してみてしまうケースが少なくない点が挙

げられた。子どものことを一番理解しているのは、実親

ではなく保育士である自分だと考え、親に対して批判的

になりすぎて効果的な保護者援助や親子関係調整が困難

になるケースがあるとのことであった。そのため、担当

児への思いが強すぎる保育士は家族関係調整や里親委託

の援助チームから外す等の対応をしているそうである。

　2つめとして、先述したような精神疾患のある保護者

の増加に伴い、保育士への相談内容に占める障害や病気

に関する話題が大きくなってきている点が挙げられた。

保育士がもっ知識だけでは十分に対応することができず、

ジレンマを感じることが少なくないとのことである。

e．保育相談支援における他機関との連携

　施設内における連携として、心理職との連携の重要性

が挙げられた。先述したとおり、この施設では、保育士

以外の職種が保護者を担当するという役割分担をしてい

るため、子どもを担当する保育士との情報提供や連携は

非常に重要である。また、施設外部との連携として、里

親とのパートナーシップの重要性、児童相談所との連携

の重要性と困難さについて語られた。

f．保育相談支援の中で、発揮していると感じる保育士

　　としての専門性

　保育相談支援の中で、発揮していると感じる保育士の

専門性として、r他者に対する実態把握力」が挙げられた。

保育士養成の中で、「子どもの実態を捉える」視点や方法、

実態把握から子どもの動きの予測といった援助過程につ

いて学んでいる。そのノウハウを保護者理解や里親理解

に応用することによって、一人ひとりの保護者・里親の

二一ズにあった援助を展開することができ、職員と保護

者との信頼関係構築や親子関係調整に役立てることがで

きていると実感しているようであった。

　また、乳児院で働くようになってから身につけた力量

として「相手の存在をまるごと包み込み受けとめるカ（包

容力）」を挙げていた。保護者と関わる中で、「なぜこん

なことがわからない／できないのか」という怒りを感じる

ことも少なくないが、どのような状態の保護者であって

も、ありのままの姿をきちんと受けとめて援助をしてい

く強さのようなものを保育士として身につけたと語られ

た。　　　　　　　　　　　　（伊藤嘉余子・板倉孝枝）

②児童養護施設「唐池学園』

a．施設の特性と保護者の特性

　唐池学園は、定員60名の児童養護施設である。唐池学

園を利用する保護者や親子の特性として以下の4点が挙

げられた。

　まず、親権を放棄している親が多いということである。

子どもが児童養護施設に入所する理由の中には親が子ど

もへの虐待を認めず、子どもの安全が確保されないこと

が含まれている。2つ目に、生活保護を受けている親が

多いということである。年齢の低い子どもの場合、将来

的に親との生活を送っていけるように施設主導で支援を

行う必要がある。3つ目に、入院中や闘病中の親である。

体力の消耗などにより親子の連絡、あるいは施設側と親

との連絡及びやり取りが希薄になりやすい傾向がある。4

つ目に、精神的なDVケースや28条ケースで審判結果を

待っている場合である。こうした場合は、基本的に連絡

を取らない、あるいは取ることができない。

b．実際に行う保育相談支援の内容と工夫している点

　保護者あるいは親が生活保護を受けている場合、例え

ば、電話料金を払えない親に対して子どもから電話をか

けられるようにサポートすることも援助の一つである。

これは親子の関係が途絶えないための工夫である。子ど

もの様子や子ども自身に関心を持ってもらうために、保

育士は、保護者や親に電話をかけたり手紙を書いたりす

る。あるいは、子どもが週末に帰省する場合など、直接

家庭訪問を通して親との交流を心がける場合もある。保

護者や親が子どもとの面会に施設を訪れた場合には、学

園のイベントについてインフォメーションを渡している。

定期的なやりとりとしては、月に一回、学園便りを保護

者や親宛に送付している。工夫としては、子どもの成長

が分かるように写真をつけたり、子どもの状況が分かる

エピソードを付け加えたりする。親子の関係が切れない

ように、できるだけ子どものいいところを探して保護者

や親に伝えるようにしている。

　養育についての助言としては、実際に子どもが学園で

どのような問題行動を抱えているのか等を伝えている。

例えば、保護者の承諾がなければ連れて行けない精神科

にかかる必要性を説明することもある。保護者が精神科

に抵抗を示す場合など、保育士だけで対応が困難な場合

には、学校や児童相談所等の関係機関を呼んで、保護者
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と一緒に話合いをすることもある。そのため、保育士が

一人で問題を抱え込まず、問題を整理し、明らかにする

ためにもソーシャルワーカー等の専門家に入ってもらう

ことで話をした方がよいこともある。

c．保育相談支援の中で感じるやりがい

　保育士が保護者に精神科を勧めて嫌がられても、その

後説明が通じて受け容れてもらえたときは援助が上手く

いったと感じられる。そうした援助等を通じて、子ども

が無事に家庭に戻ってくれる姿を見られると嬉しい。ま

た、子どもが家庭復帰できることを想像しながら普段の

援助を行うことにやりがいを感じる。

d．保育相談支援の中で感じる苦労や負担感

　子どもに精神科治療が必要な場合に、学園で手を焼い

ていることを伝えると理解を得られない。保護者の中で

精神疾患、不安神経症、うつの方が増えているものの、

病気や生涯の症状があるにもかかわらず通院していない

人が多く、子どものことを話しても話した内容が入って

いかない人がいる。その他、子どもが親に伝える学園で

の生活の訴えを真に受けて強く抗議する親もいる。さら

に、不安神経症の方は電話が長いため、子どもを見なが

らの対応には限界がある。

e．保育相談支援における他機関との連携

　児童相談所に入ってもらっている。大枠は児童相談所

や学園の先輩保育士に任せることが基本となっている。

保育士の役割は子どもの生活場面が基本となっている。

その役割分担が大切で、保護者が育児の悩みを抱えてい

る場合にはその相談役として保育士が担うこともできる。

それは、母親の育児の愚痴等も聞きながら、サポーティ

ブな聞き役に徹する。一方で、職員が男女でペアを組み、

もう一人の職員が収拾がっかなくなれば助け舟を出した

り、厳しいことを言う役割も担っている。

　他機関との連携では、ケースワーカー、FSW、教師、心

理士、保育士等と保護者で一緒に話合いの場を持つこと

がある。心理士には心理診断の結果等を伝えてもらった

り、各専門の関係者の意見を互いに聞くことが重要だと

考えられている。

f．保育相談支援の中で、発揮していると感じる保育士

　　としての専門性

　保育士は毎日子どもと接していることにより、虐待を

受けてきた子どもと親との関係が子どもの気持ちを通し

て見えてくる場合がある。子どもが本当は家庭に帰りた

くないが、言葉にできないでいるなど、そうした気持ち

を汲み取ることが大切である。保育士は子どもの生活を

見ながら、そして子どもとのコミュニケーションや一緒

に遊んだりすることを通して子どもを状態を把握できる

立場にある。また、家庭引き取りが進んでいる子どもで

あっても、外泊中の出来事などについて子どもが気にな

るようなことを伝えている場合もあるので、そうしたサ

インを見逃さないように気をつけることも大切な役割で

ある。他方、子どもにとってどんな保護者であっても大

切な存在であることには変わらない。また、子どもが学

園を退所した後に一人で生活することは難しいので、保

護者との関係が上手く繋がるようにしたい。

　　　　　　　　　　　　　（有村大士・板倉孝枝）

③知的障害児施設「久美学園』

a．施設の特性と保護者の特性

　久美学園は、入所定員62名の知的障害児施設であり、

入所者のうち19人が成人（過齢者）であるが、この割合は

全国的に見ても低い方である。つまり、一般的な知的障

害児施設よりも、「未成年の障害児」の多い施設といえる。

　久美学園を利用する保護者や親子の特性として以下の

4点が挙げられた。

　まず、施設入所時から親子関係がこじれた状態である

ケースがほとんどという現状である。「在宅での養育が困

難」と保護者から訴えを起こして入所に至ったケースが

多いため、親子関係調整が困難なケースが多いとのこと

であった。

　2つめの特性は、1点目と関連するが、入所児童に関

心のない保護者が多く、親子面会や交流の頻度が少ない

ケースがほとんどであるという点である。多くの保護者

は、障害児である当該児童を施設に入所させた後、再婚

や出産などのライフイベントを経て、障害児のいない新

しい生活をスタートさせていることが少なくない。中に

は、障害児を産んだことをなかったことにしたい、忘れ

たいと言い、施設に近づこうとしない保護者もいる。ま

た、措置ではなく契約で入所しているケースについては、

3年に1度の契約更新時に直接施設に足を運んでもらう

ことにしているが、契約だけを行い、子どもの顔を見ず

に帰宅する保護者がほとんどとのことである。そのため、

いかに施設の子どもに関心をもってもらうかという点に

重点をおいた保護者援助を心がけているとのことであっ

た。現在の入所児童のうち、最も親子面会が頻繁なケー

スは1～2名で「月に1～2回程度の面会」である。

　3つめの特性として、精神障害や知的障害のある保護

者が多い点が挙げられる。そのため、保護者援助や家族

関係調整を行うにしても、保護者としての役割をどこま

で求めるべきなのか、援助計画の立案に苦慮することも

少なくないとのことである。

　4つめの特性は、家庭復帰ケースがほとんどないとい

う点である。まれに家庭復帰への意欲が強く、養育能力

も心配ないケースがあるが、そのようなケースの場合は、

保護者の方で、医療的・福祉的な知識や情報を自主的に

収集し理解しているため、施設から特別に指導・助言す

ることはあまりないとのことであった。

b．実際に行う保育相談支援の内容と工夫している点

　まず、実際に行っている保護者援助のほとんどは、rい

かに入所児童に関心をもってもらうか」という点に焦点

化された実践であるといえる。具体的には、施設行事の

招待状や子どもの写真などの郵送、子どもを同席させな

い職員と保護者だけの面接や電話対応などである。手紙、
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面会、電話どの手段においても、「子どもに会いに来てあ

げて下さい」というメッセージを伝えるということが大

きな目標になるが、その際に特に配慮している点として、

①職員の気持ちを一方的にぶつけず「なぜ来られないの

か」を丁寧に聴き出し、状態や二一ズに合った援助を展

開する、②子どもの成長した面などポジティブな面を強

調して伝え「会ってみたいな」という保護者の気持ちを

喚起する、の2点が挙げられた。

　また、保護者との電話や面接においては、保護者の話

への十分な共感と傾聴が重要になるとのことである。概

して面会の頻度が少ない保護者ばかりではあるが、「子ど

もに会いたい気持ちが強いけれど、どうしても時間がと

れないケース」と、「ほとんど子どもへの関心がないケー

ス」という違いがある。前者のケースに対応する際には

特に、保護者の葛藤やジレンマに対する十分な共感が必

要になる。また、障害受容ができていない保護者と、日々

障害児と関わっている施設保育士との間では、障害児の

ありのままの姿や行動等の捉え方や認知においてズレが

生じることも少なくない。そのため、ちょっとした言葉

遣いにも慎重な配慮が必要であるとのことであった。例

えば、保護者の子どもが自分のパンツの中でしてしまっ

た大便を手にとり、粘土のように遊んでいたとする。我

が子のその姿にショックを受けている保護者に対して、

施設職員が「ああいう行為は、この施設ではよくあるこ

とで普通なんですよ」等と言ってしまうと、保護者とし

ては、rそれは一般社会では普通ではない」と混乱したり、

保護者が子どもを受容的に捉えることを妨げたりする可

能性がある。施設保育士として日々大勢の障害児と関わ

る中で、感覚が麻痺したり保護者と感覚が離れたりして

いる可能性があることを自覚しておく必要があるとのこ

とであった。

　保護者との外出や自宅への帰省・外泊が可能なケース

においては、保護者と職員とで、子どもに関する情報共

有を徹底して行うよう工夫しているとのことであった。

例えば、子どものできること／できないこと、パニックに

なったときの対処法等、施設での生活ぶりをわかりやす

く具体的に保護者に伝えるようにしている。また、帰省

前と施設に戻って来た後とで、必ず子どもの全身を写真

撮影し、あざや怪我のチェックをしているそうである。

　また、久美学園では、日常的に保護者の相談にも応じ

ている。相談内容としては、施設に入所させた障害児の

後に産んだきょうだい（障害児の弟妹）に、当該児童の

ことをどのように伝えたら良いのか、障害児が成人後の

生活の見通し（家庭引き取りの可能性、他施設への移行

など）といったものが多いようである。相談の中では、

保護者の思いへの共感に加えて、家族全体が障害児（障

害）を受容できるような支援、施設入所に至った経緯や

理由の内省、今後の生活に関する選択肢や利用できる資

源に関する情報提供など、保護者のぺ一スに合わせて話

を進めていくよう工夫しているとのことであった。

c．保育相談支援の中で感じるやりがい

　親・家族と職員の違いなど誰が誰なのかを認識できな

かった障害児が、何度かの親子面会などの親子関係支援

を繰り返した結果、親が誰であるかを認識できるように

なり、親に甘えたり後追いしたりするようになったとき

に、大きな喜びを感じるとのことであった。

　また、保護者の方から「お世話になっています」「感謝

しています」「ありがとうございます」等と、はっきりと

感謝の気持ちを言葉で伝えてもらうと、それまでの苦労

が報われたような気持ちになるとのことであった。ただ、

そのような機会はめったにないそうである。

d．保育相談支援の中で感じる苦労や負担感

　保護者援助の中で感じる苦労や負担感として、まず、

保護者との関わりが非常に個別的になりやすいという特

性から、特定の職員が対応困難ケースを一人で抱え込ん

でしまうということが少なくない点が挙げられた。こだ

わりやクレームの強い保護者の対応においては、保護者

が職員を選ぶことも少なくない。そのため、対応後の会

議等で情報共有が図れるとしても、対応そのものは一人

の職員によるものとなり、ケース特性によっては大きな

負担となり得るとのことであった。

　2点めとして、施設になかなか足の向かない保護者に

対して、施設職員から家庭訪問することができず、基本

的に保護者が施設に来てもらうのを待つしかないという

ジレンマが挙げられた。

　3点めとして、障害児施設で満年齢を迎えたものの家

庭復帰の見込みがなく、障害者施設に変更しなければな

らないケースにおいて、保護者との面会状況などは施設

入所の審査対象となる点が挙げられた。つまり、保護者

との面会がほとんどなく親子関係が良好でないと判断さ

れるケースは障害者施設で受け入れられないことが多く、

過齢者として障害児施設に在所継続せざるを得なくなる。

障害児の将来を考えても、子どものうちから積極的な親

子関係調整が必要であり重要であると考えるが、なかな

かうまくいかない現状のようであった。

e．保育相談支援における他機関との連携

　最も良く連携できているのは、子どもたちが通う特別

支援学校とのことであった。施設での生活の様子と学校

生活での様子の違いや共通点など、施設と学校とが情報

共有することによって、子どもへの援助がうまくいって

いる面が大きいとのことであった。

　連携が必要だがうまくいっていない機関として児童相

談所が挙げられた。児童相談所は、よほどの問題がない

限り、一度入所させたらほとんど関わりをもってくれな

いとの不満を施設側は抱いていた。また、福祉事務所に

ついても、連携できていると感じることはほとんどない

とのことであった。

f．保育相談支援の中で、発揮していると感じる保育士

　　としての専門性

　保育相談支援の中で、発揮していると感じる保育士と
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しての専門性として、まず「子どもの発達をきちんと捉

えるという視点」が挙げられた。特に、障害の有無にか

かわらず「○歳児としての、目の前の子どもの発達段階」

の見極めと、障害特性を理解した上で、以前の当該児童

と比較して現在のその子どもの発達段階を把握する力と

のバランスの大切さが強調されていた。

　また、保護者に対しても、「親の『親であろうとしてい

る姿勢』」を見抜き、そこを伸ばそうとするストレング

ス・モデル、エンパワメント・アプローチのような専門

性も発揮しているとのことであった。ストレングスヘの

視点は、子どもに対してだけでなく保育相談支援におい

ても非常に重要であることに実践を通して気づいていっ

たとのことであった。　　　　　（伊藤嘉余子・板倉孝枝）

④知的障害児通園施設rさくら草学園』

a．施設の特性と保護者の特性

　さいたま市さくら草学園は、定員30名の知的障害児通

園施設である。さくら草学園を利用する保護者や親子の

特性として以下の3点が挙げられた。まず、子育てに困

難を抱えている親が多いということである。障害による

育て難さから、自分の子どもを可愛いと思い難いところ

があるからである。2つ目に、問題行動を持っている子

どもの親は悩みを抱えている。中には、子どもの甘えが

出るために家でのみ問題行動をして親を困らせる場合が

ある。また、場所を問わず問題行動が出る場合もある。3

つ目に、親が精神的に病んでいる場合である。その中に

は、障害児を生んだ事へのわだかまりを抱えている人も

いる。

b．実際に行う保育相談支援の内容と工夫している点

　まず、実際に親に学園で子どもと一緒に遊びに入って

もらうことにしている。2歳児であれば週に三回、3歳

児以降は週に一回、年少児は月に三回、年長児は月に二

回等、回数を決めて定期的に学園で子どもと交流する機

会を設けている。比較的幼児のいる施設では親子の交流

の機会を設けているものだが、本学園では、育て難さが

健常児とちがって大変さがあるので、ヒントを与えられ

る機会として保護者に遊びに入ってもらっている。家で

は見られない子どもの様子が見られることにより、子ど

もがどのような遊びをしているときにどのような表情を

するのかを見てもらえる。そうしたプラスの面を親に見

てもらうことが狙いである。また、職員が間に入ること

で親子だけでは見られないことなる面を見てもらうこと

もできる。

　子どもは障害のため、「お母さんだから好き」という感

覚が無いこともある。そうした感覚を補うために、スイ

ミング等、肌のふれ合いを通じた遊びをしてもらうこと

もある。子どもは怖い水の中でお母さんに助けを求めた

りスキンシップの経験をして母子関係をつくっていくこ

とができる。その他、母親に忙しい家事の合間にできる

遊びなども伝えることができる。こうした母親支援が中

心となることを子どもの発達を促すことも援助の工夫の

一つである。

　学園での子どもの様子については連絡帳を通じて、そ

の日に子どものできたことを伝えるようにしている。そ

して、子どもが社会に出て行きやすいように意思表示が

できることにカを入れている。これは、学園にいる問だ

けの目標ではなく、大人になって社会に出て行くことも

踏まえ、就職できることの最低条件を身につけられるこ

とをこの時期から訓練することが必要だと考えられてい

る。

c．保育相談支援の中で感じるやりがい

　子どもが時間をかけてできるようになったことを保護

者も喜び、保育士と共有することができたときにやりが

いを感じる。それは子どもの成長が見られる現場として

のやりがいであり、保護者が泣いて喜んでくれるなど感

動のある現場としてやりがいである。特に、卒園のとき

に、保護者がかわいくないと思っていた我が子のことを

保育士がかわいがってくれるのが嬉しいと言われること

がある。

d．保育相談支授の中で感じる苦労や負担感

　保護者の傷つかない言葉の配慮として、fしょうがい」

という言葉は使わないようにしている。その他、子ども

や親に関するマイナスのことは後々までお母さんが傷つ

く可能性もあり、言葉使いに注意を払っている。例え傷

つくことやお母さんのあまり聞きたくない内容を伝える

場合であっても、同じ内容について言葉使いには気をつ

けている。

　プライベートな相談については、他の保護者のいない

ところで相談に乗るように配慮している。お母さんも一

人の人間であるので、気持ちの起伏等様子を見ながら話

す内容などを考えて話す必要がある。デリケートな話に

なる場合もあるため、職員全員と担任でケース会議を毎

月行っている。初年度は、家庭訪問をするようにし、あ

まりにも悩んでいるお母さんには個別面談もしている。

保護者が悩みを抱えている場合、保護者は学園の複数の

職員に話を聞き、相談するので、答えが同じ方向を向く

ように職員会議等では打ち合わせをしている。例えよか

れと思っても、困っている保護者の悩みに寄り添う場合、

一言が保護者の気持ちを左右するので、そのことにプレ

ッシャーを感じることがある。

e．保育相談支援における他機関との連携

　入所理由が通常とは異なる場合、つまり虐待等の通告

の結果入所することになった場合等には、保健師を通し

て児童センターへ通告があった場合等がある。そうした

意味では普段から他機関との連携があるのかもしれない。

f．保育相談支援の中で、発揮していると感じる保育士

　　としての専門性

　遊び方、スキンシップ、母子の遊びについて提示でき

るのが保育士としての専門性ではないだろうか。その他、

子どもの発達について見慣れていることから、健常児の

発育の状態が他の先生より分かることであったり、遊ぶ
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ことが得意であることが保育士の専門性だと考えられる。

　お母さんからは勉強について希望されることも多いが、

それは後からついてくる問題として説明し、まずは人と

一緒にくらせる基礎作りを学園にいる間にすることが大

切だと考えられている。そのため、学園の中での工夫と

して、子どもが経験を通して基本的な生活習慣を身につ

けるために、職員の話が聞けるようにするところからは

じめる。その後、おもちゃを片付けたり、椅子を移動さ

せたり、経験を通して様々な活動ができるようになる。

活動を通して対人コミュニケーションができたり、人と一緒にいる

ことがいやではなくなり、楽しいという感覚が身につく

ようになる。子どもが社会に出て行きやすいようにお母

さんと一緒に協力することが欠かせない。

　　　　　　　　　　　　　（有村大士・板倉孝枝）

⑤母子生活支援施設「白鳥寮」

a．施設の特性と保護者の特性

　白鳥寮は、定員20世帯の母子生活支援施設である。寮

内保育（施設内保育）を実施しているほか、子ども家庭

支援センターを併設しており、広く地域の子育て支援に

も役割を果たす施設である。

　施設内保育を行ってはいるが、すべての入所世帯が施

設内保育を利用するわけではなく、母子の二一ズに応じ

て、施設外の保育施設を利用するケースもある。具体的

には、発達障害などがあり、地域の保育所での受け入れ

が困難なケースが優先的に施設内保育を利用できるよう

になっている。

　白鳥寮を利用する母子の特性として、以下の4点が挙

げられた。

　まず、精神疾患のある母親が非常に多く、現在通院し

ていなくても過去に通院歴があった母親がほとんどとい

う点である。2点めとして、25歳以下の若年女性や若年

の未婚の母が増加傾向にあるとのことである。3点めと

して、母親自身が子ども時代に適切な養育を受けて育っ

ていないケースが多く、施設保育士として、母親を育て

なおす支援が必要となっているとのことであった。4点

めとして、保育士に対して攻撃的な母親が増加しており、

クレーム対応に追われたり、ストレスに苦しんだりする

保育士が増えているとのことであった。また、白鳥寮だ

けでなく全国的な傾向として、DV被害者の入所が増加し

ているとのことであった。

b．実際に行う保育相談支援の内容と工夫している点

　まず、精神疾患のある母親が非常に多いため、構造化

を意識した関わりなど、ある程度精神疾患に関する専門

的知識が必要になってくるとのことであった。こうした

専門知識にっいては保育士養成校での学習だけでは不十

分なため、現場に出てからの研修・学習の機会が重要に

なることがうかがえた。

　次に、若年女性の増加や、母親自身が子ども時代に適

切な養育を受けて育っていないケースが多いことを鑑み、

保育士が、子どもにとってだけでなく母親にとっても

「親」の役割を果たすような関わりや援助を心がけてい

るとのことであった。その際、母親に対して教育的に「上

から下へ」という感じで指導・助言するのではなく、母

の「伸びるカ」を信じて、寄り添って一緒にやっていく

という姿勢を大切にしているとのことであった。また、

母親に「親代わり」として保育士が関わる際に、保育士

が年配である場合と、母親よりも若い保育士である場合

と、どちらにもメリット・リスクが存在するため、母親

の性格や特性、生育歴などから総合的に判断して、最も

援助関係が構築しやすい保育士が担当するよう配慮して

いるそうである。

　さらに、攻撃的でクレームの多い母親が増えたため、

施設内保育の連絡帳には、子どもに関するマイナス面を

書かないようにする等の配慮をしているとのことであっ

た。ただ、どうしても支援上、マイナス面を伝えなくて

はいけない場合は、保育士間でr悪いことを伝える人」

と「母の怒りをフォローする人」等の役割分担をして、

計画的・戦略的に関わるそうである。

　母子生活支援施設という施設特性上、母子にかかわる

にあたって一人の保育士が「母親側の目線」と「子ども

の目線」の両方の視点を持ち合わせる必要がある。また、

保育相談支援を行う際にも「母親としてどうあるべきか」

という視点と同時に「家族である母子ユニットとしてど

うあるべきか」という視点が必要になる。そのため、常

に保育士として客観的または総合的、傭瞼的に母子の状

態や二一ズを把握するよう心がけるとともに、一人の保

育士では困難なケースの場合は、複数の保育士が関わる

よう工夫しているそうである。

　また、DV被害者が多いことから、男性職員の配置には

多大な配慮をしており、男性職員しか勤務していない時

問帯が生じないようシフトの工夫をしているとのことで

あった。

c．保育相談支援の中で感じるやりがい

　子どもと関わりたいという気持ちで保育士になったた

め、やはり喜びややりがいを感じる場面のほとんどは、

子どもの成長に関わる瞬間であるが、子どもの成長を喜

ぶ気持ちを母親と共有できたと実感できる瞬間は率直に

うれしいとのことであった。

　施設特性上、母親との関わりが多く、そこから感じる

負担が多いが、子どもの笑顔や成長によって救われ励ま

されることが少なくないようである。

d．保育相談支援の中で感じる苦労や負担感

　母親自身が自分の親から適切な養育を受けていないケ

ースが多く、自分が親から育てられたのと同じやり方で

子育てをしているケースが少なくない。こうした背景か

ら、保育士からみて「不適切な子育て」と見えるからと

いって、安易にその方法を否定し助言・指導を行うこと

は、母親の反感を買うことにもつながるし、母と保育士

との信頼関係構築を困難にする可能性もある。そのため、

言葉遣いから指導方法まで細かな配慮を必要とするそう
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である。母の人生や生育歴等を否定せず尊重しつつも、

適切な子育てを教えなくてはいけないという難しさがあ

るのだろう。

　また、母子生活支援施設の利用が措置から契約制度に

変わり、「入所後原則2年で退所させる」という暗黙のル

ールによって、母子への支援が難しくなっているとの指

摘もあった。2年間という限られた期間では、援助の目

標・目的が「母子の退所・自立」に焦点が偏りやすいた

め、支援や指導の内容も経済的支援や就労支援が中心に

なりやすくなる。すると、例えば、「育ちなおし」を必要

としている母の二一ズや、DVや虐待体験によって心のケ

アを必要としている母子への支援を結果として見落とす

ことになってしまう。この施設の目的や職員が果たすべ

き役割は何なのか、「自立支援」とは「自立」とは何なの

かを問いたくなる現状である。

　さらに、児童福祉法改正によって、退所した母子への

アフターケアが施設業務として位置づけられたが、実際

には実施が困難な状況のようである。しかし、アフター

ケアを必要とする退所母子は多いため、きちんとアフタ

ー一ケアを行える体制づくりが課題といえる。

e．保育相談支援における他機関との連携

　最も関わりの多い機関は福祉事務所であるが、2年で

自立させるよう指導されるばかりで、母子の支援にあた

ってパートナーシップがとれているという感覚はあまり

ないようである。また、母子自立支援員との連携は支援

の上で非常に重要であるが、非常勤であることと、力量

に個人差があり過ぎることがネックとなり、良好な連携

は難しいようである。

　借金、障害、疾病など多問題家族ほど連携する機関は

多くなるが、そうなった際、どこがリーダーシップをと

るのかといった課題がある。

f．保育相談支援の中で、発揮していると感じる保育士

　としての専門性

　まず、保育士養成課程で学んだr指導案の書き方」の

プロセスを保育相談支援の計画立案にも応用できるとい

う点が挙げられた。保育所等において書かれる指導案作

成過程においては、子どもの実態把握、予想できる子ど

もの言動などを明確にした上で、活動の内容やタイミン

グを決めていく。同じように保護者指導においても、母

子の親子としての状態や母親の親としての成長具合や実

態を把握した上で、指導内容やタイミングを決めていく

という具合に過程とノウハウを応用できるとのことであ

った。これは、母子自立支援計画の立案にも応用できる

といえる。

　また、保育士として培った、子どもの発達に関する知

識があるため、親に対する指導・助言の際に、その根拠

として「子どもの発達段階」を明確に示すことができる

ため、指導・助言に説得力があり、母を納得させること

ができる強みがあるとのことであった。

　　　　　　　　　　　　（伊藤嘉余子・板倉孝枝）

5．考察

（1）先行研究レビューからの考察

　施設保育士に関する先行研究レビューの結論について、

以下の2点にまとめることができた。

　①施設で働く職員として「保育士」独自の専門性や機

能について検証した研究は少ない。

　施設に関する先行研究は、「保育士としての専門性」と

いう視点から追求するものよりも、施設を利用する保護

者や子どもたちの二一ズに着目し、行われるべき援助内

容や施設が果たすべき役割について検証しようとするも

のが多い。

　さらに、「直接処遇職員」という用語にも表れているよ

うに、「保育士として」よりも「子どもと直接関わる職員

として」どうあるべきかという点に焦点をあてた研究が

多いともいえよう。・つまり、保育士と児童指導員にっい

て、役割や業務内容が明確に区別されていない現状が先

行研究の動向にも反映されているといえる。

　②研究方法としてタイムスタディ等が用いられた先行

研究がある。タイムスタディを用いた研究では、客観的

データに基づき児童福祉施設の一一定の業務内容が可視化

されてきた。一方、これまでの研究は、援助内容、行為

のきっかけやその背景等を、行為のプロセスの連続性の

中に位置づけて分析されていない。

（2）インタビュー調査からの考察

　5種類の施設におけるインタビュー調査の結果から、

保育士が行う保育相談支援について共通する特性として

以下の6点が挙げられる。

①関わりが困難な保護者に支援・指導を行っている現状

（精神疾患、知的障害ケースの増加）。

②上記に伴い、障害や疾病に関する知識や援助スキルが

　必要である。

③「生活の場」と「援助の場」が一緒であるという特性

　への配慮。

④保護者のもつ「負い目」「罪悪感」に配慮した関わり

　の必要性。

⑤保育相談支援において発揮できる保育士の専門性は

　「子どもの発達理解」に関する知識である。

⑥他機関、他職種、他職員等との連携が非常に重要である。

　①と②についてであるが、こうした傾向は保育所にも

あてはまることかもしれない。保育士として、精神疾患

の種類や特性、関わる際のポイント等について学習して

おく必要があることが示唆された。また、⑥とも重複す

るが、精神疾患や知的障害のある保護者の援助にあたる

際に、ひとりの保育士で抱え込むのではなく、複数のス

タッフで対応したり、主担当の保育士をサポートしたり

する等、連携が非常に重要になることがわかった。

　③については、保育所との大きな相違点であるといえ

る。帰る場所・生活する場所と、援助を受ける場所が同

じであるということが利用者に与えるストレスやプレッ
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シャーに十分配慮した関わりが求められる。また、利用

者にとって職員がそれだけ大きな影響を与える存在であ

ることを自覚する必要があるだろう。

　④について、保護者は、施設に子どもを預けていると

いう罪悪感や葛藤を抱えているケースが多いため、その

点に十分配慮した関わりが必要になる。特に乳児院にお

いては、子ども担当の保育士が保護者指導には関わらな

いといった具体的な配慮がなされているように、保護者

の子どもへの愛情、思いを尊重した関わりが非常に重要

になる。

　⑤について、どの施設保育士においても、目頃の保育

相談支援で発揮していると自覚している自らの専門性に

ついて「子どもの発達理解」が挙げられた。子どもの発

達過程を知っているからこそ、その知識を根拠に自信を

もって保護者指導にあたることができている現状が明ら

かとなった。

　⑥について、各施設では、他機関、他専門職、他職員

と連携・情報交換し、相互の専門性を尊重しながら保護

者指導が行われており、結果としてそれが親子支援や関

係調整につながっていることがわかった。

　　　　　　　　（伊藤嘉余子・有村大士・板倉孝枝）
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　教育実践総合センター研究紀要8．岩手大学教育学部附属教

　育実践総合センター．211－224．2009

21）堀場純矢．研究ノート：母子生活支援施設における家族支援

　の実態一母子指導員への聞き取り調査から．東海女子短期

　大学紀要．（32）181－93．2006

22）大塩孝江．母子生活支援施設における家族支援とソーシャル

　ワーク．ソーシャルワーク研究．32（4）；286－294．2007

23）松本佑子．母子寮に在る母親の生活困難と意識に関する一考

　　察．聖徳大学研究紀要人文学部．第6号；27－31．1995

24）松本佑子．子どもの生活意識と親子関係に関する一考察一一

　　般家庭・児童福祉施設の環境の相異をめぐって．聖徳大学研

　　究紀要人文学部．第3号；193－204．1992

25）上野文枝．DV・PTSD・虐待など精神的ケアを必要とする母親

　に対するケースワークを考える一母子生活支援施設におけ

　る日常生活支援を通して。皇學館大学社会福祉論

　集．（10）；17－30．2007および砂川恵子．母子生活支援施設に

　おける支援システム構築に関する一考察一精神疾患を発症

　した母親と子どもへの支援．児童学研究（聖徳大学児童学研
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　究紀要）（10）；11－2L2008

26）山崎美貴子ほか．知的障害をもつ母親の子育て支援の実証的

　研究一母子生活支援施設の利用者への聞き取り調査を通して．

　明治学院大学社会学部附属研究所年報．（33）；16H75．2003

27）松本佑子．施設に在る児童の生活意識と職員像一養護施設・

　母子寮・教護院それぞれの環境を通しての比較研究．聖徳大

　学研究紀要人文学部．第4号；127－134．1993

28）岩田美香．社会福祉援助者の「貧困観」一母子生活支援施設

　職員への調査結果．教育福祉研究．（14）．69－80．2008

V．総合的考察

1．保育所保育士の保育相談支援（保育指導）展開における保育

　技術の活用

（1）保育相談支援（保育指導）における保育技術の活用

　本研究の結果から、保育相談支援（保育指導）（以下、

「保育相談支援」と略記する。）実践においては、関係構

築の技術、生活援助の技術、発達援助の技術が多用され

ることが把握された。従来、保育士の保護者支援として

遊びの提供や相談援助が求められてきたが、保育士の行

う保護者支援は、子どもの生活とより密着した事象を通

した支援であり、子どもと保護者の目常つまりは生活総

合性に根ざす支援であることが明らかになった。

　関係構築の技術は、抽出された分析単位の中でも最も

度数が高く、保護者支援において重要な役割を担う技術

である可能性も示唆された。分類の結果、保育技術は環

境構成を除く他の項目すべてにおいて受信型技術と発信

型技術に大別された。受信型技術は、子どもの状態像や

心情の把握、分析等が各項目間でも共通する技術として

存在しており、目常的な保育実践の中で用いられている

ことを示唆するものと考えられた。受信型技術と発信型

技術の度数を単純に比較した場合、発達援助の技術にお

いてのみ、受信型技術が顕著に多く現れた。ここからは、

受信型援助は発達援助の視点を持って行われるアセスメ

ントに類似したもので、発信型、つまり行為を持って行

う実際の援助は生活援助、環境構成や遊びなどの技術が

用いられると推察された。

（2）保育技術の類型化と考察

　5つの保育技術項目に属する細目となる保育技術を、

事例の対象年齢ごとに展開される技術や事例の文脈、保

育所保育指針における保育の実施上の配慮事項などから、

保育士の関与の様態によって列挙すると、保育技術の様

態の変化には、共通した傾向が見いだせた。それは、受

信型技術による受容的援助を経て、保育士の直接的かっ

主導的援助から、子どものより主体的な行動を導く間接

的援助へと展開する点である。

　保育技術は、5つのカテゴリーそれぞれにおいて、子

どもの情緒の安定を確保し、子どもが主体的に人や環境

に関わるカを育てるための段階的な活用が示唆された。

また、養護と教育が一体的に展開されるという保育所保

育の特性が、技術面からも把握された。これらの保育に

用いられる技術は、保育士固有の技術である。ここで把

握された保育技術には、行為として体現される様々な技

法が内包されると考えられる。従来、保育技術という文

言には、その定義づけや共通理解がなされておらず、遊

びや生活介助の手技等に代表されるものが技術として紹

介されることも少なくない。そういった技法を含めて、

保育技術の体系を明らかにし、整理を進めることが必要

である。

（3）保育技術活用の段階性仮説検証

　本研究は、保育相談支援実践事例を記述によって収集

したデータを分析したものである。そのため、記述者の

意図的行為および内容のみがテキストデータ化されてい

るという限界を有する。保育技術類型についても、記述

者の意識的な保育相談支援実践の範囲内で用いられた保

育技術であり、子どもを対象とした保育実践で用いられ

る保育技術を意識化した記述ではない。ここで示したも

のは、あくまでも保育技術の全体像の一部である。保育

相談支援における保育技術の活用については、子どもを

対象とした保育技術の全体像を参酌した上で、検討する

必要がある。

　ここで示した保育技術の活用における順序性仮説の検

証には、子どもを対象とした保育実践における保育技術

の活用様態を把握する必要がある。したがって、子ども

を対象として行う保育実践から保育技術を抽出、類型化

し、全体像を把握した上で、実践場面における保育技術

の活用様態と本研究結果との比較検討を行うことが必要

である。保育士の専門性をさらに詳らかにするために、

これらは喫緊の課題である。

　　　　　　　　（西村真実、山川美恵子、橋本真紀）

2．保育相談支援における動作的援助把握に関する予備

　　的研究

（1）観察の指標となる視点の検討

　本研究は、観察調査により保育士の動作的援助を抽出

することを最終的な目的として、予備調査を行い、妥当

な調査方法と内容を検討することを目的としている。今

年度の観察事例から抽出されたカテゴリには、距離、姿

勢、行為、表情・視線、言語的援助、その他の6つが得

られた。この結果をコミュニケーションの分類や他の専

門職の養成と比較検討を行い次年度の観察の指標となる

視点を捉えることとする。

　大坊は、社会心理学の分類では対人コミュニケーショ

ンはメディアを介し多様なチャネルを通じて行われるも

のと捉えるとし、そのチャネルの違いによって表8のよ

うに分類している1）。

　医師教育では統一した客観的臨床能力試験が行われる。

臨床能力のうち技能は、テクニカルスキル・コミュニケ

ーションスキル・その他のスキル（記録等）の3つに分
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けられる。更にコミュニケーションは、言語的コミュニ

ケーション・準言語的コミュニケーション・非言語的コ

ミュニケーションに分類される。準言語的コミュニケー

ションは、会話に含まれる言葉以外の声の調子の変化や

強勢の置き方など言語以外のメッセージをさす。非言語

コミュニケーションは、身体言語ともいわれ、①表情、

②姿勢・しぐさ・態度、③身体的接触に分けられている
2）。

　山田は、社会福祉援助職に求められる対人援助の基礎

を説明する上で、非言語行動として表情、視線、動作、

姿勢、身体接触、距離、声の調子、抑揚、強弱、問、速

さを挙げている。山田は上記に加えて「距離」を挙げ、

その他に準言語的コミュニケーションも非言語コミュニ

ケーションに組み込んでいる3）。

　本論は、保育士が行う保育相談支援技術のうち、動作

的援助の抽出にふさわしい研究方法を明確にすることを

目的とする。言語的援助には、言葉と準言語的コミュニ

ケーションである声の調子、抑揚、強弱などが含まれる

ことから、調査においては、動作的援助を非言語コミュ

ニケーションの範囲と捉えることが妥当であると考えら

れる。

　岩間は対人援助のための相談面接の技法として21の

技法を挙げているが、そのうちアイコンタクトを活用す

る、うなづく、沈黙を活用する、感情を表情で返す、の

4つが非言語的コミュニケーションであり、残りの17

の技法は言語的コミュニケーションである4）。保育士の

保育相談支援は、保護者を対象とした対人援助であり、

相談も受けることから岩間が示す技法も、視点として活

用する必要性が高いと考えられる。

　今年度の予備調査において、抽出したカテゴリは14

項目あるが、これらを視点として用いやすくするために

医師養成、対人援助職養成、相談援助に用いられるカテ

ゴリを参考に更に5つにグループ化し、上記から必要な

視点を加えるものとする。以上のような先行研究から今

年度得られたカテゴリを再検討し、資料1の観察の視点

を決定した。

（2）保育士の動作的援助を抽出する研究方法

　行動の頻度を検証する研究においては、最初に行動を

コード化しそのコードを記録する方法を取るが、本研究

は理論の生成が目的であるため、行動の分類は、視点と

して用いて詳細な行動記録データを作成し、それを基に、

「保育士が行う動作的援助は何か」という問いにより分

析を行い、保育士の動作的援助を抽出することが適切な

方法と考えられる。その方法は以下の通りである。

　保育所の観察時には調査者が数多くの視点を持ちなが

らすべてを記録することは困難であるため、以下の3つ

の段階を置くことが妥当な手順と考えられる。①分析的

なカテゴリに則って詳細に記述する。②動作的援助が生

じた文脈を記録するために、保育士の行動の意図や意味

を補足的なインタビューにより補い記録する。③記録を

分析し保育士が行う動作的援助の考察を行う。尚ビデオ

データを分析する記録表の形式を資料3に添付する。

　　　　　　　　（高山静子、橋本真紀、水枝谷奈央）
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3．施設保育士の保育相談支援の特質と保育相談支援術

　本年度研究では、施設保育士に関する先行研究レビュ

ーおよび施設保育士に対するインタビュー調査によって、

施設保育士が行う保育相談支援について検証した。この

結果を踏まえ、以下の視点から考察を行う。

（1）保護者特性からみる施設保育士が行う保育相談支

　　援の特質

　保育所保育士が接する保護者と施設保育士が接する保

護者とでは、生活環境や抱える課題など異なる点が多い

といえよう。施設保育士には、こうした保護者特性を理

解した上での保育相談支援が必要となる。具体的には、

施設保育士が関わる保護者の多くは、虐待をはじめとす

る養育問題、就労や借金など経済的問題、DVのような夫

婦関係の問題など多様な生活問題を抱えているケースが

少なくない。つまり、親として子育てを行うにあたって

どのように子どもと向き合えば良いかについて考える以

前に、人としてどう生きるかという課題に向き合い、現

状を改善するための何らかのアクションを必要とする保

護者が多いのである。自分の権利や人権が守られていな

いと感じている親が、我が子の健やかに成長する権利を

尊重し権利擁護を具現化していくことは困難である。保

護者がおかれている状況について適切に把握し、共感し

た上での保育相談支援が必要となる。

（2）施設種別や施設機能・目的に応じた保育相談支援

　「施設保育士」と一言で表現しても、保育士が勤務す

る施設種別によっても保育相談支援の内容や特質、傾向

は異なってくることがヒアリング調査からも明らかとな

った。例えば、知的障害児施設や知的障害児通園施設に

おいては、障害児の両育に関する具体的なスキルや障害

児の子育てに係る各種社会資源に関する情報を豊富に有

していなければ適切な保育相談支援を行うことは不可能

である。母子生活支援施設では母子家庭施策や就労支援

関連の社会資源に関する知識は不可欠である。乳児院や

児童養護施設など入所型児童福祉施設においては、親子

分離を常態とした中での親子関係調整という援助技術が

必要となる。こうした施設種別による保育相談支援の特

質の相違点については次年度以降、さらに詳細に検討し、
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保育士として必要な知識やスキルについて考究していき

たいと考える。

（3）まとめ

　本調査研究結果より、施設保育士が行う保育相談支援

においては、保護者の現状を的確に捉える視点が必要で

あることと、保育や子育て関連以外に習得しておくべき

知識やスキル（保護者の生活課題を理解・解決するため

に必要な知識・スキル）が必要であることが示唆された。

これらの知識やスキルにっいて、保育士養成課程の中で

どのように教授するべきなのか、または、施設種別によ

る特殊性や個別制に配慮して、就職決定後や就職直後の

研修において習得させるべきものなのかについても検討

する必要があるだろう。

　すべての保育相談支援に必要なスキル・知識と、働く

施設の特殊性・個別制に応じて必要となるスキル・知識

とについて整理する必要があるのではないだろうか。

　　　　　　　　（伊藤嘉余子、有村大士、板倉孝枝）

4．保育相談支援における保育所保育士と施設保育士の

　共通点と相違点

　本年度研究では、保育所保育士が有する保育相談支援

技術、施設保育士の保育相談支援の現状と特徴を、各調

査研究を通して捉えた。本項では、各調査研究の結果と

考察を踏まえ、保育所保育士と施設保育士の保育相談支

援の共通点と相違点にっいて総合的に考察を行う。

（1）保育所保育士と施設保育士の共通点

　児童福祉施設における保育相談支援の特徴は、本研究

班の調査結果と考察から、表9のように整理される。な

お、保育所保育士の保育相談支援に関しては、先行研究

1）、保育所保育指針、他文献2）も含め検討した。

　本研究では、保育相談支援に共通する特徴として、以

下の四点が把握された。第一に、子どもの存在により援

助の必要性が発生し、援助の結果が子どもに帰結するこ

とである。つまり、援助過程において常に子どもの存在、

そして親子と保育士の三者関係を意識する必要がある。

第二は、保育相談支援においても子どもの心身の状態像、

特に発達段階を的確に捉え、援助に生かそうとする保育

士の姿が把握された点にある。第三には、施設種別で具

体的手段に相違が認められるものの、保育相談支援にお

いても物理的な環境や手段が活用され、その工夫が認め

られた。第四には、対人援助職が共有する基本姿勢とい

える、共感的な姿勢、守秘義務の重視が共通して捉えら

れた。

　以上から、児童福祉施設の保育士が共有する保育相談

支援の特性は、①子どもの育ちを支えることが第一義的

な目的と意識されていること、②子どもの発達、生活場

面における状態像の把握は、保育相談支援の展開におい

ても非常に重視され、その知識と技術の活用が保育相談

支援を支持する一つの要素であること、③具体的援助に

おいては、物理的環境や手段を活用していること、の三

点に整理された。

（2）施設種別による保育相談支援の特徴

　本調査研究の結果、保育士の保育相談支援における保

護者への接触頻度や保護者の状態は、施設の機能により

差異が認められた。通所型施設、母子生活支援施設では、

保護者との接触頻度が高く、親子分離が前提となる入所

型施設では、保護者との接触頻度が低い。また、個人的

な要因により援助を必要とする保護者の割合が保育所で

は低く、他の児童福祉施設では高い現状が把握された。

さらに、保育所では保護者との連携や協力、知的障害児

通園施設では障害受容への支援、母子生活支援施設では

経済的自立への支援、乳児院、児童養護施設、知的障害

児施設では親子分離を常態とする中での保護者への支援

等、施設の機能が保育相談支援の留意点に影響する傾向

も捉えられた。このように施設の機能が保育相談支援に

影響するということは、保育所保育士と保護者との関係

に比較して、施設保育士と保護者との関係がパターナリ

ズムに陥り易い、もしくはその必要があることも予想さ

れる。

　加えて、施設によって親子関係への支援の開始時期が

異なることも確認された。例えば、保育所や母子生活支

援施設が、既にある親子関係のより強い関係構築や関係

調整を目的とする一方で、子どもの障害や里親等の二一

ズにより、親子の出会い等親子関係の開始期から援助を

行う施設も認められた。

　以上の整理を踏まえつつ、本研究班の現時点の見解を

保育相談支援における保育士に求められるコンピテンシ

ー構造仮説として図2に提示する。

（3）保育所保育士と施設保育士の相違点

　保育所保育士が行う保育相談支援と施設保育士が行う

保育相談支援の相違点として、大きく3点が挙げられよ
う。

　まず、一点目として「行動見本の提示」の活用頻度の

差が挙げられる。r保育所保育指針」第6章では保育所保

育士が行うr保育指導」として「子どもの保育の専門性

を有する保育士が、保育に関する専門的知識・技術を背

景としながら、保護者が支援を求めている子育ての問題

や課題に対して、保護者の気持ちを受けとめっっ、安定

した親子関係や養育力の向上をめざして行う子どもの養

育（保育）に関する相談、助言、行動見本の提示その他

の援助業務の総体をいう」と述べられている。施設保育

士の場合、保護者と職員との接触頻度が保育所と比して

低いことと合わせて、施設保育士がどのように子どもと

関わっているのかを保護者に行動見本として提示する機

会が非常に少ない。また、親子が抱えている課題の特性

上、親子別々に援助を行いつつ親子関係を調整すること

が多いことがヒアリングからもわかっている。そのため

「行動見本の提示」という手段を用いる頻度が違うとい

うことは大きな違いであるといえよう。

　二点目として、保育所保育士と比べて施設保育士の方
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が、保護者の経済力を含めた生活力向上のための支援に

関わることが多い点が挙げられる。そのため、保育相談

支援の際に、子育てや養育スキル以外の知識（就労支援

や各種手当支給に関する情報など）が必要となる。また、

そうした過程において保護者の個人情報を多く得ること

となるため、保育士自身の個人情報保護を含めた倫理が

厳しく問われることになる。

　三点目として、保育所保育士と比して施設保育士は、

他機関や他職種と連携する機会が多いことが挙げられる。

そのため、日頃からの協力的な連携関係を構築しておく

ことが求められるとともに、担当ケースについて他職種

にもわかるよう記録・説明できる力量が必要となる。

（4）まとめ

　本調査結果から、保育士の保育相談支援は、子どもの

育ちを支えることを目的とすると共に、機関の役割に応

じて、保護者と協力したり、時に対峙する等方法や手段

を選択し、援助を行っていると考察された。今後、保育

所と施設における保育相談支援の共通点、相違点、施設

種別の相違点等もより明確にし、保育士の専門性向上に

寄与したい。　　　　　　　　（橋本真紀、伊藤嘉余子）
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5．保育士の専門性の体系化の必要性と今後の課題

　平成21年4月からの保育所保育指針の告示化において

は、「保育士の専門性を生かした保護者支援」の必要性を

明記したことが画期的なことであった。そして、その業

務は、保育所保育指針解説書において「保育指導」と命

名され、定義がなされた。保育士は、従来から、種々の

保育の専門性を活用しつつ保護者支援を進めている。し

かし、それらの技術やその活用実態はこれまで十分に可

視化、体系化されておらず、したがって、保育士養成課

程においても部分的にしか教授されてこなかった。また、

保育の専門性を活用した保護者支援の技術の体系化やソ

ーシャルワークなどの専門的技術との関係整理もなされ

ないままであった。

　こうした点を踏まえ、我々は、保育指導を「保育の知

識・技術と保育指導の知識・技術の組み合わせによる保

護者支援が保育士の専門性を生かした保護者支援であ

る」との視点に基づき、これまで26の保育指導技術1）

を抽出してきた。このなかには、社会福祉士や臨床心理

士などの対人援助専門職に普遍的な技術のほか、保育士

に固有の保護者支援の技術が多数含まれている。そして、

これらの知識・技術は、送迎時の対応や連絡帳の記載、

体験保育、保護者会等の場面において駆使されていると

考えられる。

　また、保育所における保育士の保護者支援は、例えば、

①子どもを通した支援、②目常会話による支援、③送迎

時の支援、④連絡帳・通信による支援、⑤環境による支

援、⑥行事等を用いた支援、⑦相談・助言、⑧子ども虐

待等のハイリスク家庭への支援など多彩なものが想定さ

れ、こうした場面や用いる手段ごとの技術についても整

理、可視化していくことが必要とされている。

　現在の保育士養成課程においては保護者支援に直接関

わる技術科目として「社会福祉援助技術（演習）」がある

が、これは社会福祉士の専門技術であり、保育士に固有

の技術ではない。しかしながら、研究の背景で述べたと

おり、保育士の専門性を生かした保護者支援の可視化、

体系化こそが必要とされてきているのである。これらを

受け、保育士養成課程等検討会中間まとめは、保育士の

専門性を生かした保護者支援を「保育相談支援」とし、

演習形態で1単位の履修を求める提言を行った。提言に

基づけば、早ければ平成23年度入学生から、全国の保育

士養成校において、当該科目が教授されることとなる。

早急に、保育相談支援のスキルの可視化、体系化を進め

ていかなければならない。そして、それは、保育技術の

可視化、体系化を促進することにもつながるのである。

本研究の目的はまさにそこにある。

　なお、これら「保育士の専門性を生かした保護者支援」

は、乳児院や児童養護施設、障害児関係施設等の児童福

祉施設においても活用されていると考えられる。研究3

の成果は、そのことを示唆している。次年度において、

施設保育士の保育相談支援の技術を可視化していくこと

は、本研究の大きなテーマとなる。

　保育士養成課程の改訂に伴い、今後、「保育相談支援（演

習）」の教授内容の明確化が必要とされるであろう。実務

的であることはもちろんであるが、理論的、体系的にも、

ソーシャルワークや相談援助（社会福祉士及び介護福祉

士法第2条第1項）、カウンセリング等に引けを取らない

基盤を確立していかなければならない。これも、今後の

大きな課題である。保育士の待遇向上の必要性が叫ばれ

ているが、そのためには、こうした保育と保育相談支援

の隠れた専門性を可視化し、養成課程に生かしていくこ

とが必要である。

　最後に、保育指導とソーシャルワークとの関係、さら

には、保育士養成課程の改訂でこれから導入されること

となる保育相談支援とそれらとの関係整理が今後の大き

な課題となることについても触れておかねばならない。

r保育指導」は保育所保育指針解説書によって定義され

ているが、その専門性は、児童福祉法第18条の4第1

項にいう「児童の保護者に対する保育に関する指導」が

r保育所」において発揮される場合に用いられる用語で

ある。また、「保育相談支援」は、働く場を問わず保育士

が発揮するr児童の保護者に対する保育に関する指導」

業務に関する専門性をいうものと想定される。さらに、
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柏女他：児童福祉施設における保育士の保育相談支援（保育指導）技術の体系化に関する研究（1）

児童福祉法第48条の3第2項は、保育所保育士に「乳児、

幼児等の保育に関する相談に応じ、および助言を行う…」

専門性を求めている。これらの関係は、どのように整理

すればいいのであろうか。本稿においては、仮説的に、

保育相談支援を施設保育士を含む保育士の専門性を生か

した保護者支援とし、保育指導は保育所におけるそれを

示すものとして検討を進めている。しかし、今後は、そ

れぞれの概念について、より慎重に規定していかなけれ

ばならない。

　また、網野2）は、現在の仕組みのもとでは、「…その個

人の生活に随時その二一ズに対応してサービスが横糸的

に織り込まれていく活動をソーシャルワークという」と

し、また、「…その個人の生活に常時あるいは継続的、断

続的にその二一ズに対応してサービスが縦糸的に織り込

まれていく活動をケアワークという」とし、それらを担

う専門職がそれぞれソーシャルワーカー、ケアワーカー

とされているとしている。そのうえで、児童養護施設等

においては、職員の配置基準が児童指導員と保育士の合

算によって定められていることを引き合いにして、子ど

も家庭福祉においては、「ケアワークとソーシャルワーク

の関連性が強い」3）としている。では、保育相談支援や

保育指導とケアワーク、ソーシャルワークとの関係はい

かなるものと整理できるのであろうか。

　これらを整理し、体系化していくことが子ども家庭福

祉における社会福祉援助の大きな課題であると考えられ

るのである。柏女4）は、これらの関係について仮説的に

図3のように整理している。しかし、ここではケアワー

クは考慮されていない。今後、本研究において、ソーシ

ャルワーク、ケアワーク、保育相談支援等の援助体系の

関係について、保育相談支援や保育の技術を可視化、体

系化することを通じて整理していくことが必要と考えて

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（柏女霊峰）
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6．　むすび一次年度研究に向けて

　本研究においては、以下の3つの研究を実施した。研

究1では、主任研究者らの先行研究の事例シートをもと

にr保育技術」の類型化を行った。研究2では、保育相

談支援技術のうちの「動作的援助」をさらに詳細に把握

するための観察法について検討した。研究3では、施設

保育士の保育相談支援業務の実態にっいて施設保育士に

対する半構造化インタビューを通じて把握した。

　第2年次に当たる次年度は、第1年次の予備的研究を

踏まえ、以下の2つの研究を実施する予定である。第一

に、施設保育士が使用している保育相談支援技術の抽出

と類型化を目的とした事例調査を実施する。第二に、保

育所保育士の保育相談支援技術について、動作的技術の

詳細な把握を図りっつ、保育所保育士の当該業務におけ

る保育技術と保育相談支援技術との相互連関について考

察することを目的とする。そのうえで、保育技術と保育

相談支援技術の組み合せによる保育相談支援業務の構造

化を図る。これらを通じ、最終的には第3年次研究にお

いて、保育相談支援技術の社会福祉の援助技術における

位置づけについて、ケアワークおよびソーシャルワーク

との関連において整理、考察する。各研究の計画概要は

以下のとおりである。

（1）研究1の方法

　児童養護施設、乳児院、児童館など6種別の児童福祉

施設に勤務する保育士のなかから1施設にっき「経験3

年未満」と「経験10年以上」各1名を対象とし、一定の

フォーマットに基づき、1人の保育士当たり保育相談支

援実践事例2事例の提供を依頼する。対象数は、施設種

別ごとに各4施設程度とする。これにより100枚弱の保

育相談支援実践記録を回収する。分析手法としては、保

育相談支援実践記録（事例記述シートに記入）について、

保育士の保護者に対する働きかけや反応の記述を文節ご

とに抽出し、2名の分析者の判断が一致した個所を援助

行為として採用、文書セグメントを作成する。それらの

文書セグメントを、意味内容の類似性に着目して分類、

類型化する作業を進める。

（2）研究2の方法

　保育相談支援に関する動作的援助を把握するための観

察法として「事象見本法」を採用し、数か所の保育所に

対して観察調査を実施のうえ分析を行う。さらに、これ

までの研究成果をもとに、保育相談支援業務における保

育相談支援技術と保育技術との相互連関等に関する考察

を進める。　　　　　　　　　　　　　　（柏女霊峰）
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図1　研究のプロセス
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実態や関連技術の把握

保育指導の

展開過程の分析

観察訓査とヒアリング調査

研寵3施股保育士の保育指導

　　業樒の把掘
・先行研究のレビュー

・インタビュー調査

児塵養護施設．知的障害児施設等

甥1陳毅保育士

保育所保育士の保育指導技術 施設保育士の保育指導技術

保育士の保育指導技術

保育指導技術の体系化（ケアワークおよびソーシャルワークとの関運において）

表1．保育技術分類の結果

保育　術 度数 ％

関係構築の技術 148 41．5

生活援助の技術 98 27．5

発達援助の技術 78 21．8

環境構成の技術 21 5．9

遊びの展開の技術 9 2．5

その他 3 0．8

総計 357 100D
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柏女他：児童福祉施設における保育士の保育相談支援（保育指導）技術の体系化に関する研究（1）

表2　保育技術類型表札（発信型技術を着色）

一般的な発達についての見解

発達の状態像の把握

一般的発達から個別の状態像を捉える

発達的変化を捉える

発達状態の分析

発達を見通し待つ

発達を見通し受け止める

子どもの状態・心情の把握

子どもの状態像の見通し

格傾向の把握

（生活）行為に表出する心情の把握

（生活）行為からの関係把握

日常行為を用いた心情の確認

身体接触を伴う受容

受信型技術

発信型技術
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表3　本研究における保育技術の定義

第46集

技術類型 定義

発
達
援
助
の
技
術

r般的な発達についての見解

発達の状態像の把握

保育士が子どもの発達を判断する際に用いる一般的な発垂の状態像についての見解

　　的な子どもの馬・ら現在の発達の状態像を把握すること

r般的発達からイ醐IIの状態像を捉える

発達的変化を捉える

「一般的な発達についての見解」を勘集し、個別の子どもの状態像を発達の状態像として捉えるもの

具体的な子どもの姿の変容から発達的な変化齪えること

発達状態の分析 具体的な子どもの鋤、ら発達の伏態と子どもの心情を勘案し、個別の子どもの状態像について行う分析

発達を見通し待つ

発達を見通し受け止める

具体的な子どもの甕こ対レ、現状の分析を基に発達を見通してなされる現時点での関与の継続

保育士が把握・分析した子どもの状態像に対し、発達の見通しをもって意図的に行う『受け止め」

行為を引き出す

発達の喜びの意図的表出

子どもの主俳的な行為によって発達に伴う機能獲得が行われるような配慮に基づく保育士の関与

子どもの行為こ認められた成長に対し、保育士が意図的に行う喜びの表出

生
活
援
助
の
技
術

子どもの伏態・心情の把握 生活場面こおける子どもの行為や様子からの、個別の子どもの日常的な状態や変化、心情の把握

子どもの伏態像の見通し

生活行為獲得のための介助

子どもの生活行為の獲得について、現在の状態像を踏まえて次に表出する姿の見通し

子ども自身が生活行為を獲得することを指向する保育士の直接的な介助

行動見本の提示

適応行為の伝達

子どもの生活場面における、子どもの主体的行為の見本となる行為の提示

子どもが生活する上での社会的適応に必要となる行為を伝達する、保育士の直接的関与

子どもの生活体験の保障 失敗も見込んだ子どもが自ら生活行為を行う体験の保障

状態の見図り

生活行為や内容の調節

個別の子どもの状態を勘粟し、タイミングを見計らうなど、子どもの生活行為の獲得を目的とした個別援助の判断

子どもの主体的な生活行為可能になるよう、保育士がその行為や内容を選択、限定、調整するなどの援助

子どもの主体的な生活行為の誘発 子どもの行為がより主体的に行われることで生活行為の獲得を促す働きかけ

環
境
構
成
の
技
術

人的環境の位置取り 子どもを取り巻く人的環境としての保育士と子どもの物理的距離やポジショニングヘの配慮

言語環境の整備 子どもの周囲で発せられる言葉も、子どもを取り巻く環境要因として捉えて行う整備

時間の保障（待つ）

時間の可視化

子どもの主体的な行為のための時間の保障

子どもが主体的な活動の中で時間の区切ヲを視覚的に理解できるよう行う援助

空間の特徴付け

親和空間の活用

子どもの主体的な生活行為を促すため、子どもの視界に手がかりを組み込むなどの使用空間の特徴の強調

子どもの情御）安定を確保し、その上で主体的な活動を楕成するために行う、子どもが従来慣れ親しんできた空間の活用

場面の転換 子どもの情緒：り安定を確保し、気分を転換し、主体的な活動を促すために行う→寺的な場面の転換

視覚媒体の活用 行為の結果を子どもが視覚的に理解し、さらに主体的な活動を誘発するために行う子どもの視界1訊る媒体の利用

遊
び
を
展
開
す
る
技
術

遊びの状態像の把握 子どもの遊びに焦点化して行う個別の状態の把握

遊ぴへの勧誘

遊び行為の意識づナ

保育士が直接的に子どもを遊びこ誘う働きかけ

子どもの遊びこおける行為を子ども自身に意識づナ、子どもが自信を持つことで、さらに遊び行為を促すような働きかけ

遊ぴ体験の提供 保育士から子どもに遊び行為を働きかけ、子どもがそれを楽しむ、という体験の提供

遊び体験と体感の共有

遊びの連続性の保障

子どもの主躰的な行為である遊びを保育士の配慮を介在させて行う子どもの体感の提供

環境の変化を経ても、子どもが主体的に取り組む遊びの継続が可能こなるような保育士の働きかけ

関
係
構
築
の
技
術

性格傾向の把握

（生活）行為に表出する耐青の把握

子どもと保育士との関係を基盤として行う個々の子どもの性格傾向の把握

子どもと保育士、または保護者や友だち等の関係性を踏まえた上での、子どもの行為に現れる心情の把握

（生活）行為からの関係把握 子どもの生活行為からなされる子ども同士や親子の関係性の把握

日常行為を用いた心情の確認

身体接触を伴う受容

保育士と子どもの関係性を基盤とし、尋ねる、誘う、といった日常的な行為を用いて行う子どもの心情の確認

子どもの情緒D安定を図るために行う抱っこやおんぶぬどの身体的接触を伴う受容

身体接触こよる感情・心情の伝達

情縮的按触

抱きしめ惹撫でるなどの身体接触を用いて行う保育士のO情の伝達

必ずしも身体接触は伴わザとも、情郵的な交流によるふれあい

儀礼の活用（握手、いただきます、挨拶些 子どもの生活の中で行為の区切肥して日常的＝用いられる　　　客行　　　　　　子どもカ　　　　り替えられるようオ　助

迎え入れ

気持ちの調整

その日最初の子どもとの対面の際に、単なる挨拶ではなく、積極的に迎え入れ子どもの慮識を保育士に向けるような働きがナ

子どもの情動の動きに対して、大人も情動を動かせて子どもの情動を膨らませたり、鎮静化させるための働きかけ

心惰の言語化

代弁

保育士が子どもの心情を理解し、言語化して子ども1亟す働きかけ

保育士が理解した子どもの心情の他者への伝達

関係の中の行為の意識づナ 保育士と子ども、また保護者も含めて2者間もしくは：渚間の関係の中で行われた行為を対象者に意識づけるような働きかけ

関係性にお1ツる見通しの提供

行為を通して関係をコまぐ

保育士と子ども、また保護者も含めて2者間もしくは3者間の関係を基盤とし、それらの関係がどう展開するかしめす提示

保育者が子どもと他者との関係をつなぐことを目的として行う．意図的に子どもの行為を構成

他者との関わりを誘発する行為を促す 保育士が直接的介在を行わずとも、子どもの主体的な行為が他者との関係を結ぶ、または強化す祉うな仕掛け

64



柏女他1児童福祉施設における保育士の保育相談支援（保育指導）技術の体系化に関する研究（1）

　　　　　　　表4　事例にみる保育技術の様態変化

時系列 保育技術 1　　　　　　　注
ヨ卦・イレ1　り B3 生活行為獲得のための介助

自分でお　　　、で行こうとしてい1ヒ姿 B1 子どもの状態・心情の把握

トイし花の｝泄よ本人もタイミング　　詑がよくわからず B1 子どもの状態・心情の把握

最初は保育士が誘うだけだった B3 生活行為獲得のための介助
一　一　一　一　一　一一　幽　一　一　　　　　　　　　　繭　一　一　一　鱒　一　一一一　剛　一　一　一　剛　一　一一繭　顧　一　一　一　口

子ども自身1よまだ俳泄行為とその感覚もわ6、らない
一　　　　　圏

A2
旧　一　一　　　　　一噸　一　一　一　鱒　一　　一　　一一

発達の状態像D把握

トイレも近くにあり、保育士力tまめ儲隔こともでき B7 状態の見図り

灘轍墜＝鯉丞皇蜷丞と牡態∫む載か一＿一＿一 B8
爾　一　一　一　疇　一

トイレトレr葡’

　　開始前

一　一　一　一一一　剛

トイレトレr一’

職
一
　
　幽　　一　　嘲　一一　　騨

トイレトレr葡’

　　棚

一　一　脚　一剛一　一
トイレトレr一’

　　輔

最は失敗も　く、汚れ物も多かった
一一　一
B1

生活行為や内容の調節
一　需　一　一一一　一　一　一　一　一　　隔　　一一

子どもの状態・心情の把握

私たちもタイミングが合うよラこ　ていきたレ魍思います B8 生活行鶉や内容の調節

トイレに行くのは嫌がらなかったですよ」 B1 子どもの状態・心情の把握

出たときは喜んでいましたよ B1 子どもの状態・心情の把握

お母さんの買ってくれたパンンを喜んで選んでいましたよ
層　　一　　一　　一薗　一葡　一　　一　　一　　國　　扁　　一一　一　　一　閣　　一　　一　　一　　聞　　一　一一　　一　　剛　　一　　一　　－　　一

失敗もあるし、うまくいく日もある、そういう状態がUまらく続いた

E2
一一　一

A6

（生活）行蜘＝表出する心情の把握
一　　需　　一　　一一一　　田　　一　　一　　一　　一　　聞　　一一

発達を見通，待つ

一　一　一　一　一　一

終了期

時間はかカbたカ、現在は自宅で喜んでパンンをはくようr訟って、園で

は午睡中もパンン、自宅でも夜の睡眠以外はパソシで過ごしている A5 繍購外で遊んでじても、自分からトィレに行ける柔うになり、排泄に関して自立

が進んだ
A5 繍購

子どもの意識を排泄行為に向ナるため、まずパンツの購入を提案 E13 、　　4一　意識づナ 他見の事例

パンツに興味を持ら、→商；選んで買ってそしたらげっこう喜んて穿きま

したよ
E13 関係の中の行為の意識づナ

行こう』と誘うと、子どもぴ喜んでトイし仁入融うになった、ということもあり

ましたよ
C5 空間の特徴付け 他見の事例

　表5　予備的観察調査における事例の属性

観鰐所観齋瑚日対象児　開始

8
※保r保育士親一保護者

4分

終了

　　　　　　　　保畦鋤間こ子ど亀が介入

3歳2歳
　3歳　親＝声をがナる親と保耐肇拶
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表6　観察事例から抽出されたカテゴリ

Nα 上位カテゴリ Nα 中位カテゴリ 記録単位数 下位カテゴリ 記録
　、

1 距離

1 移動 5 1．6％
他の事象を意識して行く 2
他の事象を意識して戻る 3

2 接近 11 3．6％
対象に意識的に近づく 10
対象から意識的に離れる 1

3 位置取り 14 4．6％

向き合う 5
前方から距離をとって向かい合う 2
対象全体を捉えられる横位 2
近接して並ぶ 3
後方 2

2 姿勢

4 体位 21 6．9％

立位 4
座位 14
膝立ち 1
立ち上がる 2

5 姿勢 29 9．5％

姿勢をかがめる 14
姿勢を傾ける 10
身を乗り出す 1
振り返る 2
姿勢を戻す 2

3 行為

6 身体接触 10 3．3％

目的をもって触れる 3
意識的に触れる 5
無意織に触れる 2

7 身振り 56 18．4％

身振りをつける 33
指差し 4
うなずく 11

お辞儀をする 2
子どもを真似る 5
身振りを控える 1

8 動作 19 6．2％

取る 4
渡す 5
手を添える 8
見せる 1
覗く 1

4 表情・視線

9 顔の向き 12 3．9％
のぞきこむ 2
顔をむける 10

10 視線 29 9．5％

無意識に視線を向ける 3
意図的に対象者に視線を向ける 10
視線で追う 3
視線を戻す 1
視線を配る 1
視線を合わす（肯） 3
視線を合わす（否） 3
対象全員を意織的に見る
（見守る） 3
意識的に対象を見る 2

11 表情 42 13．8％

笑顔 29
関心を示す表情 2
真剣な表情 5
表情を緩める 3
表情を抑える 1
表情を戻す 1
表情を合わす 1

5 言語的援助
12 話す 48 15．7％

話しかける 25
挨拶をする 1
話す 21

答える 1
13 聴く 7 2．3％ 7

6 その他 14 対象者以外との関わり 2 0．7％ 2
記録単位総数　　　305　100．0％　　　　　　　　　　　　305
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表7　各施設で保母に求められる援助内容1）

施設種別 援助内容

保育所に準ずる設備がある場合、大体保育所と同じ内容の保育を行う

寮母（保母の資格を有する者）の役割は、

母子寮 ・母子寮内の母子を保持し、その生活指導をすること

・母子寮で生活する母子の個々の事情を把握し、その私生活を尊重して職業の選択、その他の生活指導を行い、現在だけでなく、

来も社会の一員として社会の共同生活に適応しつつ独立生活ができるよう、指導しなければならない

児童厚生員（保母の資格を有する者）

児童厚生 ・一般児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又上層を豊かにする目的をもって、適当な遊びを選んでこれを行うもの

施設 ・集団指導、個別指導を適当に取り混ぜて行うこと

・集団指導する場合は、なるべく子供たちに自主的なクラブを作らせて、遊びや研究を続けさせるように指導すること

・児童の先生として、母親として児童の心身を養護するのが目的

・児童と起居をともにしつつ、児童が日常の起居の間に社会の健全内一員となるように、児童の自治を尊重して集団指導、個別

養護施設
指導を行う

・生活指導のために日々のプロゲラム、一年間の実施計画を立てて指導すること

・義務教育を終了した児童に対しては、それぞれの性格に応じて、将来独立の生計を営むことができるよう、理論や実際につい

ての児童の自治を尊重して、集団的に又個別的に職業指導を行う

精神薄弱児施 （療育施設には、この当時虚弱児施設、し体不自由児施設、盲児施設、ろうあ児施設が含まれている）

設、並びに療育 ・児童と起居を共にして、これらの児童を保護して治療できる者は治療に協力し、又児童の日常の起居の間に、その施設を退所

施設 してからもできるかぎり独立自活できるように又社会に適応するように、知識技能を与えなければならない

教母（保母の資格）

教護院
・児童と起居をともにし、児童の不良性を除く目的

・生活指導と職業指導を行う

・内容は大体養護施設の場合と同じ

表8　対人コミュニケーション・チャネル

O音声的
　1）言語的　　（発言の意味・内容）

　2）近言語的（発言の形式的属性）

O非音声的
　3）身体動作
　　　a．視線

　　　b．ジェスチャー、姿勢、身体接触
　　　c．顔面表情

　4）プロクセミックス（空間の行動）

　　　対人距離、着席位置など

　5）人工物（事物の使用）
　　　被服、化粧、アクセサリー、道路標識など

　6）物理的環境

　　　家具、照明、湿度など
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表9　各施設種別保護者支援の特徴

噺 職 研
対象となる 0歳～6歳蹴学 主に0歳 1歳、18伽）歳 4へ6歳（幼児賜 1歳～18伽）歳

子どもの年齢 前 ※就学前まで可能 ※加齢者も多い

侠欄
（乳幼児に特1ヒし （季睨に特1ヒした 嫌濾ライ7イペント螺と蟻う泌掬 （幼児の発達と障 （障害理解が必

た専門性力泌要1 専門性力泌要》 害理働泌要） 勇

保護者との 高い やや低い個嵯あり） やや高い 高い 極めて低い

鱒
侮日の送迎》 髄設との対立疎園など） 侮日の送遡 Gまとんどなの

保護者に占め

都轄鱒 低い 高い

精嗣の書恰

親子関係への

騰
時に親子関係開始即功・らの支援力泌要 時に親子関係開始期からの趨泌要

趨 朧
関係構築関傍調整

朧
関騰関解調整

相
機能に基づく 親と保育士のパー 分離した状態で㈱呆除調整 経済的自立△の皮 障害受容 分離した状態での

違
保護者支援の トナーシップ、共 援 障害のある子ども 親子関係の保持、

点
主たる留意点 に子どもを育てる 謹

姿勢の保揺
保護者と職員の関係訪シくターナリズム1こ陥りやすい

法に規定され 保育所は、目々保 養育困難ぐ裸護を必要とする子どもを 保護を必要とする 知那轄児を保護 保護者のない／家

磯
護者の委託を受け 入所させて養育し、自立を支援す属 母子を入所させ1 者のもとから通わ 庭で獣蘇護指

て、保育に欠ける 保護＆自立促進の せて保護し、独立 導の受けられない

その乳児又1よ幼 ための生活支援を 自活に必要な気職 障害児を入所させ

児を保育すること 行う。 技能を与え鳥 保護し、独立自活

を目的とす為 に必要な気識技能

を与え為

禾1聯渡 利用契約 寵 禾1用契約 総

耀
ほぽ保i育士のみ 保育士と看護師 保育士と児童指導員を中し沼騰合

●序ども」腺護者コをどう捉えるかの視点と依拠する専門性・知瀧

●子どもの発達段階を理解した上で擁談援助の展開の必要性も

引呆護者の状況を的曜こi把握した上で、麟蝋
共

●親力轍あろうとすることを支える、子どもの最善の看溢の保障等基本姿勢刎呆臨

通
●手段と配慮が異なるが、i多様な機会傭等）、手段（違轍おたより等）、購活用した支援の展開、

点
●子どもの存在があるからこそ保護者への支援力泌要となる』

●親子関係の蔀整を目的とした子どもへの働きがナ《援功の際に三者関係を億識する）。
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図2　保育相談支援における保育士に求められるコンピテンシー構造仮説

保育所 乳児院 児童養護 母子 知的通 知的障

　　　　ノ　　　　，1
　　　　／　1
　　　／　　　　1　　　ノ　　ノ　　　　1
　　／　　　　　1
　　’　　　　　o
　，　　　　1　ノ

，　　　　　　　　巳

ノ　　　　　　　　o
／

　　　　o

保育士に共有されるコンピテンシー

※　表9各施設種別保護者支援の特徴に基づき保育相談支援における保育士に求められるコンピテンシーの構造を図示した。

　　　　　　　　　　　図3　子ども家庭福祉における保護者支援の各種方法の相互関係

外在化された問題

ソーシャルワーク

カウンセリング

ガイダンス

　襲教育
脚練・トレーニング

心理療法

内在化された問題
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資料1　予備的観察調査ガイド

2009．9．4．

保育指導調査研究会

r観察調査ガイド」

1．

1．

2．

3．

4，

皿．

調査の目的と権要

調査の名称　　　「保育指導事例に関する観察調査」

調査の目的

　本研究では、保育士に共有される保育指導技術を把握することを目的として平成21年度に事象見本法による観察調査を行う予定である。本胡査は、観

察調査の標的行動、観察の指標、分析視点を捉えることを目的とする。

調査対象　関西、関東の保育所保育士各1名。

調査方法と期間

　調査方法1自然観察法における組織的観察。

　調査期間：平成21年9月30日（水）、10月16日（火）
調査手順

1．　調査用具と持ち物

　　□謝礼の図書券か謝礼金、手土産

　　ロ筆記用異（ポールペン3本程度）

　　□観察韻査記録表②

　　ロ観察調査ガィド

　　ロ名刺

　　ロ記録用紙を入れる封筒
　　ロ依頼文（事前に送付するが、アウトプットして持参しておく）

　　ロビデ才機材（充竃、テープ挿入確認）

2．事前準備
　　・対象者と日程調整（所要時間と調査の目的、内容を伝える）。

　　・事前に事例観察時間をお知らせし、一。
　　・依頼文と調査内容に関する文書を送付。　調査2週間前には送付する。

　　・依頼文が到着した頃、事前に電話で説明を行い、また園からの注意事項を伺う。

3．　甜査手順の概要

観察予備調査の進行

Oあいさつ
0自己紹介及び事例調査協カヘのお礼

O鵠査の趣旨説明等
　胡査の趣旨説明、倫理的配慮の伝達と調査協力の意思確認。

　　①結果の使用について

　　・本調査は、日本子ども家庭総合研究所のチーム研究として実施していること。

　　・調査結果を報告する必要があり、報告書が公表されること。

　　　その他、結果を学術的な研究に使用させて頂きたいこと。

　　・公表したい内容は、事前にご確認いただいた上で、報告書や研究に使用させて頂くこと。

　②倫理的な配慮について
　　・内容の信頼性を担保するため、ビデオ・による録画録音を希望。

　　・園名や個人が特定されることはないよう配慮を施すこと。

　　・調査員から内容、映橡が外部に漏れないこと。

　上記の①②についてご了解をいただいた上で調査を実施する。

　もし、事情が変って協力できないといわれても無理強いしない。

Oピデ才のテスト録音および準備。操作は、事前に確認しておく。

O観察調査の実施

※開始、終了時間は園のご都合により調整いたします。

P胴：00観察をさせていただくクラスに入る。子どもたちに挨拶。子どもの年齢に店じて担任とともに説明。

　　　　乳児クラスの場合は人見知り等に要配慮。

　　　　ビデ才の撮影に適切な位置を3箇所程度選択。
　　　　事例により、撮彰場所を変更する。
P”4：30担当者①保護者の送迎時の保育士の関わりを撮影。

　　　　担当者②記録表2に記入。※記録表1は、後日録画映像から書きおこす。

　　　　延長保育のクラスに移動。

　　　　再度、子どもたちに説明。廊下で待機。

　　　　担当者①、担当者②
P酬6：00観察終了。

　　　　了解が得られるようであれば、観察対象の保育士に以下をたずねる。

　　　　・保育指導事例について聞き取れなかった部分等補足説明。

　　　　・平均的な保護者対応数（観察日が平均より少ないか、多いか）。

　　　　・保護者対応が比較的多く行われる時間帯、曜日等があれば伺う。
困7：00　最終終了。

Oお礼と内容確認作業の依頼
　例：「本日は、ありがとうございました。後日、内容を整理して送付させていただきますので、内容をご確認の上、ご返送いただ

　　　けますでしょうか。お手数をお掛けいたしますがどうぞよろしくお願いいたします。』

Oピデ才と記録したメモ。頂いた資蒋を封筒に入れて終了。

4。調査実施上の注意

　　　　　観察・聞き取りの内容は、秘密厳守。
　　　　　　ビデ才テープ等の保管（電車の中に忘れてこないように！）。

　　　　　あくまで調査であり、園関係者のご意見に対するコメントや批判をしない。また、聞かれない限り、自分自身の意見などは控える。

5，その他の一般注意

　　　　・手土産（2，000円分のお菓子）、謝礼金などを各自準備し、持参してください。購入の際、領収書を必ずもらっておくようにしてください。領収書の

　　　　あて先は、r日本子ども家庭総合研究所』でお願いします。
　　　　・交通費、手土産代については、後日研究費より返金されますので、領収書の裏に名前を書いておいてください。

　　　　・交通費は、研究の日時、参加者（可能な限り）、場所、内容等をまとめたものを事務局までメール等で送付して下さい。
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資料2　研究3インタビューガイド

ヒアリング内容

①保護者と関わる頻度や回数（家庭支援専門相談員との違い
等）

②保護者と関わるときの主な場面、話題として多いもの等

③保護者と関わることの多いケース、少ないケース

　（入所理由や家族背景などによって頻度に差があるのか）

④保護者との関わりで特に留意・配慮している点

⑤保護者との関わりで発揮していると思われる「保育士の専
　門性』

⑥保護者との関わりのなかで感じること（困難、やりがい等

⑦施設保育士が行う保護者援助（保育指導）のあり方につい

て

⑧保育指導の実際の事例について

資料3　観察時の記録用紙①

観察者： 観察環境

観察日時 年 月　　日

天　候

観察開始時刻：

観察終了時刻：

観察場所

特記事項

時間 援助内容 対象

動作的援助 言語的援助 保護者

表情 移動 体位 身体接触 そ 内 声 速 間
子ども

視線

顔の向

接近

距離

姿勢 身振り

行為

の
他

容 の
調
子

度
物
その他

き 位置 うなづき

資料4　インタビュー記録用紙②

インタビュー者

インタビュー日時　　　　　年　　月　　目

インタビュー対象者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　保育経験年数　　　　　　年

その他補足事項

行　動 発　言 状　況（備考） 保育士の意図・思い
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資料5　分析時の記録用紙

記録の視点『保育士が行う動作的援助にはどのような行動があるのか』

時刻 行為者 行　動 発　言 状　況（備考）

資料6　予備的観察調査事例のエピソード記録と解説

観察者 橋本真紀 観察環境 特 雨が降っていたこと、月末であったことか

観察日時 2009年9月30日 記 ら、迎えの時間が遅い保護者が多かった。ま

天　候 雨 保育室
事 た迎えに来ても保護者と会話を交わさず帰宅

観察開始時刻：

観察終了時刻：18：13

18：05
　　兄　弟

㊦㊦
事務

項 する姿も多くみられた。

観察場所 廊下、ホール ヱ

対象人数 保護者1名、子ど

も2名 園庭

時刻 行為者 行為 発言 状況 （備考） 解説

18：05 ・兄、 弟、 母親がお帰りの挨拶
をする。

・終了直後、 弟が、 兄の頬を平
手打ちする。

兄が泣き、 弟に理由を問いた
だしながら、 注意する母親。

18：08 園長 ・状況をみていた園長が親
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 兄、一剃劃壁些ムヒね6噛∫ ・母親が弟に対応している間

（保育士） 子の側にいく。 園長の姿勢 る。 母親は、 弟の前にしゃが は、様子を見る状態を保ち、

は、兄に対面する位置では み、 園長は兄の前、 母親の左隣 弟、母親への言動を控えてい

なく、兄・弟と母親を視野 にしがんでいる。 る。

に捉えられるような位置か rどこが痛い

ら3人をみる。 の？」

母親 ・弟の方を向き、 弟に理由 ・母親と同じ態度の厳しさで

を問いただしている。 構え、母親の子どもへの対応
を支持している。

園長 ・兄の状態を確認する。頬 兄の『痛さ」を受容し、幹
を触りながら患部を確認す
る。

　　　　’　　　1　　’　’ノ

部を確認するなど、兄への対
応を行う。母親が弟と対峙す

　　’　♂ノ
る必要があると考えているこ

　　ノ　ノノ
とを察し、園長は、兄への対

ノ 応を引き受け、母親を補佐し
　　　’
　　♂　’’

ている。

　　ノ　’ノ
母親 ・園長と兄の方に視線を移 イ冷やしとこう

す。 か。先生冷やすの
もってくるね』

園長 ・兄に処置の確認をとった 弟に向けて rOO 印象としては、園長も母親と
後、弟に視線を向けて兄の ちゃん。 ちゃんと 同じ気持ちであることを弟に
状態を見ておくように指示 みときや」 伝えるような態度を保ってい
する。職員窒にタイルを取 兄に向けて rOO る。

りに行く。親子の側に戻 ちゃんちょっと
り、タオルを自分の頬に当 取ってくるな』

て見せてから兄に渡す。

母親 自分のロに指を当て、次 「お手ては、 人の 兄は、 頬にタオルを当て停んで ・弟は2歳児クラスくらいの年

に弟のロにその手を当てて ことよしよしする いる。 齢。母親は、まだ言葉での開
言う。 ためにあるので 設のみでは充分な理解が得ら

・弟の手をとって兄の頭を しょう。なにかあ れないと判断してか、弟の手

なでさせる。 るならおロでい を取る、ロを触る、頭をなで
噛
つ
』 る等、身振りを加えて説明を

弟の頬を軽くつつき、両 行う。結果、弟への身体接触

手を押さえる。 が多くなり、厳しさが緩和さ

この間、母親の視線は弟 れてしまう。

の方に向いている。
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時刻 行為者 行為 発言 状況（備考） 解説

弟 ・母の手を振りほどく。

・母親に抱きつく。 ・弟は母親の雰囲気が軟化し

たことを察してか、膝に座
り、甘える仕草をする。

母親 ・一度拒否するように手で ・母親は弟の背中を優しく叩

制止するが、弟を抱きとめ き甘えを受け入れる仕草を行

・背中を軽くトントンす
る。

『
つ
。

園長 「そんなすごかっ 園長はこの時点まで常に深刻な ・園長は、弟が叱責理由を理

たん？』（音声拾 表情。 解しないまま、状況が流れて

えず）一一一一一 聞　　一　　一　　一　　ロ■匿　一　　一　　一　　■■匿　－　　隔 しまうことを危惧してか、母

母親 ・弟を引き離しながら、園

長の方に姿勢と視線を向け
る。叩く要素を再現する。

状況を、動作を交
えて説明する。

『すごかったん

よ。そんなんせん

親に深刻な声で状況を確翻す

る。園長の厳しい雰囲気が母

親に影響し、母親は弟を膝か
らおろす。

といて』

園長 ・母親の話を聞きながら、 印象としては厳しい視線 ・園長はさらに厳しい視線を

弟の方に視線を向け続け 一　　■■■　一　　■■■　一　　一　　一 一　　囎　　一　　一　　口■■　■■騒　　一　　一　　一　　一　　一　　一 弟に向け、厳しい雰囲気を継

る。表情を厳しくして弟を 続させる。

にらむ。最後に弟をにら

弟

む。

・母親の後ろにまわって背 ・雰囲気を察した弟は、園長

中にもたれる。 の視線から逃れるように母親

の背中に回り、母親の背中に
もたれる。

園長 ・再度、自分の頬に手をあ

てながら、状況を確認す
る。

母親 ・園長の方を向いて説明し 手の当たった位
ている。 置、手の当たり方

等を説明。　（音声

がとらえられず）

園長 ・母親の話が終了してか 一　　一　　一　　■■■　　一　　一　　一 一　　剛　　一　　一　　口■■　■■■　　圏　　■■匿　一　　一　　一 ・母親は、弟の叩いた状況を

ら、兄の患部を再度確認す 中心に説明するが、園長は、

るように頬を触れる。 兄の患部について何度も確認

・次に自分の頬を触りなが

ら、兄に患部の状態を聞き
取ろうとする。

する。この間、1分程度であっ

たが、弟は、母親の背中側に

いたため、母親と園長が二人

で兄の方を向き心配している
母親 ・手を動かしながら、説明 園長に向け話しか 状況が作られる。

し、園長を視線を合わせ笑 けるが、聞き取れ
い出す。 ず。

園長 ・笑う　　薗一圏顧一一 ■■■　－　　一　　一　　一　　一　　一 －　　一　　■■腰　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■■■　一 ・弟は、母親と園長が笑い、

状況が軟化したことを察した
ように母親の前に回り座る。

弟 ・母親の膝に座る。

母親 ・さらにしぐさを交えなが

らいきさつを説明する。

園長 ・母親の説明を深刻な顔で 「覚えてたん？』 ・園長はすぐに深刻な表情に

聞いている。 （と聞こえる） 戻し雰囲気を統制している。

・なるぼどという表情をし

て、母親の膝の上にいる弟

に、視線、姿勢を向けて話
しかける。
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時刻 行為者 行為 発言 状況（備考） 解説

母親の膝に寝転ぶ弟の顔 旧■■　一　　一　　－　　■■■　　一　　一 一　　閣　　一　　一　　－　　■■■　騙　　一　　－　　一　　一　　一 園長の表情は確認されない

を覗き込む姿勢をとり、弟 音声は全く捉えら が、弟に一連の関わりの中で

に話しかける。　（母親の身 れず。 最も接近し、迫るような姿勢

体に隠れているため観察の を保っていることから、厳し

不可能。） くはないが、真剣なロ調で弟

兄の頭を抑える。
に状況を解説し、理解させよ
うとしていることがうかがえ

母親 首を横に傾けて少し頬を る。母親が弟と身体接触を行
緩める。 いながら状況を説明していた
・園長に笑いながら話かけ 時に比較して、深刻な状況が
る。視線は園長。 伝わる。

園長 身体を壁の方に傾けて笑 音声は拾えず。 【⇒保護者支援における行動

う。母親の方を向いて身体 見本と考えられる】

を揺らして笑う。

母親 園長と話を続けながら立 一　　■■匿　　一　　騙　　旧　　一　　一 一一一一齢一一一一一一・i＞・母親が先に立ちあがってか

ち上がる。弟の頭をなで ら園長が立ち上がる。偶然と
る。 も考えられるが、主体が母親

園長 ・弟に話しかける。兄にも であることを体現していると

立ち上がるよう声をかけ も捉えられた。

る。

兄 園長に促されて立ち上が 一　　一　　一　　一　　一　　■■■　願■■ 一　　一　　一　　一　　一　　顧　　一　　一　　一　　囎　　一 ・弟は、すぐに母親の手をと
る。 る。母親は叱責をフォローす

弟 ・母親の手をとる。 るかのように弟の頭をなでて

園長 　兄の頭をなでながら立ち
上がる。

いる。見方によっては、納得
できない兄が気持ちを残しな
がら座っているようにもみえ

母親 園長に会釈と挨拶をす る。園長はそんな兄の気持ち
る。

を察してか、同じように頭を
園長 ・笑顔であいさつをする。 なで、声をかけて立ち上がる

18：13 母子 ・帰宅 こと（気持ちの切り替え）を
支持している。

資料7　保育技術類型詳細

D 保育技術 ラベル

08221
個人差や興味を持つ時期がある事、急に意欲がわいてきてとれてしまう子もいた

りと様々です。
1 一般的な発達についての見解

13221 3才児という年令は、まだ特定の子と遊べる子は少ないという事も伝え 1 一般的な発達についての見堺

16112 子ども達は自分が描きたい絵が、思うように描けなかったりすることや、 1
遊びに現れる一般的な発達について

　　　　　　の見解

16112 座って描くこと、苦手だったりするのですよ。 1
遊びに現れる一般的な発達について

　　　　　　の見解

20122 個々に発達も違う事を伝える 1 一般的な発達についての見堺

02212
母親から『保育園では噛み付いたりしていませんか？』と記入がありました。保育

園では噛んだりする様子はほとんど見られてない
1 発達の状態像の把握

03121 ただ自分の話をしたりわがままを言ってみたり泣くことがあまりないのも事実です 1 発達の状態像の把握

09222
今はまだ言葉数は少ないけれど、こちらの言っていることはしっかり理解している

し、今まで聞かれなかった言葉も出てきていますよ
1 発達の状態像の把握

10121
危険回避ができずブランコの中をつっきってしまったり、みんなが体操していてもま

わりを気にせずアリをつかまえたり 1 発達の状態像の把握

19121
今までも朝ぐずってお母さんと離れにくかった時も部屋に入ると気持ちを切り換

え、活動に入るとそれ以降泣くことなく過ごしていますよ。 1 発達の状態像の把握

20122 Nちゃんも保育者が言ってる事を真似して言う事もある 1 発達の状態像の把握

03122
1才児はまだ言葉も出ないですし手が先に出てしまうことはよくあるんです。Aちゃ

んもやったりやられたりですし。
1

一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る

05221 子どもは前進と後退を繰り返しながら成長していくものです。A君は今、後退時期。 1
一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る

06211
Kちゃん3歳1か月。主張の多い時期ですが、比較的、Kちゃんはおとなしく自分の

気持ちや欲求を表に出す事は少ない
1

一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る

10212
2～3歳くらいの時は、やっと沢山の言葉を覚え、会話を楽しめるようになってきた

反面、まだまだ上手く言葉で伝えられなかったり、自我が強くなり、だからトラブル

になることも多くなる頃ですよ

1
一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る

20111
反抗期があって自我が育ってくるので、自分を出してくれてるってことはいいことだ

と思いますよ。 1
一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る

20221 でもこの年齢では、どの子どもにもあることですし 1
一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る

22122
1，2歳児は、段々と自分の思いがでてくる頃なんです。お友達のおもちゃが欲しく

なったり、こうしてほしいと思っていても、言葉でうまく伝えられないと、叩いたり、噛 1
一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る
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んだりして自分の思いを表現することがあります。

22122 何か理由があってしているんだと思います。2歳くらいではよくある姿ですよ。 1
一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る

27212
言葉にも個人差があるので今の月齢（1歳8ヶ月）では、何とも言えませんが、まだ

2歳にも満たないので遅いとは言い切れないですね 1
一般的発達から個別の状態像を捉え

　　　　　　　る

02212 先生にお話しようとする姿見られてきましたね 1 発達的変化を捉える

05111 ほんの少しの変化、小さな成長も見逃さないようにし 1 発達的変化を捉える

05211
～ができるようになりました。こんなことをしたらA〈んはこんな反応をしてとても楽

しかったです 1 発達的変化を捉える

06212
Tちゃんの様子を聞くとともに『どんなことをして遊んでいるとか、こんなこともできる

ようになったよ』など、保育園での様子も伝えていきました 1 発達的変化を捉える

09122
でも今、段々出せるようになってきているので、もっといっぱい泣いたりしても良い

と思いますよ 1 発達的変化を捉える

09221
また女児も少しずつ現状を理解し、姉になったことを喜ぶ姿が見られるようになっ

てきたことを話す 1 発達的変化を捉える

13221
8月に入り、本人の園生活は落ちつき、特定の遊び友達はいなかったものの、自

分の遊びを見つけたり、その場に応じて、遊ぶ子が変わっていた。その状態で本

人も今は満足している様子に思われた。
1 発達的変化を捉える

20221
確かに、日頃保育園では一人で三輪車やごっこあそびをすることが多い。しかし、

本児なりに少しずつ言葉も増え、時々ではあるが友だちと関わる機会が見られる

など成長しているところもみられる
1 発達的変化を捉える

21222 少しずつ大きくなってますね。Aちゃんなりに頑張ったんですよね。 1 発達的変化を捉える

05221 A君はもう2歳になったんだからごまかしはきかないのよ 1 発達状態の分析

05221
今までは突然いなくなってもその時しか感じなかったけど、今はなんで？どこ行っ

たの？って考えるんだよ。 1 発達状態の分析

15212 きっと、色々上手に話せるようになって話す事が楽しいんでしょうね 1 発達状態の分析

17221
まだまだ嫌な事があった時など、言葉で上手く伝えられず噛んでしまうのでしょう

ね。 1 発達状態の分析

21222
この年齢は少しずつ言葉も増えてきている分、友だちに自分の思いが伝わらなか

ったりして逆にイライラしてしまったりするかもしれませんね 1 発達状態の分析

22122
そういうお姉ちゃんの姿を見て自分も、もっと表現したいと思うけどうまく表現でき

なくて、叩いたり噛みついたりに表れているのかもしれませんね。 1 発達状態の分析

02212
その関わりの中からOOちゃんも感じて、一緒に遊んで少しずつ分かっていけると

思いますから 1 発達を見通し待つ

05221
今はお母さんにたっぷり甘えて、カを蓄えています。この時にA君をしっかり受け

止めてあげることで、これからぐっと成長しますよ。 1 発達を見通し待つ

19122
甘えんぼしたどうな時はrお姉ちゃんなんだから』など言わないで十分に向き合っ

て甘えさせてあげてくださいネ。自分のことを見てくれてるっていう安心感が生まれ

たら、少しずつ落ち着いてくると思います。
1 発達を見通し待つ

19122
一時的なことで自然になくなると思いますので、言い直しをさせないでゆっくり待っ

て聞いてあげて 1 発達を見通し待つ

31212
それもK〈んの成長の一歩ですしK〈んの一生懸命な自己主張を受けとめてあげま
しょうね。 1 発達を見通し受け止める

03121 積極的にAちゃんも発言できるように促しているんですよ 1 行為を引き出す

09222
女児を抱っこし、着ていた洋服のキャラクターを指して『OOちゃん、これなあに？』

と問いかけると嬉しいそうな、はっきりとした口調で「ワンワン』と答える 1 行為を引き出す

10121 みんなと一緒に体操をしたり言った事も目を見て聞いたりでてきてうれしい 1 発達の喜びの意図的表出

13211
ヤッターやりましたよ。ついに寝返りしましたよ。皆で拍手して大喜びしました。Rの

両手を持ちバンザイしました。 1 発達の喜びの意図的表出

21222
母親の迎え時に上記の状況を説明し、「ちゃんと言葉で言えたんですよ。すごいで

すよね。』 1 発達の喜びの意図的表出

28112 私が少々大げさにrお一大きくなっているよ一』と言いながら計測した 1 発達の喜びの意図的表出

06212 家庭での生活リズムがきちんとできていないことがわかりました。 2 子どもの状態・心情の把握

19221
排泄が確立していなくても、服をたたんだり、ハサミを上手に使えたり、又反対に確

立していても服がたためなかったりだとか、その子その子によって色々なんです
よ。

2 子どもの状態・心情の把握

31121 Aちゃんは、靴の片付け方や、物事の流れの変化などにとても敏感な子である 2 子どもの状態・心情の把握

06212
日中も眠かったり、ぐずることも多く、布団に入っても泣いて寝なかったりすることも

多くみられました。 2 子どもの状態・心情の把握

06212
Tちゃんが一日機嫌よく良い状態で過すには前日（前夜）からの子ども様子もきち

んと把握していないといけません 2 子どもの状態・心情の把握

20211
夜中に泣くのは、暑かったりおむつがぬれたりしてもあることなのですぐにミルクを

飲ますことに結びつけなくてもよさそう。／時期的に、夜中じゅう寝る月齢になってい

ると思う。

2 子どもの状態・心情の把握

10111 やっぱり今日朝ご飯食べてきたから、調子良くいっぱい遊べたと思うよ 2 子どもの状態・心情の把握

12122
今日のSちゃん、お昼寝から起きた後30分もたたないうちに何回もトイレに行って

いたんです。 2 子どもの状態・心情の把握

12222 いつもはもう少しおしゃべりしながら食べていますよ。今目はどうしたんでしょうね。 2 子どもの状態・心情の把握
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いつもと違う雰囲気なので、ちょっと緊張しているのかな？

02221 「保育園でも、野菜や煮物、初めて見るような物は残してしまうことがありますね。』 2 子どもの状態・心情の把握

06121 でも少しずつ食べられるものが増え、残さず食べられる事も多くなってきた。 2 子どもの状態・心情の把握

06212
Tちゃん（1歳3か月）朝食が摂れていなかったり、ミルクだけでたりなくて空腹で機

嫌の悪い時もあります。 2 子どもの状態・心情の把握

22121 A〈ん、ご飯以外のものにも少しずつ興味は出てきてるんですよ。 2 子どもの状態・心情の把握

22121
園では白ご飯一ロからスタートし、5月頃より白ご飯は少しずつ自分から食べれる

ようになる 2 子どもの状態・心情の把握

12122
Sちゃんお姉ちゃんパンツとってもうれしそうでしたものね。それが、ぬらしたらダメ

と思い負担になってきているのかもしれません。 2 子どもの状態・心情の把握

20121
園では、『しっし、いっぱいでたね。気持ち悪かったね』「きれいになって気持ち良い

ね』など、おしめを替えると気持ちが良いんだよって事を話かけながらしてるんです

よ

2 子どもの状態・心情の把握

32111
食事は全園児が同室で食べる、年長児の子が早く食べ終わると気になり、それが

苦になる。 2 子どもの状態・心情の把握

19221 お箸を上手に持って食べています 2 子どもの状態・心情の把握

20122
「Nちゃんは着替えの時、自分でズボンを履こうとしたりもできる』と、Nちゃんがで

きる事を伝える 2 子どもの状態・心情の把握

31222
園でも排尿できてますよ。今は、ズボンやパンツをがんばって履く練習をしていま

す、』と話をすると「家でも履く練習していきますね』と．意欲を見せる。 2 子どもの状態・心情の把握

13111 rWちゃん給食だから机のところにいこうね』と話すと 2 子どもの状態像の見通し

10111
「R男ちゃんいいね。明日はおにぎりだって。それじゃ、明日も元気に遊べるね。い

っぱい遊んで、お腹もすくからお昼もいっぱい食べれるね。そうすると、ぐんぐん大

きくなるものね』R男rうん』
2 子どもの状態像の見通し

10111 おやつ食べたら砂場へすぐに行こうね 2 子どもの状態像の見通し

12221
r今はダメや」と言われてrはい』とFちゃん自身がわかるまで買わずにいたらどうで

しょうか？Fちゃんが「ジュージュー」と言った時に冷蔵庫を見せてあげて『ないね』

というふうになればFちゃんもあきらめると思いますよ
2 子どもの状態像の見通し

08111

手づかみでも一人で食べる経験をさせてあげることは、これから本児が成長してい

く上で、大切なことであることを伝え、今はこぼすことも多いが、除々に口に入れる

量もわかってきて、こぽす量も少なくなり、毎日の積み重ねにより、こぽさず上手に

食べられるようになるのだと伝えた。

2 子どもの状態像の見通し

19221 必ずおむつはとれますから焦らなくても大丈夫 2 子どもの状態像の見通し

32112
子供の顔に穏やかな表情が見られるようになってくると、子供の気持ちも少しずつ

落ち着き、おねしょもなくなりますよ。 2 子どもの状態像の見通し

08211
そろそろミルクから摂っていた栄養を離乳食から摂っていく時期に入ってきている

ことや、 2 子どもの状態像の見通し

05111
手をつなぐことから始めタオルを掛ける行為そのものを見せ、次にA男の手にタオ

ルを握らせ、その手を保育士が一緒に握り、フックまで離さないようにする 2 生活行為獲得のための介助

26211 保育士が、スプーンを持ってロに運ぶ介助を 2 生活行為獲得のための介助

28111 慣れるまでは、保育者が介助することにした。 2 生活行為獲得のための介助

15111 様子をみていたら、自ら戻ってきたのでさりげなく注意して足をふいてあげた。 2 生活行為獲得のための介助

10222
はじめは小さく切って本当に一口からだったんですけど、こちらですごくおいしそう

に食べてみせたり、皆で応援して盛り上げたりすると、けっこう自分から食べてくれ

るんですよ
2 行動見本の提示

24214
少しでも食べられるように保育者がおいしそうに食べたりrおいしいね』と会話をし

ながら楽しい雰囲気で食事をすすめていくことで食べる意欲が少しずつ見られるよ

うになる。
2 行動見本の提示

10222
保育園では、やっぱり友達と一緒に食べるというのがあるので、そういう所でも違う

のかもしれませんね。 2 行動見本の提示

16113
「前は、そうだったんですが、変わってきたのですよ』r友達が食べることも、意識出

来てきたのですね』と、話しました。 2 行動見本の提示

20221 着替えも友だちがしているのを見て自分でやってみようと思ってしています 2 行動見本の提示

22222 保育士がYを混じえた園児をトイレに誘い 2 行動見本の提示

03122
1才でも善いこと悪いことの区別はつくように園でも褒めたり怒ったりの繰り返しな

んです 2 適応行為の伝達

05114 やっていいこと悪いこと、悪いことをすれば怒られるんだよと言うことを話して 2 適応行為の伝達

28112

本当はお母さんの気をひきたいのでしょうね。まだ甘えたい年齢ですし妹の服を着

ようとしたら止めずにやらせてみて下さい。「Kちゃん（妹）の服着れないね。Aちゃ

んがKちゃんと同じくらい小さい時着れたのにね。Aちゃん大きくなったんだね。』と

いう感じで話してみたらどうでしょう。

2 子どもの生活体験の保障

28211
『OOちゃんお目目あけられる？』女児はゆっくり目をあける。「あのね、おとうさん

がねおしっこあるかなあ～って』／『どう？あるんだったら先生と行く？』『おててつな

いでしながら行こう』と歌いながら手を差しのべると
2 子どもの生活体験の保障

22222

まだ子ども達が自分から尿意を知らせてくれるようなことはないが、活動の前後に

トイレに行くようにしていることや、／時折嫌がって行こうとしないことがあっても、し

ばらく間を置いてもう一度誘うとトイレヘ行ってするんですよ。と保育園でしている

ことや時間的なこと等も知らせた。

2 状態の見計り
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32112
園でも保育士が時間を見計らってトイレに行く様声をかけたり、遊び夢中の時も「A

ちゃんおしっこに行くでしょ』と誘う 2 状態の見計り

31222
A〈んは、まだオマルでおしっこはしていませんが、20分～30分程度で排泄に誘う

と自ら喜んで座ってます。A＜んのタイミングもあると思いますので、A〈んの様子を

見ながら細かめに誘ってます
2 状態の見計り

08221
『きっと遊びに夢中になって忘れてしまうんですね』遊び始めに行ったり、終わった

ら行こうね、など園ではお話しています。途中でやめる事はなかなか難しいし、楽し

い気分が排泄に行かなければいけないと感じながら遊ぶのも嫌でしょうし
2 状態の見計り

08211
お子さんの様子を見ながら飲む時間帯を変えてみたり、蜜に連絡を取っていきまし
ょう 2 状態の見計り

12122
今はオムツはきたい時はオムツをはいて少しずつ様子をみながらすすめていきま
しょう 2 状態の見計り

02221
r急に全部は大変だと思うので、一口だけでも食べられるように食事の量を減らし

てみますか？』と尋ねる 2 生活行為や内容の調節

02221 Aの食事の量を減らし、一ロでも食べられるよう励ましたり、 2 生活行為や内容の調節

13111 ミルクは量を減らして少しにしたら飲みましたよ。 2 生活行為や内容の調節

19212
苦手な物は初めに減らしてから食べてもらうようにしています。量を減らすと納得

するようで食べてくれることが多いですよ 2 生活行為や内容の調節

32111 小声でごそごそ「いっぱい過ぎる』と答える。量を減らしてあげると 2 生活行為や内容の調節

08211
離乳食はよく食べていることそれだけの量を食べられていれば、ミルクを足さなくて

も満腹で昼寝にも入っていかれるのではないか 2 生活行為や内容の調節

19112
お好み焼きやお焼き、ホットケーキに野菜をこまかくしたり、すりおろしたりして入れ

ると食べやすい 2 生活行為や内容の調節

12221 ジュースばかりだと虫歯になりやすいので、お茶にしたらどうですか 2 生活行為や内容の調節

05112 こんなに寒いときには、〈つ下履かせないとかわいそう 2 生活行為や内容の調節

26221
今日は着替えが足りなくて、K〈んが困っていました。肌も弱いので、出来ればこま

めにシャワーをしたいと思いますが、着替えをあと2組多く準備していただけます

か

2 生活行為や内容の調節

31211
今、園では食事時間を就学も考え、大体30分に設定しています。園ではSちゃん

は友だちとおしゃべりをしながらでも毎日その時間で食べられているのできちんと

環境を整えてある程度の区切り・けじめをつければ食べられると思いますよ。
2 生活行為や内容の調節

06212
眠くなるのを待っているのではなく、寝るという習慣づけが必要だということを伝え

ていきました。朝食を食べる必要性も連絡帳で伝えていきました。 2 生活行為や内容の調節

28121
園での二人の様子を話し乳幼児の頃に昼と夜の生活リズムを体得させる事が必

要で早寝早起きの習慣をつける事の大切さを話し合いました。 2 生活行為や内容の調節

08111
お腹が満たされれば、あそんでしまうことも多いので、お子さんの様子を見て、もう

食べそうでなければ、早めに切りあげることも必要、ダラダラ食べることもよくない

ことを伝えた。
2 生活行為や内容の調節

20211
着るものが多すぎたり大人の体温が伝わったりして暑くてむずがっているのかもし

れない。新生児期はいつまでも続かないので、昼夜の区別をつけるためにも夜は

素肌にパジャマで寝かせてみてはどうでしょうか。
2 生活行為や内容の調節

10211 園でパンツになって過してみるところからやっていきましょうか 2 生活行為や内容の調節

32122 「食べられる？』と聞いて 2 生活行為や内容の調節

20121
園でも泣けますが、きれいになった後と一緒に拍手をして喜べるようにもしている

事 2 生活行為や内容の調節

24212
現状を変えるため、降園の時問帯に保育者が出て見送るようにしていった。子ども

にかばんを持つように伝えて、保護者と手をつなぎ保育者も手をつないで帰る 2 生活行為や内容の調節

08221 少しずつ園でも嫌がらない程度から誘い始めた 2 生活行為や内容の調節

19221
排泄のタイミングが合った時は大いに誉め、濡れてしまった時は、さりげなく着替え

を援助し応援した 2 生活行為や内容の調節

10121
家では無理をしない様に、園で1対1でかかわりていねいにみていきたいと思って

います 2 生活行為や内容の調節

32111 r食べられない時には、はっきり先生に教えてね』と話す 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

32111 『どうしたの』と言ってもただ泣くだけ『先生にだけ教えて』と言ってもしゃべらず 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

32111
『給食は、競争じゃないんだよ。全部食べるとドンドン大きくなるしかしこくなるんだ

よ』と励ましながら食べさせた。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

32122 『もう食べられない』と言葉で伝えるよう毎日声をかけている。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

05122 保育園では、なるべく自分たちで、できることはさせてみようと思っていまして、 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

28211
「OOちゃんお目目あけられる？』女児はゆっくり目をあける。「あのね、おとうさん

がねおしっこあるかなあ～って』／rどう？あるんだったら先生と行く？』rおててつな

いでしながら行こう』と歌いながら手を差しのべると

2 子どもの主体的な生活行為の誘発

05111 フックにタオルをかける事ができた 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

10222
最近Aちゃん、野菜や肉とかも自分から食べるようになって、今日も結局全部きれ

いに食べたんですよ
2 子どもの主体的な生活行為の誘発

11121 rAちゃん、給食のキュウリも全部食べたんね』と話す 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

22121 自分でスプーンを持って、もぐもぐと食べれたんですよ 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

24214 保育園では今日はきゅうりを一ロ、ロにしていました 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

31121 AちゃんはOOの時、必ずこうしないと納得しないという所がある様ですが 2 子どもの主体的な生活行為の誘発
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22222

まだ子ども達が自分から尿意を知らせてくれるようなことはないが、活動の前後に

トイレに行くようにしていることや／、時折嫌がって行こうとしないことがあっても、し

ばらく間を置いてもう一度誘うとトイレヘ行ってするんですよ。と保育園でしている

ことや時間的なこと等も知らせた。

2 子どもの主体的な生活行為の誘発

06121
今はA〈んが少しでも食べようとしている事を一緒に喜んであげてみてはどうでしょ

うか。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

19221 今日は、お手伝いをたくさんしてくれたんですよ 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

19212 保育園では時計にシールを貼って食べる時間を決めています。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

12111
「私のタオルなくなった』「トイレの方のタオルない』って言いに来てくれたんですよ。

わかったよって捜したら 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

24223
Sちゃんが安定するまでは、様子を見ていきながら連携していくようにしていくと話

し合った。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

24224
Mちゃんの様子をみながら、0、1歳クラスでゆっくり過ごしていきさらに様子を見て

みるとの事になった 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

32111 先生が「はやく食べなくてもいいのよ』と言うと安心する。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

16113
私が「美味しそうだから食べても良い？』と、フォークをさして食べようとすると「だめ

だめ』と言って、自分からフォークを持って、食べちゃったんです 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

31212
保育園でも何かを持ってきてくれたり、片付けてくれたりお手伝いをすることを喜ん

でいるので、何かお手伝いをお願いすると、はりきってしてくれるかもしれません
よ。

2 子どもの主体的な生活行為の誘発

08211 何より楽しく食事をすることも大事ですよね 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

11221 給食の時間を楽しく過ごせるように実践し 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

02221 食べることができた時には大いに褒めた。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

02221
「一ロでも頑張って食べることができた時にはたくさん褒めてあげて下さい。そうす

るとAちゃん自身も今度も全部食べてみようという気持ちになると思うんです。』 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

06121 食べられた時は、おたより帳にシールを貼って十分誉めていく 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

06211 残さないで食べられたね、がんばったねと誉めると 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

19212 苦手な物を食べられた時には、十分に誉めた 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

19221 排泄のタイミングが合った時には、お母さんと一緒にAちゃんを誉めた 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

28111
慣れるまでは、保育者が介助することにした。A君が一口でも自分で食べたら思い

っきりほめる。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

22222
保育士が「Y君、カバンをロッカーに片付けできるかな。片付けてからトイレヘ行

く？』と声をかけると「うん』と言って片付けた後、母親に伴われてトイレヘ行き、排

尿する
2 子どもの主体的な生活行為の誘発

32112
『小さいお友達もトイレでオシッコするよ、お姉ちゃんだから頑張ろうよ』と話しても

ききめなし 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

09211
子どもの自立を考え、子どもには『もう、お兄さん、お姉さんだから大丈夫だよね』

と励まし、母、祖母には「お家の方がいらっしゃるとどうしても甘えてほったりするか

らね…』など、やわらかく言葉を掛けています
2 子どもの主体的な生活行為の誘発

28112 保育士が「Aちゃんやっぱりお姉ちゃんだね。』と話す 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

26211
スプーンを持たせてみて下さい。自分で食べる事で、一段と食事の時間が楽しくな

りますよ。こぼす事は、悪くないですよ。 2 子どもの主体的な生活行為の誘発

08222 落ち着くのを見守りなるべく近くに居られる様に配慮をする 3 人的環境の位置取り

24224
離れずに、とても大泣きしている。登園が初日との事もあり、保育士がそばにつき

過ごしていった。なかなか生活の流れに慣れず1週間が立ち 3 人的環境の位置取り

13112
「お母さん今の会話S男ちゃん全部聞いているよ。物の取り合いはするがそれでダ

メな子という思いをS男ちゃんがもたないようにしてほしい』 3 言語環境の整備

06112 Aちゃんはおたより帳にはるシールをじっくり選んでいる 3 時間の保障（待つ）

06112
（あとは側に見ながら、スピードアップめざして、うまく持ちあげていきましょう。）そ

れと時計の「5』までにやろうね。なんていうのも子どもは好きですよ 3 時間の可視化

31211
まずは食事前に1度おもちゃは片付けた方がいいですよ。おもちゃがだしっぱなし

になっていると、そのおもちゃにも気がいって食事に集中できないこともあるだろう

し、1つひとつの活動のけじめもつけたい
3 空間の特徴付け

03112 Bちゃんと一緒に、Bちゃんの専用イスを作ってみた 3 空間の特徴付け

03112 床にシールを貼ってみた 3 空間の特徴付け

10211
パンツを一緒に買いに行ってみたり、トイレに好きなキャラクターの絵を貼ったりし

て、トイレに行くことへの関心を持てるようにしたらどうかということを話して 3 空問の特徴付け

24222
持ち物がどこにあるか分からなかったり（カバン、育児ノートなど）することが把握で

きた。そこで玄関のスペースにカバンが置けるようなスペースを作り毎目ここに置く

という事を保護者と決めたり、
3 空間の特徴付け

24222
空き箱にしきりを付けて、コップ、箸、ナフキン、ハンカチを必ずその中に入れるよ

うにする。という目標を立てて取り組んでいく 3 空間の特徴付け

24223
慣れるまでは、すみれ組から入り少しずつSちゃんにrもみじ組のお友達と遊んで

みようか。』と声をかけていきながらもみじ組へと行くよう 3 親和空間の活用

24223 母親ともみじ組と話をし朝はすみれ組から入っていくようにとした。 3 親和空間の活用

11121 Aちゃんを抱っこして、ベランダヘ出て気分転換をし、落ち着いたら部屋へ戻り 3 場面の転換

16112 子どもが、描いた絵をお部屋に展示 3 視覚媒体の活用

20211 クラスだよりで授乳風景の写真を載せたり 3 視覚媒体の活用
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19211 画用紙で小さなハンコ帳を作る 3 視覚媒体の活用

22112

友だちに暴力を振るうことが多く、集団生活がうまく出来なかったこともあり、様子

を伝え合うために連絡帳を作り毎日記入することにした。最初は保育者が保育所

の様子を伝えるだけだったが、そのうち母親も家での様子や困っていることなどを

書いてきてくれるようになる

3 視覚媒体の活用

19111 朝、泣くだけで日中は泣くことなく、好きな遊びを楽しんでいますよ 4 遊びの状態像の把握

20221 確かにごっこあそびでなりきったり、一人であそぶことはありますね。 4 遊びの状態像の把握

20221 気分がのらない時もあるし、A〈んはA＜んのペースでやっていますよ 4 遊びの状態像の把握

20221 A〈んの場合とても集中してあそび込んでいます 4 遊びの状態像の把握

02211
朝やタ方の遊ぶ姿を見ていたときには、その遊びの様子をお迎えの時に話すと母

親も喜んでいました 4 遊びの状態像の把握

05116 OO君は、保育園で絵本をとても喜んで見ているわよ 4 遊びの状態像の把握

17211
兄がその日体操教室で鉄棒で他児より腕のカが強かったので「今日ね、K君すご

かったんですよ。』と声をかけた。 4 遊びの状態像の把握

15121 A〈んの気持ちに寄りそいながら興味のありそうな遊びに誘って一緒に遊んだ。 4 関心を探りながら遊びに誘う

10111 それは良かった。それじゃ今日はいっぱい遊べるね。砂場で遊ぽうか 4 遊びへの勧誘

11121 好きな遊びへ誘うと 4 遊びへの勧誘

28221 「Y〈ん、一緒にOOしない？Y〈ん上手だよね。やってみる？』と誘いかける 4 遊びへの勧誘

06211 そのあとKを戸外遊びに誘っても 4 遊びへの勧誘

11121 『Aちゃん、おいでブロックで遊ぽう』と話しかけながら、Aちゃんを抱きかかえ 4 遊びへの勧誘

32221 『今日は砂場で遊んでみよう』と保育士が元気に声をかける 4 遊びへの勧誘

16112
一『子どもは『何か見てもわからないのか』と、良い気持ちにならない事もあるので、

『何？』と聞く前に素敵に描いてあるコレは何？』みたいに聞いてみると良いかも 4 遊び行為の意識づけ

16112 いつも描いているときに、褒め言葉を入れて、声をかけています。 4 遊び行為の意識づけ

13211

赤ちゃん体操をすると、とっても気持ち良い表情をします。コチョコチョとこそばすと

大声で笑い、続きを待っているので何度も繰返しました。身体をくねらせ喜ぶ姿は

とっても可愛い

4 遊び体験の提供

13211 抱っこでユラユラし、歌っていたら 4 遊び体験の提供

24214 野菜の絵本を見たりして野菜への興味が持てるようにする 4 遊び体験の提供

11111
泣き止んだ後、保育士が折り紙で、飛行機や力エルなど作って見せたり、外の砂

場で大きな山作りを一緒にしていたことが 4 遊び体験と体感の共有

02222 一緒に遊ぶことで関わり方や楽しさを知らせていっているんですよ 4 遊び体験と体感の共有

24223 Sちゃんが好きだった遊び等をもみじ組の担任にも伝え 4 遊びの連続性の保障

02211
朝やタ方しか私は関わることがなく、声をかけたり挨拶をしても恥ずかしがって固

まってしまう 5 性格傾向の把握

03122
忙しく家庭であまり関わり合えていないようだった。急に他児に対してつねる、叩

く、髪を引っ張る、噛むなどの行為が目立つようになるその都度注意してもまたや

ってしまう。体が反射的に動いてしまうようだった。

5 性格傾向の把握

05122
以前は友だちとトラブルが起きた時にそうすること（気に入らないことがあると黙っ

て睨む）もありましたけれど、今ではほとんど見られなくなりましたよ。 5 性格傾向の把握

06221 保育園での甘えん坊な所や、かわいい所もたくさん伝えて 5 性格傾向の把握

08222 一緒に側に居ると、落ち着く事、1人になる事が嫌な気持ちが強いと話をし、 5 性格傾向の把握

10112 園では小さい子なりに集団の中だから色々と我慢して頑張っているでしょ。 5 性格傾向の把握

10122
Aはとても繊細で感受性豊かな子。大人の態度により不安になったり、自信をなく

してしまう子である。
5 性格傾向の把握

10122 安心感があるとAは前向きになれる。意欲も持てる 5 性格傾向の把握

15122
一緒に遊んでいる様子はなかなか伝わってこなかった。おたより帳や母親と会った

時には、Bちゃんはこんな遊びが好きです、お友達と艇生目ごっこをして楽しそうだ

った等園での様子を伝えた
5 性格傾向の把握

06221
友だちとのトラブルがとても多いH〈ん。家庭での様子が保育園にかなり影響して

いるようだった。
5 （生活）行為に表出する心情の把握

05113
母親が迎えに来ると、遊んでいた姉（2歳児クラス）が気付き、大喜びで母親のとこ

ろにかけ寄る
5 （生活）行為に表出する心情の把握

05113 姉の方も、少しでも抱っこをしてもらいたいというおもいが、私たちには伝わった 5 （生活）行為に表出する心情の把握

05113 姉も、抱っこをしてもらうまで満足できない様子がみられた 5 （生活）行為に表出する心情の把握

05116
迎えの母親の姿が見えると、それまでの穏やかな表情がすごく怖い表情に。そん

な事が気になっていたある日。
5 （生活）行為に表出する心情の把握

06112 Aちゃんも見ててくれてるってわかっているから安心しているんですね 5 （生活）行為に表出する心情の把握

06122 「今日はお父さんのために折り紙で一生懸命プレゼントを作っていたんですよ』 5 （生活）行為に表出する心情の把握

06122 お父さんとお買い物に行った事を楽しそうにお話して 5 （生活）行為に表出する心情の把握

08121
まだ遊びたかったA〈んは、母親の方をちらっと見て、すぐには立ち上がろうとはせ

ず遊び続けた。
5 （生活）行為に表出する心情の把握

08121 A〈んは怒った様子で帰ろうとせず、廊下の隅に座り込む 5 （生活）行為に表出する心情の把握

09122
今までS君（兄）の方が手がかかることが多かったし、H君も我慢してた部分もある

かも知れないですね。
5 （生活）行為に表出する心情の把握

10112
家の中では、リラックスできるから安心してお母さんに何でも思いきり出しているっ

てことなのよ。けっこう、こういう事が心の安定にとっても大切なことなのよ 5 （生活）行為に表出する心情の把握
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10112 その分、家では我がままを出しているのかも知れないね。 5 （生活）行為に表出する心情の把握

13111
今日お母さんからお手紙が来たって大喜びで保育士やお友達に見せてまわった
んですよ。 5 （生活）行為に表出する心情の把握

13122
母と弟とで迎えに来ると、Hちゃんは母に抱きついたり、抱っこを求めたり甘えたく

てしょうがない様子をみせていた。 5 （生活）行為に表出する心情の把握

13222 母親にだだこねるK君の姿から「もっと僕を見て』のサインを出してるのだと思い 5 （生活）行為に表出する心情の把握

17211 両親の目が常に弟に集中することに淋しそうにしていることが、見られた 5 （生活）行為に表出する心情の把握

17222
家では、お母さんに甘えたい気持ちもあってそうやってしまっている分、園では頑

張ってくれているんですね。 5 （生活）行為に表出する心情の把握

19122
妹や弟という家族が増えた新しい環境の中で自分のことも見てねってサインが出

ることがよくありますよ。 5 （生活）行為に表出する心情の把握

19221
お母さんが誉めてくれたり、応援してくれると嬉しいんですね。それが少しずつ自信

につながってきたんじゃないですかね
5 （生活）行為に表出する心情の把握

20111
今までお母さんを独り占めしてきたAちゃんだから、ちょっと淋しくてやきもちをやい

ているんだと思いますよ。園では今までと変わった様子は見られないし、赤ちゃん

のこともいろいろ教えてくれるんですよ。
5 （生活）行為に表出する心情の把握

25211
二人とも赤ちゃんが生まれたことでお母さんに甘えたい気持ちを我慢しているよう

に感じる 5 （生活）行為に表出する心情の把握

27211
絶対に関係がないとは言えませんが、お母さんと一緒に居たいのかもしれません

ね
5 （生活）行為に表出する心情の把握

31212
赤ちゃんが産まれたら、しばらくK〈んも複雑な思いになり、今まで以上に甘えたり

わがままを言ってみたりという姿が見られるかもしれませんね。 5 （生活）行為に表出する心情の把握

31221
もう少しでお母さんの出産もありますので、甘えてお母さんの気を引こうとしている

のかもしれませんね、 5 （生活）行為に表出する心情の把握

31221
もうすぐ赤ちゃんが生まれるっていつもニコニコで話をしてくれます。でも少し不安

もあるんでしょうね、保育園でも様子を見ていきますね』と、話をすると 5 （生活）行為に表出する心情の把握

20211 赤ちゃんと保育者の気持ちのつながりをエピソードで伝えたり 5 （生活）行為からの関係把握

02212 お友達の名前を呼んで、遊ぼうとしたりしてますよ 5 （生活）行為からの関係把握

02222
『友達がいないということではないんです。今は友達との関わり方を分かり始めて

いるところなんです。ただ友達のその時の気持ちで「まっててね』と言われることが

まぜてもらえないと思ってしまうことにつながってしまうのかもしれません。
5 （生活）行為からの関係把握

02222 Bちゃんも友達も少しずつ関わりが深くなってきているってことなんですね 5 （生活）行為からの関係把握

03111

日頃の親子関係を見ていて、母親はAちゃんのことを思って習い事など、いろいろ

なかかわりをしているが、その親の思いはAちゃんが求めているものではないので

はないか？それが家庭内で起こっている些細なトラブルの原因になっているので

はないかと思った

5 （生活）行為からの関係把握

03111
それが家庭内で起こっている些細なトラブルの原因になっているのではないかと

思った。Aちゃんの思いを連絡帳で伝えた 5 （生活）行為からの関係把握

05122 今日は小さい子にやさしく声をかけて一緒に遊んでくれたんですよ 5 （生活）行為からの関係把握

05122
例えば友だちとのトラブルでは、相手の気持ちを聞いたり、自分の意見を言ったり

して話をしていくうちに解決するのですが、たとえその結果が自分にとって気に入

らないことでも言葉に出したというだけですっきりしてしまう子もいるんですよ
5 （生活）行為からの関係把握

06221 少しずつ保育園であるお友だちとの良い面、大変な面を伝えていった 5 （生活）行為からの関係把握

10112
N男ちゃんとK男ちゃんは両方共このおもちゃがこの頃好きなの。それで、たまたま

今お互いに使いたいって取りっこになっちゃったの。 5 （生活）行為からの関係把握

10221
Aちゃん最近は自分からもお友達に近寄っていってお友達との関わりも増えてきた

んですよ 5 （生活）行為からの関係把握

11111
S児が登所すると、保育士と一緒にN児も『おはようSちゃん』と声を掛けるようにな

りS児も喜んで母親と別れることができるようになって 5 （生活）行為からの関係把握

13221
園での友達同士での関わり方をお伝えし、本人も日中は楽しく生活して過ごしてい

る事を伝え 5 （生活）行為からの関係把握

15221
園では、泣いたり寂しがる事はなく、いつも友達と一緒にしゃべったり、元気いっぱ

い遊んでいる。 5 （生活）行為からの関係把握

17222
園では、泣いていたら面倒を見てあげたり、おもちゃわたしてあげたりしています
よ。 5 （生活）行為からの関係把握

20212
Kちゃんよく遊びますね。今日は体操をしていたら、マスカラを持ってきてシャカシャ

カ鳴らしてリズムを取ってくれました。少しずつお友達のことも気になり始めている

ようだし。

5 （生活）行為からの関係把握

21222
保育中に友だちとおもちゃのとり合いになった時、興奮していたA児。しかし、その

ような状況の中で「かして』と自分の思いが友だちに言えて、おもちゃをかしてもら

っている場面があった。
5 （生活）行為からの関係把握

05114 子どもたちとは、日中会話しながら心を探ってみたり 5 日常行為を用いた心情の確罎

10212
A＜んが叩いてしまった時は、まず相手の子が痛いことを伝え、その後どうしたのか

A〈んの話しを聞いてみました 5 日常行為を用いた心情の確認

12112
「誰と遊びたかったのjと尋ねると「Aちゃん』『そう、でもAちゃんはママまだお迎え

遅いだろうし困ったね』と考える 5 目常行為を用いた心情の確認

12112
Rちゃん、Mちゃんのお家の方が今日は用事があって困ると言われたら、ちゃんと

我慢できるかな 5 日常行為を用いた心情の確翻
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19211
「Aちゃんが泣いてるとママも心配するから、泣かずに保育園に来れるかな？』と保

育者が話す
5 日常行為を用いた心情の確認

27222
ただ泣きじゃくるMちゃんに『お母さん、今、どこにいるの？』『何しているのかな？』

と聞くと 5 日常行為を用いた心情の確認

28221 「先生が抱っこする？お母さんとバトンタッチしていい？』と声をかける 5 日常行為を用いた心情の確認

28221 『じゃあ、一緒にバイバイする？』と誘うと 5 日常行為を用いた心情の確認

05113
『Aちゃんも抱っこされたいのかなあ。先生がママの代わりに抱っこしてあげようね。

おいで』と姉を抱っこした。 5 身体接触を伴う受容

06211 落ち着くまで、しばらく抱っこして気持ちの安定を図り 5 身体接触を伴う受容

08121
『園では抱っこしたり、おんぶしたりして、まずは落ち着かせています。それからゆ

ったりと話すとよく話を聞いてくれましたよ。やっぱり抱っこされると嬉しいみたいで

すね。』と園での対応を伝える
5 身体接触を伴う受容

08121
お母さんに抱っこされて嬉しかったみたいですね。園でも今日みたいに泣いてしま

うことがあると、抱っこしたりおんぶしたりすると落ち着くんです 5 身体接触を伴う受容

11111
話して納得させ、大泣きが落ち着くまで抱き、本児の興味ある遊びへと誘いかけて
いく 5 身体接触を伴う受容

13212 抱っこすることで愛情も伝わるしおちつくんですと伝えると 5 身体接触を伴う受容

15211 しばらく抱いたり、手をつないでいると 5 身体接触を伴う受容

16111
まだまだ、親離れは早くない？おかあさんとのスキンシップはまだまだ必要だと思

うけどな。けっして甘やかしにはならないんじゃないかな。r甘やかす』とr甘えさせ

る』事では、意味が違うと思いますよ。
5 身体接触を伴う受容

28121
特定の保育士に担当してもらい丁君と目を合わせゆっくりと言い聞かせたり抱きし

めたりして自分を受け入れてくれる存在を知らせ受け止めてあげるようにした。 5 身体接触を伴う受容

10221
きっと少しの時間でも、その時にいっぱい抱っこしてあげたりしてあげていれば、A

ちゃんにも十分お母さんの気持ち伝わっていると思いますよ。 5 身体接触による感情・心情の伝達

12111
自分から言いに来てくれて本当にうれしかったんですよ。』と思わず「ねエHちゃん』

と、だきしめてしまう 5 身体接触による感情・心情の伝達

13121
「S男ちゃんお母さんやお父さんと一緒に遊びたいんだと思うしまだまだ甘えたいと

思う。数秒でいいから時間がある時ぎゅうっと抱っこしてあげたら』 5 身体接触による感情・心情の伝達

13211
目覚めたRに『オハヨウ』と声をかけ『いい子、いい子』と頭をなでるとニッコリ笑って

くれ可愛かった
5 身体接触による感情・心情の伝達

13211
抱っこしたらRはうれしそうに笑顔を見せ顔をもたれて安心しきった表情、あんまり

可愛くっておもわずrチュ』としちゃいました 5 身体接触による感情・心情の伝達

17221
単に大きい大きい声で怒ったりするのではなく、何故怒ってはいけないのか、しっ

かりと教えてあげる事が大事だと思いますよ。また、叱ったあとは、抱きしめたりし

てフォローすると

5 身体接触による感情・心情の伝達

03121
なので、一対一での関わりをたくさん持とうと思って2人でいろんな事を話したり、

スキンシップをたくさんとったりしようと心掛けています 5 情緒的接触

08222
2才児という自我が芽生え新しいクラスや環境などで疲れている事を伝え、一緒に

居る事が実感出来る時間が少しでも出来れば 5 情緒的接触

15112 子どもは話をしたりして、向きあい子どもの気持ちを切りかえるよう 5 情緒的接触

27212
でも、せっかくたくさん話かけて下さるのなら、しっかり顔を合わせて、向き合って話

をするのも大切だと思いますよ 5 情緒的接触

31212

『今はダメ』や『ちょっと待って』と、ただがまんさせるのではな＜、先に少し抱っこし

てあげたり、『今はOOをしているからこれが終わってからね』など一言顔を見て話

しかけたりすることでも、K〈んの気持ちも落ち着いて納得できることもあると思いま

すよ。

5 情緒的接触

31212
K〈んとお話したり、抱っこしてあげたりお母さんの無理のない範囲でいいので2人

だけの時間を作ってあげるとK〈んも喜ぶと思いますよ。 5 情緒的接触

02121
『ほら、ママ約束してくれたよ。大丈夫だよ。バイバイしようね。』と言いながら、母親

よりだっこをして受け入れる。 5 儀式の活用

02121
子どもを受け入れる前に『R〈んもっとママといっしょにいたいんだよね』と子どもに

話しかけながら、母親にもう一度だっこしてもらう 5 儀式の活用

02121 母親と握手で離れ、ぼめて一緒に遊ぶ 5 儀式の活用

09111
そう．いやだよね。ママがいいよね。じゃ、ママにギュッって抱っこしてもらってバイ

バイしようか？
5 儀式の活用

11111 日々の登所時は、笑顔で挨拶し、温かく本児を迎え入れるよう 5 迎え入れ

11121 『Aちゃん、おはよう』と声を掛けるが 5 迎え入れ

28221 おはようと声をかけて 5 迎え入れ

02121
はじめは何度か泣き出していたが、母親にも子どもにも「大丈夫だよ』の言葉をい

つも声がけし、受け入れた。
5 気持ちの調整

12121 「大丈夫だよ、泣いてもいいんだよ』と声をかけているとだんだんと落ちっく 5 気持ちの調整

15211
親の心配・不安は子どもは感じ取るものなので『今日も楽しかった？』『お友達とた

くさん遊べてよかったね』などの言葉をかけて、迎えてあげる大切さを話し伝えた 5 気持ちの調整

32221
rお母さんが不安な顔でいるとOOちゃんも不安になるので元気に送り出してみて

下さい。』と伝える
5 気持ちの調整

02121
お迎えに来た時にはrほら、ママお迎えにきたよ。必ずくるんだよね。よかったね。』

といっしょに喜び
5 心情の言語化
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05121
髪をしばってきた日は、子どもに対しては「ママがしばってくれたの？かわいいね』

などと声をかけ
5 心情の言語化

05221
親子レクリエーションの日。（午後保育の子どもは）どの子も母親と離れる時に泣く

が、rお仕事終わったら迎えに来るって』と遊びに誘う 5 心情の言語化

08121
母親に「Bちゃん（妹）を抱っこしますよ。A〈ん、お母さんに抱っこしてもらって、車ま

で行こう。』 5 心情の言語化

09111 Rちゃん、ママが大好きで離れたくないんだね 5 心情の言諾化

09122 rH君も泣きたいんだよね』と声をかけつつ 5 心情の言語化

12121
保育所いややったんやね』とH男の側に行き背中をさすりながらやさしく声をかけ

る 5 心情の言語化

12121
保育士はひざをついてH男を抱きよせながら「保育園いややったんやね。泣いても

いいよ。いっぱい泣いてもいいんやよ』とやさしく声をかけ背中をさする 5 心情の言語化

13121
S男の気持ちをまず落ち着かせてあげることを第一にしていた。この日も同じよう

に「叩かれたのが嫌だったんだね、痛かったね』rS男君も欲しかったんだよね。』と

S男の気持ちをまず十分に受け止めていった。
5 心情の言話化

21222 「友だちとあそぶの楽しいよなあ』と言うと、Aちゃんは「うん』 5 心情の言話化

22111 rSちゃん、お母さんきてくれたよ』と声をかけるが 5 心情の言言吾化

22222 Y君、お母さんに見てもらえてよかったね。 5 心情の言語化

27222
「そうだよね、お仕事だよね。お母さんはいっぱいお仕事をするんだよ。』など色々

と話してみる。 5 心情の言話化

02121
「でもママ、お仕事に行かなくちゃいけないの。必ずお迎えにくるからね。jと話して

やり、ママにも『お仕事終わったら、すぐお迎えにきてね』と聞く 5 代弁

02222 そんな時には私たち保育者が間に入りながらお互いの気持を伝えたり、 5 代弁

05113
保育士に抱っこされていた妹（0歳児クラス）は『ママ、お迎えよ』『ママ、来た』の保

育士の声に体を曲げ両手を伸ばす「おかえりなさい。待っていたよね』と声かけし

ながら、（妹を）母親の方へ手渡した
5 代弁

05116 OO〈んは、お母さんが大好きで、自分に注意を引きたいんだね 5 代弁

05116

OO〈んのために絵本を見る時間をつくれないかな。たぶんOO君は、お母さんに

甘えたいんだよね。それが上手に言えないからあんな形で表しているのよね。だか

ら、叱った後は、お母さんはOO君が大好きだという事をきちんと伝えられると良

いね

5 代弁

05121

ときには（兄：5歳児、祖母宅でなく自宅で生活。女児は祖母宅に預けられることが

多い）一緒に嬉しそうに昼寝をしていたこと、「やっぱり兄弟一緒に寝ると、嬉しい

みたいですね』など、さりげなく家庭で過ごす時間を増やしていけるような言葉かけ

をしていった

5 代弁

05121
子どもの頑張ったところ、今夢中になっていることなど所生活の様子を色々と伝え

ることで、子どもに対する関心や愛情をさらに深められるように 5 代弁

05221
仕事終わったら迎えに来るから待っててねって声掛ければA君もお母さんがいなく

なった理由がわかるから安心なのよ。A君はお母さんの思ってる以上に成長してる
のよ。

5 代弁

08212
「お母さんと一緒に階段上がりたかったのかなあ？お部屋にはお母さんと手をつな

いで一緒に入りましょうね』とAちゃんの手をお母さんに引き渡すと 5 代弁

09111
「ママに抱っこして欲しいの？「ママ抱っこ」って言ってごらん』この言葉を聞いて母

が抱っこする 5 代弁

09111 Rのしがみつく姿を見て保『ママ抱っこしては？』とRに声をかける。 5 代弁

09122
「ママが大好きなんだよね。いっぱい抱っこしてもらおうね』とHの気持ちを言葉にし

つつ
5 代弁

12112
「この頃、何人かの仲のいいお友だちが出来たところだから、きっと帰ってからもも

っと遊びたかったんでしょうね』とR子をだく 5 代弁

13112
保育士がrS男ちゃんブロック使いたかったんだね。S男ちゃんもK男くんと一緒に

遊びたかったんだね』とS男の思いを代弁する 5 代弁

13121
rS男ちゃんお母さんやお父さんと一緒に遊びたいんだと思うしまだまだ甘えたいと
思う。 5 代弁

13122

「Hちゃん、お母さんが大好きなんですね。お母さんが通るとすぐに見つけて、自分

も降園準備もして、戸の所でお母さんが迎えにくるのをまだかな、まだかなって毎

日覗いて待ってるんですよ。待ってた分、嬉しくってお母さんにもいっぱい甘えたい

んだね。』とHちゃんの姿を母に伝える。

5 代弁

13122
やっぱり大好きなお母さんを見つけると、Hちゃんはすぐにでも行きたいみたいで、

お母さんが入っていった2歳児クラスをいつもここから覗いて待っていますよ。 5 代弁

13222
しばらく抱っこしていたら落ちつきましたよ。／K君も園の方では頑張ってお兄ちゃん

をしているからお母さんにはもっと甘えたいんでしょうね。 5 代弁

17222 その都度代弁してあげ、少しずつ噛んでしまうという事が減るといい 5 代弁

19211
「お母さん、Aちゃん朝はすごく泣いてますけど、大丈夫ですよ。Aちゃんがお休み

の時にママもお仕事休んでくれたって嬉しそうに言ってましたから。Aちゃんはお母

さんが大好きなんですね』
5 代弁

20212
Kちゃんには『おかあさん、いってらっしゃい、お仕事がんばってね。お迎えに来て

ね、バイバイ』と声をかけ 5 代弁

26221 K〈んも甘えて、赤ちゃんのようにかたことで話したり、実習にベッタリ甘えたりする 5 代弁
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ので「K〈んもお母さんにだっこしてほしいみたいです』とダイミングを見て話してそ

の時にだっこしてもらえるよう雰囲気をつくったりすると、

27221
保育者が『また、そんなやって逃げて本当はお迎えに来てもらって嬉しいくせに、

わざとするんだから』と一言 5 代弁

27221
保育者が「そんなにしているけど本当はお母さんが一番いいんだよね。先生わか

っているんだから』とAくんに靴をはかせながらやりとりをしている様子を見ていて、

母親の表情がパッと変わり、明るく、どこかほっとした様子で帰っていった。
5 代弁

28212 「OO＜ん、おかあさんが大好きなんだよね。おかあさんと一緒にいたいよね。 5 代弁

32212
でも弟がいるから駄目だよ、保育士に話してくる。降園の時に様子を伝えること、T

〈んの思いなどを母親にも伝えることで少し納得したようだった。 5 代弁

05122 Aちゃんお迎えだよ 5 関係の中の行為の意織づけ

09122
最後には母も”おいで”というように手を出し2人一緒に抱く。rママすごいね！今日

はいっぱい抱っこしてもらって良かったね 5 関係の中の行為の意識づけ

22221
さすが、お母さん、ちゃんと聞き取ってあげていたんですね。Kちゃん、お母さんに

先に聞いてもらえてよかったね 5 関係の中の行為の意識づけ

27211
『今目はお仕事が早く終わったから、ママが来てくれたんだよ、良かったね』と男児

に言う 5 関係の中の行為の意識づけ

27221 「A〈ん、お母さんが迎えに来たよ』と保育者が声をかける 5 関係の中の行為の意識づけ

27222 「お母さん、お約束守ってくれたね。良かったね。』と保育者が声をかけ 5 関係の中の行為の意識づけ

28221 「そうだね。Y〈ん泣かなかったね。ちゃんとバイバイできたね』と応える 5 関係の中の行為の意識づけ

32222 保育士が「みんなで話すと分からなくなるよね』と助言する 5 関係の中の行為の意識づけ

15211
心配そうな母親の言葉がけを聞いて表情が曇ってしまった。そして下を向いて「う

ん。』と小さくうなずいた。保育者は『今日は一をしたり一一をしたり、お友達と楽しく

遊んだね。』と声をかけた。
5 関係性における見通しの提供

15211
保育者はrお母さんと一緒がいいんだよね。大丈夫、先生が一緒にいるよ。今日も

たくさん楽しいことしようね。』と受け入れた。 5 関係性における見通しの提供

19211
保育者がAちゃんを抱き上げ、『お迎え早く来てくれるからね』と声をかけ母親にも

『大丈夫ですよ』と声をかける 5 関係性における見通しの提供

27222
泣いてくるMちゃんに対し保育者が「おはよう、Mちゃん、今からお母さんはお仕事

に行くんだよね。お母さんがお迎えにいらっしゃるまで一緒に遊んで待っていよう

ね。Mちゃんはお母さんが大好きなんだもんね。』
5 関係性における見通しの提供

28212

でもね、今日、お母さん仕事なんだって。おかあさんが休みのときに一緒に遊んだ

ら？だから今日はおかあさんお仕事いってらっしゃいしよう。お仕事が終わったら

早く迎えに来てもらおうねそれでいい？ほらこんなに汗かいちゃって。』男児は、顔

をあげる。『もう、泣くのおわり？』男児はうなずき

5 関係性における見通しの提供

03121 自然とみんなの中に入れるようにあそびの中に一緒に入ったり 5 行為を通して関係をつなぐ

08212
泣いているAちゃんの所へ下りていき、「先生と一緒にお部屋までいきましょう』と

声かけを 5 行為を通して関係をつなぐ

09221
お迎えの際は女児と父親と一緒に玄関まで行き、帰り支度をしながらコミュニケー

ションをとる 5 行為を通して関係をつなぐ

09222
以前から『OO、喋れよ1』というような声掛けが聞かれていた。保育士が『OOち

ゃん、ママがお迎えでよかったね』と傍に行く 5 行為を通して関係をつなぐ

10112 でもお互いに叩いたり、押したりしなくて偉かったよと思ってたの 5 行為を通して関係をつなぐ

10212
理由を話してくれます。それを受け止めつつも相手の子が痛かったので一緒にご

めんねをしてから、探していたものを一緒にみつけたりしていくと 5 行為を通して関係をつなぐ

11111
保育士とのつながりだけでなく、友達関係もと思い、年長の男児、N男に誘いかけ

一緒に遊ぶ機会を作る。 5 行為を通して関係をつなぐ

13121
繰り返し繰り返し、何度も何度もS男の気持ちに共感することでだんだん落ち着

き、その上で「欲しかったら、取るのではなくて『貸して』って言うんだよ。』と方法を

知らせていった。

5 行為を通して関係をつなぐ

19211 遊びの中でAちゃんと話をする 5 行為を通して関係をつなぐ

22111
ちょっとしんどいけどSちゃんお母さんにかまってもらいたいんで。体もしんどいけ

ど、手をつないで歩くとか、一緒にかるたとりするとか体に無理のない程度でいい

から一緒に何かしたらうれしいと思う
5 行為を通して関係をつなぐ

24214 家でもほめてあげて下さいね 5 行為を通して関係をつなぐ

27211
抱いて絵本を読んであげたり、同じおもちゃで一緒に遊んだり、お風呂に入ってた

くさん話をしたり…ほんの少しでいいので、じっくりかかわってあげるのも一つの

方法かもしれませんね。
5 行為を通して関係をつなぐ

28111
A君は、とくに飛行機が大好きなので絵本などを通していろんな飛行機の話をする

事で保育者との関わり信頼関係を深めた。 5 行為を通して関係をつなぐ

28111
他児とも関わりはできず一人で遊んでいたり、傍観していたりである。意図的に遊

びの中に誘う 5 行為を通して関係をつなぐ

32221 「手を先生もつなごうかな』と言って手をにぎり3人で園庭まで歩いて行った 5 行為を通して関係をつなぐ

32221 保育士は女児の手をつなぎお友達の所へ行き 5 行為を通して関係をつなぐ

03111 「お母さんきっと喜ぶから見せてね』と話して絵を持たせた 5
他者との関わりを誘発する行為を促

　　　　　　す

08121
「Aくん、お母さんお迎えきたよ。また遊ぽう』と声を掛け、「先生と一緒に行こう』と

手を繋ぎ母親の元へ
5

他者との関わりを誘発する行為を促

　　　　　　す
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11121 その日の様子を母親とAちゃんに向かって話す 5
他者との関わりを誘発する行為を促

　　　　　　　す

12112 Mちゃんにきいてみたら 5
他者との関わりを誘発する行為を促

　　　　　　　す

24212 子どもと保護者が今日一日の出来事を話すきっかけを作っていった。 5
他者との関わりを誘発する行為を促

　　　　　　　す

05111 A男のありのままに受けとめる事から始まった保育 6 その他

11111
本児の不安をなくし、子どもの成長が見られることで、母親にも安心感を与え、母

子分離がうまくいくようにと配慮する。 6 その他

05111 その表情から喜怒哀楽を感じ取る 6 その他

21222 Aちゃんにも思いがあってむやみやたらにかんでいるわけじゃないですし 6 その他

31221 保育園でのBちゃんは、とってもお姉ちゃんですよ。 6 その他

10122 ”ぽく、出来る1楽しい1”という環境を園の様子も話しながら確認していく 6 その他

15212
きっと子どもは、その返事では納得していないから同じ事をくりかえすのではない

かと思いました。 6 その他

05116
その後、本児には、お母さんの足が痛くてかわいそうだったこと、そんな悪いことを

するとみんなが悲しむことなどを伝え、もうしない事を約東する。 6 その他

11121 頃を見計らいAちゃんのところへ近づく 6 その他

06122 「お父さん、この前のおべんとう、Aちゃんがとっても喜んでいたんですよ。 7 保護者支橿

19121
「泣いてしまうと思いますけど、なんとか保育園の前までつれてきていただけたら、

車まで迎えに行くので。 7 保護者支援

24213
朝の登園が負担となるのであれば負担が減るように朝、家にY〈んをむかえに行く

ようにする 7 保護者支援

24221
朝の登園を毎日ぐずり、体も大きいので母親も連れて来れずに放置するという状

況になった。そこで保育者と一緒に園へ行くことにする 7 保護者支援

24222 母親と時間を約東し、毎日迎えに行く 7 保護者支援

26221
カードに毎日必要なものを書き出し、K〈んのカバンに常時入れておくようにした。

着替え2組よりシャツO枚、ズボンO枚と具体的に数を指定する。その中には、白

ごはんも書いておく。
7 保護者支援

32121 園で箸を使うようにするので、家庭でもそうしてほしいと伝えた。 7 保護者支援
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